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chapter 1 Tradition?
‥‥伝統？

広大なコンクリート舗装からの照り

返しが、太陽光線をさらに凶暴なもの

にする中、軍服の男たちはしんぼう強

く整列していた。

文句を言ってもしかたない。命令は

命令なのだ。

そんな中、隊列二列目の端近くにい

る歩兵連隊の新兵がかすかに体をぐら

つかせた。19歳のサンフォード（“サ

ンディ”）・ビーチ二等兵である。身を

焼かれるような暑さの中に立ちつづ

け、汗が目にしみ、背中にもしたたり

落ちているというのに、あやうく居眠

りしかかったのだ。

ビーチは、ここに居並ぶ多くの連中

ほど落ちこぼれの軍隊バカではない。
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進学の道を閉ざされた結果として、陸

軍に「就職」せざるを得なかったのだ。

私学に行くほど裕福ではないにしろ、

公立大学には進むつもりだったし、親

もそれを望んでいた。ところが、その

両親が、一人の酔っぱらいドライバー

のせいで、あっけなくこの世から消し

去られてしまった。それが、今の状況

をつくり出しているのである。

だからビーチは、したたりつづける

汗が軍服をぐっしょり濡らし、折り目

を台なしにしていくのを感じながら、

陸軍独特のこの伝統が、現代の軍隊に

とっていかに無意味なものか、考えざ

るを得なかった。

そもそも「閲兵」というのは、近代

国家とその正規軍が誕生する過程で始

まったものだ。それ以前、諸侯領ごと

に別々だった軍事組織を、一人の将軍
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（多くの場合、皇太子だったりしたわ

けだが）の傘下に組み入れ、体制がで

きあがっていった。

だから将軍は、各地の隊長たちの申

告――うちの隊には、目の見えない者

や、ひどい病気持ちや、体に障害のあ

る人間はいない――が正しいかどう

か、直接現地に赴いて視察する必要が

あった。兵士たちの持つ銃器が万全か

どうかを点検する必要もあった。また、

戦場での陣形が戦略上の重大問題だっ

た当時、整列の迅速さや正確さは、軍

の強さを示す指標にもなったろう。さ

らに、各地ばらばらだった軍服の装着

基準を点検し統一することで、全軍の

規律を高めることにもなったわけだ。

ところが、命令と訓練という軍隊特

有の性格が、それを、おかしな方向へ

とねじ曲げていった。軍服にシワがな

いかとか、軍靴を毎日ぴかぴかに磨い
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ているかといったことは、本来の戦闘

能力とはほとんど関係ないだろう。

それはまあ、軍人の美徳として認め

てもいい。しかし、少なくとも、照り

つける太陽とコンクリートからの照り

返しの中、１時間以上も整列させてお

くことに、どんな意味があるのか？

そんなことは、なんの戦闘能力の証明

にもならないはずだ。

今や、軍服は全軍にわたる統一基準

で支給されているのだし、武器弾薬は

それぞれの担当部署が日常的に整備し

ている。戦略は、単なる整列では測れ

ないほど高度でフレキシブルなものに

なっている。身体的に不適格な者など、

そもそも最初から採用されてはいない

のだ。

要するに、現代において、閲兵など

ということは、塹壕掘り訓練（疲れさ

せ、ものを考えない習慣をつけるため
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としか思えない）や、訓練時の新兵へ

の罵倒（軍曹自身がいびられてきたこ

とへの腹いせでしかない）と同様、時

代錯誤の無用の長物なのだ。

こんなことで汗まみれになるくらい

なら、たとえハードでも、何らかの戦

闘訓練で汗をかく方がずっとましだと

ビーチには思えた。

さらに長時間の待機の末、やっと、

ヘリコプターらしい轟音が近づいてく

るのが聞こえた。

音につられて振り向くやつがいない

かと、軍曹長が目を光らせたが、よく

訓練された兵士たちの中に、隊列を乱

す者はなかった。

そのブラックホークは、100ヤード

(約90メートル)ほど前方に着陸したの

だが、そのせいで舗装の上に積もった

砂ぼこりが吹き飛び、兵士たちの軍服
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の上に降り注いだ。

自軍に浴びせられたこの侮辱に、連

隊長はちょっとむっとした顔をした

が、彼もまたよく訓練された軍人だっ

たので、ヘリのルーターが静まり風圧

がおさまるまで、直立不動で待ってい

た。

やがて、ヘリの後部スライドドアが

開いたところで、彼はそちらに近づい

た。

兵士たちが立っている位置からで

は、最初に降りてきた男の階級章は確

認できなかったが、着ているのが――

式典用の正式な軍服でなく――迷彩服

であることはまちがいなかった。しか

も、適度に着崩された涼しそうなもの

だ。

その将校らしい男は、連隊長と並ぶ

とずいぶん小柄に見えた。背は何イン

チも低く、その上やせている。
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快適そうなその軍服以上に、兵士た

ちをムカつかせたのは、彼がパイロッ

ト用のサングラスをしていることだっ

た。これも本来、式典での着用は許さ

れていないはずだ。

しかし、次の瞬間、兵士たちはそん

な腹立ちをすっかり忘れていた。その

男が振り向き、つづいて降りてきた人

物に手を差しのべたからだ。

彼女――100ヤード離れた位置から

でも、それが「彼女」であることは明

らかだった――がヘリを降りるために

は、たしかに手助けが必要だろう。短

いタイトスカートと、細くとがったヒ

ールでは、さほど高くない機床からで

もひとりでは降りられそうにない。

連隊の600人の兵士たちが、彼女の

姿を見て鼓動を速めていた。うち596

人は、彼女と仲よくなりたくて。あと

の４人は、同僚の男たちが、女などに
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目を奪われているのにやきもきして。

へりを離れ、こちらに近づいてくる

その女性に気を取られていたせいで、

兵士たちは、自分たちの連隊長が奇妙

な命令を発したことにさえ、気もそぞ

ろだった。

「全員、上半身の服を脱いで、休め

ッ！」

その命令は、通常の閲兵なら考えら

れないものだ。

‥‥軍服を脱ぐ？ その上、「休め」

だと？

いったい何をしようっていうんだ？

下士官たちと、そしてビーチだけは、

わけがわからず、首を傾げた。

しかし、他の兵士たちが機械的に命

令に従ったのを見て、ビーチもあわて

て上着とシャツを脱ぎ、それを脇にか

かえた。

兵士たちが服を脱ぎ終わったときに
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は、例の将校と連れの女性は、隊列一

列目の端までたどり着いていた。

こんな正式な閲兵（少なくともそう

聞かされていた）では、身長を基準に

並ぶのがきまりとなっている。各横列

の中央に背の高い兵士が立ち、両端に

行くに従って背が低くなる並び方だ。

将校は、すぐに近くの兵士から閲兵

らしきことを始めた。兵士の姿を点検

するように見ては、連れの女性になに

かささやいている。

これまでの閲兵でも、何人かの兵士

の前で将校が立ち止まり、名を尋ねる

ことはあった。しかしそれは、たいて

いの場合、彼が兵士一人一人に関心を

持っているのだというポーズに過ぎな

いものだ。

ところが、どうも今回は様子がちが

った。将校がきいた兵士の名を、女性

の方が書き留めているのだ。
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その将校――それにしても、本当に

将校なのか？ 階級章もつけていない

ようだし――は、なぜか、長身の兵士

たちのところに達すると、彼らにあま

り関心を示さず通り過ぎた。そして、

一列目のもう一方の端近くまで来たと

ころで、また、そこに並ぶ背の低い兵

士たちをじっくり観察しはじめた。

２列目の端近くにいるのだから、ビ

ーチも５フィート７インチ(約170セン

チ)と、さほど高くない。その前まで

来ると、将校…？…は、やはり熱心に

ビーチの姿を眺めているようだった。

そして連れの女性に何か耳打ちした。

その内容は、ビーチにはよく聞きとれ

なかったが、女性の方は、ちょっとの

間ビーチの顔を見て、うなずいた。

もし、彼女が自分の何に好意を抱い

たか知ることができるなら、ビーチは

１週間分の給料をまわりの兵士たちに
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譲ってもいいと思った。もっとも、彼

女の口もとに浮かんだ微笑は、その手

の関心ではなく、将校への同意にすぎ

ないのかもしれないが。

「君、名前は？」

将校が、予期したような武骨な口調

でなく、ソフトな声音できいてきた。

服を抱えているせいもあり、いつも

より不格好にはなったが、「気をつけ」

の姿勢をとってビーチは声を張り上げ

た。

「はっ、サンフォード・ビーチ二等兵

であります」

それに将校がうなずくと、女性の方

が持っていたメモにペンを走らせた。

そして、ビーチの前を去って行った。

気のせいかもしれないが、ビーチが

怒鳴るように名乗ったとき、彼女はま

た、サングラス越しに女らしいかわい

い笑顔を向けたように感じた。
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‥‥ああ、どうか、もう一度戻って

きて、僕をもっと閲兵して‥‥あなた

のお望みどおりに。

ビーチは、秘かにそう願ったが、も

ちろん、そうはならなかった。

残りの閲兵も、同じような奇妙さと

ともに進行した。

背の低い兵士、ことに――将校自身

やビーチのように――細身の兵士にば

かり関心が向けられている。６フィー

ト(約182センチ)近いか、それ以上の

者は前を素通りされていた。

２時間近く待っていたというのに、

閲兵は15分で終わった。

そこで、軍曹長が服を着るように命

令し、さらに「気をつけッ！」と叫ん

だ。そしてもうひとつ、わけのわから

ない――少なくとも「わけ」など抜き

の――命令を発した。

「次に呼ぶ者は、12号格納庫に集合す
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ること」

そう言ったあと、例の女性から渡さ

れたらしいメモを読み上げたのだ。

その十数人の中に自分の名前がある

のを聞き、ビーチは、言われた格納庫

へと走った。

背後で「解散」の号令が響き、その

奇妙な閲兵式は、正式に終了したよう

だ。

がらんとした格納庫の中で、１ダー

スほどの兵士たちが、道に迷ったよう

にたたずんでいた。陸軍の神聖なる伝

統にのっとり「直ちに行動し、待機せ

よ」を実行した結果、なんだか手持ち

ぶさたな状態になってしまったのだ。

なんとなく他の兵士たちを眺めてい

たビーチは、その中に「かれら」のう

ちの一人がいることに気がついた。「か

れら」‥‥つまり‥‥ホモセクシャル
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ということだ。

ビーチは、成人した人間ならプライ

ベートでどんな欲望を持とうがかまわ

ないと思っているし、「かれら」の存

在自体を否定する気はない。でも、頭

でそう思っているからといって、「か

れら」を受け入れるということにはな

らない。いっしょにいると、どうにも

落ち着かないのだ。

「かれら」と友達になりたいとは思

わないし、任務でどうしてもいっしょ

になるような時は、仕事上の関わりに

とどめ、適度な距離を保とうとしてき

た。シャワールームなどでも、「かれ

ら」が背後に近づかないか警戒してい

る。

そう、たしかに、成人ならプライベ

ートでどんな欲望を持ってもかまわな

いが、そもそも、軍隊にプライバシー

などないのだ。
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今、格納庫にいる他の兵士たちが、

ビーチ同様、彼に近づこうとしないの

は、なにより「お仲間」と思われたく

はないからだろう。それが、仲間意識

と友愛を信条とする組織の、もう一面

の真実なのだ。

そう思いながら、その男…？…がつ

けているネームプレートの「フォック

ス」という姓をちらりと見て、彼が同

じ小隊の人間から「ティム」だったか

「ジム」だったか、そんな名で呼ばれ

ていたことを思い出した。

そんなことを考えていてもしょうが

ないと感じたビーチが目を移すと、格

納庫の事務室らしいドアがあり、その

前に大男のＭＰが二人立っていた。し

かし、そのＭＰたちの「ごつさ」もま

た、ビーチを不快にした。

彼らは、こちらに対し、見下すよう

な、そして、いかにも底意地悪そうな
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視線を送っている。たとえば、「つま

らん言い訳でもしてみろ。すぐに、こ

の警棒を尻にお見舞いしてやるぞ」と

でも言いたげな尊大さだ。

ビーチの目には、その姿が、かつて

のワルたちと同じように見えた。

誰が、あんなやつらと関わりたいも

のか！

かつてビーチは、いつも、ワルたち

の標的になっていた。

それは、ビーチが、ずっとチビでや

せっぽちだったからだ。人から「たく

ましい」などと言われた経験はただの

一度もない。

高校に入った頃、彼は、なんとかそ

んな見かけを変えられないかと、髪の

長さをいろいろ変えてみた。

しかし、その試みは、結局、不愉快

な結果しか招かなかった。短くすれば、
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ひどく子供っぽく見えてしまうし、長

くすれば、今度は女々しくなってしま

うのだ。

結局、肩の上で揺れる感じと手触り

が好きで、ずっと――入隊の際、軍人

としてふさわしくないという理由で丸

刈りにされるまで――長髪にしていた

のだが、その間、何の悪気もない親切

な人からさえ、よく女の子とまちがわ

れた。ましてや、ワルたちからは、い

つも「オカマ」などとからかわれ、ち

ょっかいを出されていたのだ。

そんな状態から抜け出すため、真の

「自己防衛」を考えなければいけない

と思ったビーチは、武道を習おうと、

これもいろいろ試してみた。

空手は、ちょっとやっただけですぐ

にひどいタコができてしまい、彼の貧

弱な手と骨格構造では、耐えられない

ことがわかった。
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しかし、合気道は、彼に合っている

ようだった。それは、ひたすら攻撃す

るのではなく、相手の力をいかに利用

するかに主眼を置いたものだったから

だ。

合気道を習ったおかげで、高校を卒

業する頃には、もう誰も、彼のことを

「オカマ」などとは‥‥まあ、以前ほ

どには‥‥呼ばなくなった。

そんな、ワルに対する憎しみの思い

は、当のＭＰが「気をつけ！」と叫ん

だせいで、中断させられた。

ところが、それとほぼ同時に、別の

方向から「休め！」という号令が響き、

兵隊たちは戸惑ったように動きを止め

た。

振り向くと、入ってきたのは、例の

将校と連れの女性だった。

彼女のエレガントなヒールの音は、
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そのせいで魔法にでもかかったように

いっせいに漏らした兵士たちのため息

にもじゃまされず、格納庫の広い空間

にこだました。

一方、将校の方の足取りは――それ

にふさわしい大股であるにもかかわら

ず――、まるで床の上を滑るように優

雅で、音がしなかった。

近づくと、彼は、「ブリーフィング

ルームに入ってもらえますか？」と言

った。

その口調がいくら穏やかなものだっ

たとしても、将校から発せられた以上、

軍曹の命令とは比べものにならないほ

どの強制力を持っていた。

「腰掛けて、楽にしてください」

将校はまず、そう「命令」した。

巨大な格納庫の中では小さな集団と

しか見えなかったが、狭い会議室に移
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ったせいで、人数が倍にも増えた気が

した。その全員が座るだけのイスはあ

ったのだが、将校と女性だけは、前に

置かれた演壇のところに立った。

「私は今から、諸君に、特殊かつ、き

わめて重大な作戦への志願をお願いし

ようと思っています」

彼は、そう切りだした。

「その内容はトップシークレットであ

り、また、諸君に、非常な危険と個人

的苦痛を強いることになるでしょう。

それは、通常の志願兵募集とは比べも

のにならないものです。しかしながら、

この作戦は、わが国の防衛と国民の安

全にとって、きわめて重大なものだと

いうことをわかっていただきたいと思

います。私は、諸君をチームの一員に

ふさわしい人材だと思っています。で

すから、これが諸君にとって不可能な

任務だとは思いません。しかし、諸君
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自身にとっては、これまで一度も経験

したこともない困難への挑戦となるは

ずです」

‥‥通常の志願兵募集とは比べもの

にならない？ マジかよ？

そこにいる兵士たちはみんな、軍隊

に古くから伝わる金言を心得ていた。

「志願は、するな！」

‥‥これはどうやら、その言葉が最

も当てはまるケースらしい。

と、そこで、兵士の一人が手を挙げ

た。

「将校殿、それに応じると、何か特別

な報償でもあるのでしょうか？」

「いや、私は将校ではありません」

彼はまず、そちらを訂正した。

「今言えるのは、私が大統領直轄の特

殊任務に就いているということ、そし

て、どんな将校をも超えた権限を与え

られているということです。それは、
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大統領が、この作戦をいかに重要だと

考えているかの証しでもあります。私

自身の実際の階級と経歴については、

機密扱いということになっています。

志願してくれた諸君にのみ、明かすこ

とが許されているのです。で、今の質

問ですが‥‥ナッシング‥‥見返りは

何もありません。たとえわれわれの作

戦が成功裡に終わったとしても、諸君

は、その成果を人に自慢することさえ

できません。昇級もありません。勲章

もありません。何百万人にもおよぶ人

々の生死に関わる重大作戦に従事した

という事実以外、何も残らないはずで

す。いや、それすらないかもしれませ

ん。われわれは、未だ不確かなもので

しかない脅威に立ち向かおうとしてい

るのです。しかし、われわれは、その

脅威が現実のものであると考えていま

す。恐ろしいほどリアルな脅威である
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と。そして、たとえそれが思い過ごし

であったとしても、わが国の防衛のた

めに、われわれは、万全の対策をとっ

ておかなければならないのです。そこ

で、今度はこちらから質問します。あ

なたは、その『われわれ』になる気は

ありますか？」

そんな絶望的で悲壮なスピーチを聴

いているうち、いつの間にか、ビーチ

には、その「将校」の声が耳に入らな

くなっていた。

例の女性が、かけていたサングラス

をはずしたからだ。つややかに揺れる

赤毛の間にあったその目は、明るいグ

リーンだった。

それに気づいたとたん、ビーチは、

その瞳に見入っていた。ビーチは、ま

るで鏡を見ているような感じがした。

彼自身も、同じ澄んだグリーンの目を

しているからだ。
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先刻から気をひかれている女性と共

通のものを持っているということが、

なんだか彼女に近づけたような感じを

抱かせ、そのことがビーチの気持ちを

浮き立たせた。

その彼女の目は、当初、兵士たちの

顔を平等に見まわしていたが、やがて

ビーチが見つめていることに気づいた

らしく、見つめ返してきた。

ふたつのエメラルドの宝石は、ビー

チが送るあからさまな称賛の視線に、

好意で応えてくれたように思えた。と

いうより、まるで彼を求めているとで

もいうような‥‥。

そんな想像をしてから、それは要す

るに、このなんだかよくわからない作

戦に彼が志願することを期待している

というメッセージに過ぎないのだと気

がついた。おそらくそれこそが、彼女

にとって当面する重大事なのだろうか
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ら。

そう思い直し、ビーチは、まだ身分

を隠したままの士官に目を戻した。

彼の方は、依然、サングラスをした

ままだった。よく見ると、そのミラー

サングラスは、標準的な軍仕様のもの

とは明らかにちがっていた。レンズが

カーブして目を包み、しかも、眉まで

隠してしまうほど大きい。

彼の口調は、未だなめらかでソフト

なものだったが、その内容は、ますま

す悲壮で、かつ旧式な愛国調を帯び始

めていた。

「私は、諸君の志願に対し、『義務』

という言葉を使うつもりはありませ

ん。それは、この作戦が通常の意味で

の兵士の義務をはるかに超えたものだ

からです。少なくとも、諸君が入隊し

た時に課せられた義務などとは比べも

のにならないものです。このチームに
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加わったとたん、諸君がチームメイト

に対して負うことになる義務は、通常

の兵士の義務より、ずっと大きなもの

となるはずです。まだ今なら、諸君は、

軍人としての名誉を汚されることな

く、この場を立ち去ることができます。

今後、そのことが汚名となるようなこ

とはありません。けれども、国家は今、

諸君の志願を強く望んでいます。諸君

の友人のため、家族のため、そして、

諸君がまだ会ったことのない数多くの

国民のために、ぜひとも志願していた

だきたいと思います」

こんな演説が、果たして今の兵士た

ちに届くのだろうか？

ビーチはそう感じた。

昔なら、栄光への夢が兵士たちを駆

り立て、そんなリスクをとらせたりも

したのだろう。しかし、先刻、この士
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官は、そんな栄光さえ否定してしまっ

た。

義務？

たしかに、隊の仲間への義務感は、

ごくふつうの兵士からも、求められた

以上の力を引きだし、最大限の効果を

発揮する。そこからくる軍人としての

義務感は――軍曹たちが見ていようが

いまいが――民間人のそれとは比べも

のにならないものだ。今、「将校」は、

その点に着目して、軍人としての良心

が貫けることだけは保証してみせた。

しかしである。

名誉？

誰にも知られないとするなら、名誉

なんてことは、自己満足にしかならな

いだろう。兵士たちは、なんでわざわ

ざ軍隊なんかを選んだと思ってるん

だ。他にも仕事はあるのに。世間から

なんの評価もされないことのために働
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きたいなどと思っているやつは、一人

もいないだろう。

国家、だって？

「将校」は、最後にそれを持ちだし

てみせた。でも、そんなものが、今ど

きの兵士たちの動機となりうるんだろ

うか？

と、そこで、兵士たちが未だ「将校」

にちがいないと思っているそのやせっ

ぽちの士官は、ドアのところに立って

いたＭＰの一人にうなずいてみせた。

それに応じ、ＭＰが大声を張り上げた。

「気をつけッ！」

まるで条件反射ででもあるかのよう

に、一瞬にして全兵士が立ち上がった。

と、将校は、穏やかな声で言った。

「よろしい。志願しないものは、直ち

に部屋を出てください」

ビーチは、当然ながら、他のメンバ
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ーとともに出ていくつもりでいた。

ところが、その瞬間、例の女性と目

が合ってしまった。それが、ビーチに

とって、今後の運命を決定づける瞬間

となった。

彼女の輝くグリーンの瞳は、さっき

より光をたたえているように見えた。

それは、その目が潤んでいるかららし

かった。穏やかな微笑みに変わりはな

いものの、どうやら、全員が出て行っ

てしまうことを心配しているらしい。

そう感じたせいで、ビーチは、彼女か

ら目が離せなくなってしまったのだ。

その瞳に吸い込まれるように見入

り、ドアに向かうのを忘れているうち、

そのドアが、兵士たちといっしょに出

ていくＭＰによって閉じられた。そこ

で我に返ると、さっきまで１ダースほ

どいた兵士がビーチを含め三人だけに

なっていた。
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その中には、例のホモセクシャルの

兵士、ティム(？)・フォックスもいた。

「かれら」は「本物の男」より弱虫

にちがいないと思っていたビーチは―

―歴史的知識としては、テーベの神軍

(※)を知っているにもかかわらず――、

さっき以上の違和感を抱いた。

（※訳注 鉄壁の強さを誇った古代エジプトの軍隊 兵

士たちは同性愛で固く結束していたといわれる）

そんなビーチの疑念に反し、その男

‥‥というかなんというか‥‥は、何

の報酬も期待できないことが明白な作

戦に自ら志願し、すでに平然と腰掛け

てさえいるのだった。

もう一人の志願兵は、「カープ」と

いうあだ名でのみ知っているブロンド

の兵士だった。

その名は、コミック雑誌に出てくる

「ぶきっちょカープ」というキャラク

ターからつけられたものだ。彼は働き
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者で、いつもやる気満々で、そのくせ

何をやらせてもドジばかり踏むのだ。

ネームプレートを見ると「アンダーソ

ン」と書かれていたが、その姓で呼ば

れるのを聞いたことがなかった。

「けっこう」

将校は、笑顔でそう言った。

「もう一度座ってください。まず、諸

君の愛国心に感謝したいと思います。

さっきはああ言いましたが、この時点

で、諸君は、大統領自身から特別の認

証を与えられました。それは、諸君の

経歴に記載され、今後、昇級や、諸君

が特別の学校教育を望むような場合、

大いに役立つはずです。おめでとう」

そこで彼は、喜びの表現から口調を

転じ――とはいえ、いまだにやさしく

ソフトなしゃべり方ではあったが―

―、三人の前に座り、こうつづけた。

「しかしながら、ここで、もう一度だ
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け、選択の機会を持ちたいと思います。

今ならまだ、いっさいの懲罰も叱責も

なしに、しかも、今与えられた特典を

手にしたままで、この部屋を出て行く

ことができます。これから先、話は、

作戦の内容に触れることになります。

それを聞いたとたん、諸君には、最も

厳しいレベルの守秘義務が課されま

す。もし、諸君がその秘密を漏らした

としたら、軍の最も堅固な地下牢に閉

じこめられることになるでしょう。一

生、そこから出られないはずです。食

物は、壁に開いた穴から手渡され、さ

らに、その食物が連続して十日間手を

つけられないのを確認した時点で、看

守に対してその穴をふさぐように命令

が下ることになります。私は、けっし

て冗談を言っているのではありませ

ん。もし、そんなレベルの守秘義務を

果たすことができないというなら、今
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すぐ、ここを出ていってください」

その言葉に、志願兵は一人も立ち去

らなかったが、三人が三人とも、これ

まで以上に居心地悪そうな顔をしてい

た。けっして、心から納得したわけで

はないようだ。

ビーチについては、また、例の女性

の視線に惹きつけられたせいだった。

じつは、将校の話を聞きながら、ビー

チは「この鉄仮面め」と独り言をつぶ

やいていた。どうやら彼女はそれを見

ていて、しかもビーチの思いが伝わっ

たらしく、おかしそうに微笑み返して

きたのだ。

今度こそ疑う余地はなかった。彼女

は、まちがいなく微笑んだ。まちがい

なく‥‥ビーチに向かって。

その話がいくらひどいものだったと

しても、こんな微笑みを見せられては、

動くわけにいかないだろう。
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誰も立ち去らないことを確認した時

点で、将校はふたたびうれしそうな表

情に変わり、三人にそのまま座ってい

るようジェスチャーしながら、立ち上

がった。

「よろしい。じゃあ、私たちの身分を

明かしましょう。じつは、諸君の想像

どおり、私の今の立場は将校というこ

とになります。名はマーリンといいま

す。この作戦においては、外部の人間

にいっさいの情報を漏らしてはいけな

いし、それを類推させてもいけないこ

とになっています。ですから、さっき

は多少ウソをつきました。もともとの

階級は少佐ですが、この作戦遂行のた

めの特例措置として、大統領から『ふ

たつ星』(※訳注 少将クラスの階級章)と同等

の権限を与えられているのです。それ

は、政務長官や官僚たちに口をはさま

せないためです。私は大統領権限の代
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行者と見なされ、私の判断が大統領の

判断として扱われるわけです。さて、

ここにいる魅力的な相棒はコニー。コ

ンスタンス・マクリーンといいます。

彼女は、今後、諸君が受けることにな

る訓練のうち、ある課程の主任教官を

務めます」

マーリン少佐は、例の女性をそう紹

介したあと、その訓練の話に移った。

「これから１年前後、諸君には、作戦

遂行のために必要ないくつかの専門技

能の訓練を受けてもらうことになりま

す。じつは、この志願兵募集は、ここ

の連隊だけでなく、すでに他でも実施

済みです。志願者数はここがいちばん

多く、諸君が加わったことで予定人員

に達しました。いよいよ訓練基地に集

合して24時間の訓練が始まります。そ

こで諸君は、非武装戦闘訓練、つまり

素手で敵と戦って倒す訓練を受けま
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す。また、敵地からある物を盗み出す

ために、キーピッキング技術や警報解

除技術の訓練も受けます。しかし、そ

れ以上に重要な訓練があります。それ

は、ある種の変装技術を学び、完璧に

身につけるための課程です。この作戦

遂行のためには、たとえば諸君の親友

にさえ見破られない、まったく別人格

になる必要があるのです。じつは、こ

の訓練の成否こそが、今回の作戦のカ

ギを握っていると言えます。コニーは、

チームメンバーであると同時に、この

課程の責任者でもあります。この分野

での彼女の技術がどれほど優れたもの

かは、なにより、私自身が証明するで

しょう」

その言葉とともに、少佐は、例のレ

ンズの大きなサングラスと、かぶって

いたベレー帽をとってみせた。

その瞬間、三人の新人志願兵は、息



37/479

を呑んだ。

「少佐」の目は、この世のどんな女

性にも負けないほど美しかったのだ。

形よく高いアーチを描いてカットされ

た眉が、深いブルーの瞳とよく合い、

さらに、長くて濃いまつげと、パール

の入ったシャドーが、その印象を鮮烈

なものにしていた。

ベレー帽を脱いだ瞬間、音もなく降

りてきたブロンドのカールは、まるで

滝のように流れ落ち、その肩でバウン

ドした。

迷彩服は変わっていないのに、一瞬

にして、その姿は女性にしか見えなく

なった。

「この作戦を遂行するために、諸君に

も、女性として見られるための変身技

術を身につけてもらいます。先刻、小

柄で細身のメンバーを選んだのは、な

により、そのためだったのです。しか
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し、ただ単に女に見えればいいという

ことではありません。諸君には、美人

の女性になることが求められます。魅

力的で、まわりの注目を集めるような、

疑う余地もない美人に。なぜそんなこ

とが必要なのかは、今の段階ではまだ

話せませんが、これは、作戦遂行のた

めに、他のどの技能の修得よりも重要

なことです。同時に、この訓練のこと

は、最大の機密事項でもあります。諸

君は、今、それを知ってしまいました。

今後、もし諸君が、訓練の過程で合格

できずに脱落したような場合にも、残

ったメンバーが作戦を完了させるま

で、世間とは隔絶された場所に身柄を

拘束されることになります。この作戦

の標的となる人物に、このことを、ぜ

ったいに知られてはならないからで

す。アメリカ陸軍が女装のための訓練

をしているという情報が少しでも漏れ
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たとしたら、この作戦自体が台なしに

なり、即刻中止されます。残ったチー

ムメンバーの努力も、すべて水泡に帰

すわけです。‥‥他に、なにか質問

は？」

兵士たちは、あまりの驚きに言葉を

失っていた。しかし、正式な命令の最

後にいつもつけ加えられるその疑問文

に、いわば条件反射のようにうなずい

ていた。

あんぐりと口を開けたまま、それで

も、彼らはうなずいたのだ。

「よろしい」

少佐は、彼？‥‥の長い髪をまとめ

てベレー帽の中にしまい、サングラス

をかけ直しながら言った。

「さあ、出発しましょう。ヘリが待機

しています」
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chapter 2 Training?
‥‥訓練？

連隊の基地を発って以来、ずっとヘ

リの振動に揺られつづけ、ビーチは、

こんなに長距離を飛ぶなら、どうして

もっと速いタイプの航空機に乗り継が

ないのだろうと思った。

途中、給油のためにどこかに二度ほ

ど着陸したが、それ以外、十何時間も

飛びつづけていることで、少佐が言っ

た「この作戦には個人的苦痛が伴う」

という言葉が、けっして大げさではな

かったことを確信した。たぶん、これ

はまだ、序の口なのだろうが。

なによりつらいのは、ヘリの窓がす

べて黒く塗られていることだ。さすが

にパイロットには外が見えるのだろう

が、そのコックピットとの間にも仕切
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りが設けられ、乗員にはどこを飛んで

いるのかわからなくされている。

その上、室内の騒音がひどく、せっ

かく目の前に息を呑むような美人、ミ

ス・マクリーンがいるというのに、ち

ょっとした会話を楽しむことすらでき

ない。ただ、そこに座って、いろんな

意味でのがまんを強いられているの

だ。

やっとのことで目的地に到着し、ヘ

リを降りた時には、機外はすでに暗く

なっていた。そのせいで、森を切り開

いたような場所だという以外、周囲の

状況はよくわからなかった。ただ、ど

うやら、ビーチたちがいた基地よりず

っと標高の高い場所らしい。気温が低

かったし、それ以上に、山地でしか味

わえない澄んだ空気を感じたのだ。

アメリカ陸軍の予算の中で、装備費
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や施設費や燃料費や食費より、じつは

訓練費として計上されている額の方が

大きいことを知っている人は少ない。

そこには、兵士たちが軍務をまっとう

するために必要な、あらゆる分野のス

キルを教える設備や人材がそろってい

る。

この訓練基地にしても、そんな数多

くの一般訓練基地にまぎれ込ませるこ

とで、監査官の目をごまかしているに

ちがいなかった。

新参の志願兵たちは、彼らが暮らす

ことになる施設に案内され、今夜はよ

く睡眠をとるように言われた。

しかしそこで、彼らは、この基地に

関する最初の驚きに直面することにな

った。

ビーチにあてがわれたのは――これ

までのように１個小隊が共同生活する

兵舎ではなく――、なんと一人部屋だ
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った。しかも、エレガントな内装の個

人用バスルームまでついている。これ

も、兵舎のシャワー室や共同トイレな

どとは雲泥の差だ。

ベッドは天蓋つきで、そこから、た

くさんのフリルと繊細な飾りがほどこ

されたレースが垂れていた。クローゼ

ットは、ウォーク・インどころか、歩

きまわれるほど広い。さらに、それら

を総仕上げするとでもいうように、た

くさんの引き出しと照明つきの鏡台が

セットになった大きなドレッサーまで

あるのだ。

陸軍の服務規定では、野営地でもな

いかぎり、就寝前にシャワーを浴びる

ことが決められている。しかし、ビー

チの経験では、それが目を冴えさせ、

寝つきを悪くしてしまうこともしばし

ばだ。

先刻、よく睡眠をとるよう言われた
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ことを言い訳にして、汗くさいままの

軍服を早々に脱ぎバンツ一丁になった

ビーチは、そのまま、すべすべと肌触

りのよい夜具の間に体を滑り込ませ

た。

そして、瞬く間に眠りに落ちた。

ビーチ、フォックス、それにカープ

・アンダーソンが目覚めたのは、いつ

もよりかなり遅い時刻、つまり、すで

に太陽が昇ったあとだった。しかも、

その優雅なベッドで彼らを起こしたの

は、あのコンスタンス・マクリーンだ

った。

自分の名を呼ぶやさしい声に目を覚

ましたビーチは、声の主がコンスタン

スだったことにおどろき、同時に、そ

れが、初めて聞く彼女の声だというこ

とに気がついた。

彼女の言葉づかいは、聞き取りやす
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い典型的なアメリカ英語だったが、そ

こには、まるでエメラルド島の方言だ

とでもいうような、はずんだ調子があ

った。そう、こちらの心まではずんで

くるような。

そのコニーの声と姿に、思わず固く

なったのをごまかすため‥‥いや、ま

あ、言葉どおりの意味なのだが‥‥、

ビーチは、血気さかんなアメリカ兵と

いう感じの返事とともに勢いよく起き

あがった。そして、腰に毛布を巻きつ

けたまま、うなずいた。

彼女が出ていったところで、ビーチ

は、ベッドルームにつづくバスルーム

――というより、女性用のパウダール

ームという方が適切だが――に入っ

た。そこには、シャンプーやコンディ

ショナー、カミソリや脱毛剤などが置

かれ、それらすべてから、香水のよう

なフローラルな香りが立ち昇ってい
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た。

朝のシャワーを手早くすませ、シャ

ワースペースから出てきたところで、

ビーチは、下着を探してきょろきょろ

することになった。昨日は急な出発で、

替えの下着すら持ってきていなかった

から、さっき脱いだものをまた履かな

ければならないと思っていたのだが、

いつの間にかそれがなくなっているの

だ。

代わりにそこに置いてあったのは、

彼の目と同じエメラルドグリーンの女

性用パンティだった。その薄くてなめ

らかな生地でできた下着を手に取る

と、それは、陸軍の訓練であちこちに

タコのできた指の間を、まるで液体の

ようにすべった。

他に履くものもないので、しかたな

くそれに足を通し、その上から、やは

りそこに置かれていた白いローブを羽
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織った。それは一見ふつうのバスロー

ブに見えたが、着てみると、これまで

一度も着たことがないほど柔らかで、

毛足の長いものだった。

部屋のドアをノックする音に反射的

に近づいて開けると、廊下には、コン

スタンスとともに、同じローブを着た

フォックスとカープ・アンダーソンが

待っていた。

連れて行かれたのは、一脚の安楽イ

スとともに、あちこちにソファが点在

するリビングルームだった。そこには

すでに、やはり厚手の白いローブを着

た、ちょうど半ダースの男たちがいた。

他の連隊から来た連中だろう。

ビーチたちが加わり新兵が九人にな

ったところで、別のドアが開き、そこ

から例の少佐が現れた。

少なくとも、首から下はあの少佐に
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ちがいなかった。昨日と同じ、迷彩服

姿だ。ただ、サングラスはしておらず、

髪はほどかれ肩に垂らされている。

その顔を、新兵たちは、あんぐりと

口を開けたまま見つめた。

今朝の彼…？…の顔は、昨日はなか

ったチークや口紅まで塗られ、完璧に

メイクされていた。彼？…の髪は、き

れいにブラッシングされ、金の巻き毛

が、彼女…いや、彼？…の頬をやさし

く撫でていた。やはり金のきらきら光

るループイヤリングが…彼女？…の耳

で輝いて揺れていた。彼女…の首には、

幅広のチョーカー型ネックレスが巻か

れていた。

端的に一言で要約すれば‥‥彼女

は、美人だった。

そんな美しい顔を目の当たりにし

て、そして、それがじつは男なのだと

いうことを必死で心にとどめようとし
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ながら、ビーチは、あらためて、自分

がとんでもないところに来てしまった

のだという思いに駆られた。

男女兼用の迷彩服を着た、その絵に

描いたようなブロンド美人の口から、

ちょっと不釣り合いな大きな声が発せ

られたことで、やっとその姿が、昨日

の少佐と重なった。

「おはよう、諸‥‥いや、みなさん」

その口調は、昨日同様穏やかだった

が、今やそれすら、違和感があった。

「座ってください」

その言葉に全員が席に着くと、少佐

が話し始めた。

「さて、さっそく今日から、作戦のた

めの訓練を始めることにします。この

訓練プログラムは、大きく分けて三つ

の分野から成り立っています。女性化

訓練、非武装戦闘訓練、目標物窃取訓

練の三つです。これらのうち最も時間
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が割かれるのは、女性化の分野です。

しかし、今の私を見ればわかるように、

その成果はおどろくべきものとなるは

ずです」

と、そこで、新兵の一人がおずおず

と手を挙げた。

少佐は、それに「なんですか？」と

応えた。

「すみません、‥‥その‥‥少佐‥‥

殿。自分たちが、女になる訓練をしな

ければいけないという意味がもうひと

つのみこめないのですが。作戦に女が

必要なら、女性兵士だっているわけで

すし」

その言葉に、少佐は、ちょっとの間、

動きを止め、真っ赤な唇をすぼめるよ

うにした。そのあと、自分自身にひと

つうなずくと、こう言った。

「そうですね。もう少し作戦の背景を

話した方がよさそうですね。この話を
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口外したら、懲罰があるのはわかって

ますね？」

全員がうなずくのを確かめてから、

少佐は言葉を継いだ。

「今は名を明かせませんが、小国なが

ら戦略的に重要なある独裁国家があり

ます。その国の、とても正気とは言え

ない独裁者が、最近、地球上の全生物

を死に至らしめるほど凶悪な細菌兵器

を開発させたらしいのです。彼は、『ア

プレ・モア・ル・デリュージュ』(※訳

注 フランス語「わが亡き後に洪水よ来たれ」＝後は野

となれ山となれ)とばかりの宣言を出して、

もし自分の命が奪われたら、その細菌

を世界中にばらまくという脅しをかけ

てきています。私たちの作戦は、彼の

宮殿内に保管されたこの細菌の感染媒

体を、無害なにせ物とすり替えてしま

うというものです。しかも、彼が気が

つかないうちにことを進めなければな
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りません。もし気づかれれば、彼は、

ふたたび同じ細菌をつくらせるでしょ

うから。この独裁者‥‥そう、仮に『エ

ル・スプレモ』(※訳注 スペイン語「最高権力

者」)とでも呼ぶことにしましょう‥‥

このエル・スプレモの宮殿は、いわば

ハレムといったもので、彼自身が細菌

開発のために招へいした科学者や少数

の近衛兵以外、男の出入りが禁じられ

ています。男が侵入すれば、直ちに射

殺されます。そして、その狙撃を担当

するのが、彼をとりまく女たちなので

す。女たちは、そんな男を見つけ次第、

狙撃するように訓練されています。実

際、エル・スプレモは、これまで何人

も、宮殿内に侵入した男を犯罪者とし

て処刑したと公表しています。時には、

その犯罪者に手加減したという理由

で、女たちをも、死に値する重刑に処

しています。細菌が保管された研究所
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は、宮殿最奥の内殿に併設されている

のですが、その聖域まで近づくには、

女、しかもエル・スプレモのお眼鏡に

かなうような美人の女でなければなら

ないわけです」

少佐はそこで一息つき、さらにつづ

けた。

「ところが一方、その内殿自体には男

しか入れないのです。その中に入って

動きまわるには、成人男性、つまり性

的能力のある生物学上の男でなければ

なりません。じつは、これもまた、エ

ル・スプレモの異常性格の表れなので

すが、彼は、科学者や近衛兵が内殿に

出入りする際、男性であることを証明

するテストを課しているらしいので

す。具体的には、内殿までの通路の何

カ所かにチェックポイントを設け、そ

こを通るたびに、新鮮な生きている精

子の提出を義務づけている。彼は、こ
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の二重の防御網、つまり、男だとわか

れば殺され、女では中心部まで達する

ことができないというふたつのバリア

を設けることで、侵入を防げると考え

ているわけです。だからこそ、男とし

ての生殖能力を持つわれわれが、美人

の女性として疑われないだけの訓練を

する必要があるのです。わかりました

か？」

質問者があ然としながらもうなずく

のを確かめ、少佐の説明は、ふたたび

訓練の中身に戻った。

「よろしい。では、さっそく今から、

女性化訓練を始めることにします。ま

ず、各自、女性としての名前をつけて

ください。人から呼ばれた際、それを

自分の名として自然に反応するために

は、できるだけ本名に近い名前がいい

でしょう。今後、私たちは、お互いを

この女性名で呼びあうこととします。
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それぞれを三人称で話題にするような

場合も、かならず女性代名詞を使って

ください‥‥ね。もちろん、心の中で

思い浮かべるような時にも‥‥ね。無

意識の部分までを含めた認識は、外見

の女性化同様の効果を発揮すると思う

‥‥わ。いいえ、それが、外見の女性

化をも促進するはずよ。ところで、私

は、皆さんにマーリン少佐と自己紹介

しましたよね。私‥‥あたしの女名前

はマリリンというのよ。今後は、そう

呼んでね。じゃあ、15分以内に名前を

決めて、近くの人と自己紹介し合った

あと、あたしに報告してくださいね。

それが終わったら、各自、いったん自

分の部屋に戻って。そこに、最初のイ

ンストラクターが待っているはずよ」

話し終わったあとも、彼‥‥彼女は、

部屋を出て行くことなく、微笑みを浮

かべて、兵士‥‥いや、女の子たちの
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座るソファをまわっていた。名前を決

めるための会話を促しているのだ。

ビーチは、ふだん仲間から呼ばれて

いる愛称「サンディ」が、女性名とし

ても通用することに気づき、これをそ

のまま使うことにした。その方が、な

にかと楽だろう。

彼の最も近くに座っていたのは例の

「かれら」、つまり、ティムだかジム

だかの、フォックスだった。

そのことにまた居心地悪さを感じな

がらも、いちおう命令には従おうと、

彼に声を掛けた。

「ハロー、ぼ‥‥あたし、サンディ‥

‥よ」

ビーチは、少佐のやわらかなしゃべ

り方と声を真似てみた。

「僕‥‥い、いや、あ、あたしはジム

‥‥じゃなくて、ジェーミー‥‥より、

ジェイミの方が‥‥かわいい？」
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相手の新兵は、ちょっと口ごもりな

がらも、そう言った。

そこで、ビーチは初めてフォックス

の顔をまともに見た。その髪はごくあ

りふれた茶色だったが、目が大きく、

濃くて深みあるチョコレート色をして

いた。

気がつくと、ビーチは、無意識のう

ちに、「ジェイミ」ならうまく女性化

できるにちがいないと考えていた。「彼

女」なら、美人になれるだろうと。

そんな自分の思考におどろいたこと

で、今度は、他の人間から彼自身‥‥

いや、彼女自身がどう見えているかが

気になった。

どうせなら、少佐みたいになりたい。

ビーチは、知らず知らずのうちにそ

う思っていた。

とはいえ、兵隊の極端に短い髪で、

しかもメイクもなしで、お互いを男以
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外の存在だと思い込んで会話をつづけ

るのには無理があった。

少佐が新兵たちの間を一巡りしたと

きには、その自己紹介もほとんど終わ

っていた。予定の15分も要することな

く、それぞれが自分の部屋へと散って

いった。

部屋に戻ると、カジュアルな服装の

女性が一人、ビーチを待っていた。

今の時点ではなんの予備知識もなか

ったから、ビーチには彼女が何者なの

かわからなかった。ただ、もしかした

ら、この「女」も、女装した男なのか

もしれないと思った。

彼女は、デニムのミニスカートと、

ノースリーブのニットを着ていた。髪

の長さは、ミディアム。メイクは、先

刻の「マリリン」の魔法のようなもの

と比べればずっと地味だった。やはり、
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見かけどおり、若くて健康なふつうの

女性なのかもしれない。彼女の外見で

おかしな点を探すとすれば、カジュア

ルな服装にはフォーマルすぎる、ヒー

ルの高いパンプスを履いていることく

らいだ。

彼女の声は女性としては低かった

が、だからといって、男性だと疑う種

のものではない。しゃべり方も軍隊流

の命令口調ではない。ただ、親切に教

えてくれるという手のものでもなかっ

た。

「着ているものを全部脱いで、シャワ

ーのところに行ってくれる？ まず、

体中の脱毛から始めるから」

その言葉に、ビーチは一瞬体を固く

した。おそらくは、彼がこれから経験

することになる変身の第一歩に過ぎな

いのだろうが、なにより女性の前で全

裸になるということに大きな抵抗があ
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った。

しかし、彼女があまりに平然とした

顔をしているので、ごねるのはかえっ

て恥ずかしい気がして、ビーチはそれ

に従った。

「私はキャシー。あなたのボディトレ

ーニングを担当することになってる

の。あっ、女性化分野のね。武道の方

は、また、別のインストラクターがい

るわ。じゃあ、最初の課題は、脱毛ね。

シャワースペースに、脚を開いて立っ

て。腕も、肩の高さに上げて」

今度は、明らかに命令だった。

「キャシー」の階級はよくわからな

かったが、どうやらここでは、階級に

関係なく命令が出されるらしい。そう

考え、ビーチは言われたとおりにした。

しかし、キャシーが、自らの手に泡

状のクリームを取り、それをビーチの

体に塗り始めた時には、思わず飛び退
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きそうになった。

彼は今朝、その容器を見ていたから、

それが脱毛のための薬剤だということ

はわかっていた。それにしても、それ

が、こんなに早く、しかも全身に使わ

れることになるとは想像していなかっ

た。

キャシーは、そのクリームを、ビー

チの頬から下の肌すべてに、すみから

すみまで塗っていった。

「すべてに」そして「すみからすみ

まで」‥‥健康な若い男であるビーチ

の肉体は当然、彼女の――けっしてそ

の手の意味ではない――サービスに

も、敏感に反応していた。

もっとも、キャシーにしてみれば、

そのおかげで、ビーチの体のうち、最

も塗りにくい部分の体毛にも、容易に

手が届いたわけだが。

最後にそこを塗りながら、キャシー
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はほほ笑みかけてきたが、もちろんそ

れも、職業的な笑顔にすぎなかった。

「ふふ、気にしなくていいわよ。もし、

あなたがなんの反応もしなかったとし

たら、その方がずっとショックなんだ

から。それに、もしこうならなかった

ら、その時点で、あなたを不合格にす

るようにって言われてるの。何分かし

たら流すから、それまでそのまま‥‥

立ってて」

彼女は、その自分の表現に、もう一

度くすっと笑い、シャワースペースか

ら去って行った。

果てしないと思えるほどの時間、ビ

ーチはそこに立っていた。その間、ク

リームが塗られた肌に最初のムズムズ

がやってきて、次にそれがかゆみに代

わり、やがて、まるで酸が皮膚を浸食

していくようなヒリヒリする感覚が襲

ってきた。
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それは、彼に、少佐が言った「個人

的苦痛」という警告を思い出させつづ

けた。

さらに永遠とも感じる時間が過ぎ、

やっとキャシーが戻ってきて、クリー

ムを残さず洗い流せと言った。

たとえ、高山の冠雪が一挙に溶けて

降り注いできたのだとしても、彼はそ

れを喜んで受けただろう。

体を流し、シャワースペースを出る

と、キャシーは、さっきとは別の甘い

香りのするローションを手渡し、手の

届くところはすべてすり込めと言っ

た。

その言葉に、ビーチは、さっきのよ

うに彼女の手でローションマッサージ

をしてもらうのは無理なことを悟っ

た。しかし、いったんはそれを期待し

たせいで、彼の体の一部がまた反応し、

そのあと、戸惑ったように揺れた。



64/479

キャシーには、そんな彼の心の動き

が――まるでCNNの実況中継でも見る

ように――読み取れたらしく、大きな

声で笑った。

「サンディ、わかってる？ これから

はあなたが、男をそんなふうにさせる

側になるのよ。ふふ‥‥さあ、じゃあ、

服を着ましょ。といっても、私が担当

する範囲の衣服って意味だけど。とこ

ろで、今みたいな思いは、もう二度と

しなくていいそうよ。さっきの脱毛ク

リームは、この作戦のために新しく開

発された特製品らしいの。次に中和剤

をつけるまで、発毛を強力に抑制する

んだって。いいわね。あなたたちのた

めに、陸軍は、むだ毛の心配までして

くれるってわけね」

その言葉にショックを受けながら、

キャシーに促されてバスルームを出て
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くると、広いベッドルームのコーナー

テーブルに、たくさんの包みが置かれ

ていた。

さらに、天井からブランコのような

ものが垂れ下がっていた。といっても、

座るには細すぎるし、位置が高すぎる。

たぶん、懸垂かなにかに使うのだろ

う。陸軍は、腕立て伏せ同様、懸垂を

愛している。

ビーチがそう思っていると、案の定、

キャシーが「そのバーにつかまって」

と言った。

つま先立ちは必要だったが、それだ

けで手が届いたから、バーに飛びつく

必要はなかった。

そこでさっそく、ビーチが懸垂を始

めようとすると、キャシーがあわてて

止めた。

「ちがうわよ。体の寸法を測る間、そ

うしててほしいだけ」
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そう言ってメジャーを取り出した彼

女は、それをビーチの腋の下から膝の

あたりまで十ヵ所ほどにあて、次々に

計測していった。胴回りや腿まわり、

背中の丈や股下、その他あちこちを。

測定が終わると、彼女は、テーブル

の上をがさごそやり、そこからひとつ

の包みを取り上げた。

「あなたのサイズに合わせた特注品が

届くまで、とりあえず、これで間に合

うわね」

「これ？」

バーから手を離しながらそうきいた

ところで、彼女が包みから取り出した

ものが目に入り、ビーチは思わず後ず

さった。

「やだよ‥‥そんなの！」

ビーチは叫んでいた。

「これを受け入れるか、それとも、残

りの人生のほとんどを営倉で送るか。



67/479

ふたつにひとつなのよ」

彼女はそう警告してきた。

「さあ、もう一回、そのバーにつかま

って」

まるで以前噛みつかれたことのある

蛇のようなそのアイテムを横目で見な

がら、ビーチはしぶしぶ従った。

そのアイテムとは、コルセット‥‥

黒いふちどりの入った濃いピンクのコ

ルセットだった。

見ていると、キャシーはまず、その

ひもを何インチかずつ緩め、それから、

前側についたホックをはずしていっ

た。

そのあと、彼の体に巻きつけ、ホッ

クをとめた。

つま先立ちしながらバーにぶら下が

ったビーチは、それが、思ったほど苦

しいものでなかったことに、ほっとし

た。体にぴったりと張りついてはいた
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が、さほどきつくないのだ。

ところがそこで、後ろにまわったキ

ャシーがひもを絞り始めた。

絞って、絞って、さらに絞って‥‥。

すぐにビーチは息も絶え絶えにあえ

ぎ始めていた。それでもキャシーは、

いまやピンと張りつめているひもを、

さらに力いっぱい引っ張った。

やっとのことで彼女は許してくれ、

「ま、こんなもんかな。手を下ろして

いいわよ」と言った。

その方が呼吸が楽になるにちがいな

いと思いながら、ビーチはバーから手

を離した。ところが実際は、コルセッ

トをさらにきつく感じさせることにし

かならなかった。

コルセットは、これまで隊の軍曹に

たたき込まれた経験以上に、ビーチに

背筋を伸ばすことを強制していた。

彼は、その新しい牢獄の限界を知ろ
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うと、体をねじろうとしたり、曲げよ

うとしたり、いろいろ試みたが、結局、

そのたびに息がつまって動きがとれな

くなるだけだった。

これなら、営倉の方がましにちがい

ないと、ビーチは感じた。

「そのストラップを、パンティの下に

通して」

キャシーは、次にそう言った。

‥‥パンティ？ それが、軍隊で使

う言葉か？

そうは思ったが、たしかに今ビーチ

が履いているのは、それ以外に呼びよ

うのないしろものだ。

コルセットからは、４本のストラッ

プが垂れ下がっていた。彼が、苦労し

ながら、パンティの薄い生地の下にそ

れらを通し終わると、キャシーは、次

の箱を取り上げた。

そこから引っ張り出されたのは、ス
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トッキングだった。色は黒だが極薄で、

生地が二重になった履き口からつま先

に向かい、真っ直ぐにシームが入って

いる。

キャシーは、ビーチがその履き方を

知っているものとして、なんの説明も

なく手渡した。

もちろん、ビーチは靴下の履き方く

らい知っていた。一般的な意味でなら。

でも、こんな場合の特別なやり方はわ

かっていなかった。

結局、ビーチが手こずっているのを

見て、キャシーは、それをくるくると

たぐって小さな輪にし、彼の足先に通

して、毛がなくすべすべになった脚に

沿って注意深く引き上げてくれた。

ガーターをとめる位置を教えてもら

って固定すると、コルセットに引っ張

り上げられたストッキングが、脚の肌

に張りついた。
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「オーケー」

キャシーがてきぱきと言った。

「あと、私担当のアイテムはひとつ。

これをこなすには、ちょっと訓練が必

要ね」

その最後のアイテムは、実際にはふ

たつあった。１足の黒いハイヒールだ

ったのだ。

ヒールの高さを判断する基準など持

ち合わせていなかったが、ビーチには、

それは十分に高いものに見えた。

形はパンプスというのだろうが、後

ろの部分に、足首でとめるらしいスト

ラップがついている。

彼は体を折り曲げてその靴を履こう

としたが、コルセットは、それを断固

拒絶した。

「コルセットの扱いにもう少し慣れる

まで、とても履けそうにないわね」

キャシーは、そう見極めて言った。
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「私が履かせてあげるわ」

おそらく、ビーチの履歴ファイルに

記載された足のサイズに合わせて用意

されたのだろう。その靴は、おどろく

ほどぴったりだった。

そう、それは悲惨なくらいぴったり

だった。

つま先には一分の隙もなく、指が密

着した。その指のつけ根から、まるで

裏返しにするとでもいうように、強制

的に足の裏が持ち上げられる。とはい

え、その足裏と靴底の丈も合っている

ようで、かかともすき間なくおさまっ

た。

足が入るとすぐ、キャシーは後ろに

まわり、アンクルストラップをとめて

くれた。

「ちょっと、歩いてみて」

その言葉に従い、ビーチは一歩踏み

出したのだが、歩幅が大きすぎたらし
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く、転びそうになってしまった。

キャシーはすかさずいくつかのポイ

ントを教えてくれた。その教え方がよ

かったのか、おどろくほど短時間で、

彼は部屋の中を歩きまわれるようにな

っていた。もちろんまだ、優雅という

にはほど遠かったが、もうぐらつくよ

うなことはなくなった。

さらに少し練習するうち、不自然な

感じも消えていった。それは、キャシ

ーの指示に素直に従ったからだ。腰を

振るようにして歩くこと。つま先から

下ろすようにすること。一直線上を歩

くつもりで足を出すこと。

しかし、女性らしく品の良い歩き方

がもう少しで完成するというところ

で、ビーチはがまんできなくなり、弱

音を吐いた。

「もう、足が痛くて死にそうだ」

「なに言ってるの。そのヒール、たっ
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た３インチ(約7.5センチ)しかないの

よ。私が今履いてるのは４インチ以上

あるわ。しかも、私のが足は小さいか

ら、そのぶん傾斜も急だしね。だいじ

ょうぶ。この訓練が終わる頃には、あ

なたは、今の倍のヒールでダンスを踊

れるようになってるはずよ。でも、ま

あ、今日のところは、これくらいにし

ときましょうか。さあ、これを羽織っ

て」

そう言って、彼女は、さっきまでの

白いバスローブとは別のローブを渡し

てよこした。あれより、ずいぶん丈が

短い。

今度のローブは、彼の目の色と（つ

まり、パンティの色とも）同じ明るい

エメラルドグリーンだった。薄くてシ

ルキーなその生地は、実際には不透明

なのだか、瞬間瞬間のちょっとした動

きにも体の線が浮き出し、まるで透け
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ているように見えた。

さらに、ちょっとした動きの瞬間に

もすそが持ち上がり、下に履いた同じ

色のパンティが顔をのぞかせた。それ

ほど短いのだ。

「あっ、そろそろ食事の時間ね。腹が

減っては戦はできぬ、ってね」

彼女は自分の言ったことにおかしそ

うに笑い、部屋を出たので、ビーチも、

あわててそのあとを追った。
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chapter 3 Trans what?
‥‥変身？ 変心？

廊下に出て、ビーチはキャシーの後

に従って歩いた。

彼女が、そのそびえるようなヒール

の足をなめらかに進めるのを見ること

で、ビーチには、さっき彼女が教えて

くれたあれこれの意味が、腑に落ちた

気がした。

そのおかげで、自分の高いスパイク

の扱い方もわかり、もうさほど苦では

なくなっていた。ことに、その細いヒ

ールに、どれくらいの割合で体重をか

ければいいのかが理解でき、自信さえ

ついた。

とはいえ、しゃれた感じの食堂にた

どり着いた頃には、彼はだいぶ遅れて

しまっていた。多少のバランス感覚や
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スキルが身についたからと言っても、

靴の中の慣れない圧迫から来る痛みの

方が勝ったのだ。

部屋の中では、マリリンとコンスタ

ンスが、先に到着していた何人かの新

兵たちを見てまわっていた。彼らは、

みんな同じデザインのローブを着せら

れていたが、色はそれぞれにちがった。

ただちがうというだけでなく、どうや

ら、各人の髪や目の色が考慮され、そ

れに似合う色が選ばれているようだ。

少佐は今や――少なくとも外見上は

――完璧にマリリンと呼ぶのにふさわ

しい存在に変わっていた。美しい顔や

輝く髪が、ショートローブによく映え

ている。‥‥そう、ローブにしても、

ハイヒールにしても、また、細いシー

ムの入ったストッキングにしても、彼

女は(そしてコンスタンスも)、訓練生

たちと同様のものを身につけているの
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だ

微笑みを浮かべて歩くそんなマリリ

ンの姿は、その仕草とも相まって、誰

の目からも、コンスタンスと変わらな

い女らしいものに映っていた。

部屋の中を眺めたビーチは、自分が、

少なくとも他の新兵たちより、ハイヒ

ールをうまく履きこなしているのに気

づき、なんだかうれしい気持ちになっ

た。

なんの苦もなく部屋の中央まで歩を

進めると、彼は、同じ連隊から来た他

のメンバーを探した。

と、ちょうどそこへジェイミ・フォ

ックスが入ってきた。ビーチほど自然

な感じではないにしても、彼‥‥彼女

もまた、このハイヒールのスキルをそ

れなりに身につけたようだ。

見まわすと、新兵たちはほぼそろっ

たらしいのに、同じ連隊から来たもう
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一人、カープ・アンダーソン(そうい

えば、やつの女性名はなんていうんだ

っけ？)の姿が見えない。

どうやら、マリリンも訓練生たちの

数を数えていたらしい。コンスタンス

に耳打ちし、見に行かせたようだ。

しばらくすると、コンスタンスは、

カープと彼のインストラクターを伴っ

て戻ってきた‥‥というより、二人が

かりでその新兵の両脇を抱え、運んで

きたという感じだった。

もちろん、カープ自身も自分で歩こ

うとはしているのだが、踏み出す一歩

ごとに、足首をくじきそうになったり、

ヒールを滑らせたり、とがった靴先を

カーペットの下に突っ込んだりした。

部屋の中央まで来て、ついに二人が

その手を離したときには、危うく転び

そうになり、あわててイスの背もたれ

にしがみついた。
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まさしく、「ぶきっちょカープ」そ

のものだった。

「まあ、いいわ。それじゃあ‥‥」と

マリリンが言った。

「それぞれ食事を取って、席について」

朝昼兼用のブランチらしいこの食事

は、ビュッフェ形式になっているよう

で、さまざまな肉料理や、パン、果物、

野菜が、カウンターの上にずらりと並

べられていた。その向こうの調理場で

は、卵料理の注文を受けるらしいコッ

クも立っている。

ビーチは、健康な若い男としていつ

も摂っている朝食分の料理をトレイに

のせ、そこにさらに、昼食分としてサ

ンドイッチをつけ加えた。よく考えて

みると昨日の昼から何も食べていな

い。不思議と空腹感はないのだが‥‥。

関心が食べ物に向いたせいだろう。

今しがた歩き方を学んだばかりの新兵
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たちの集中力は、ふたたびくずれてし

まったようだ。みんな、よたつきなが

ら動いていた。

そんな中、ビーチだけは、ことさら

靴に注意を向けなくても、歩調を乱す

ことがなかった。

マリリンは、そんな集団の動きを、

それとなく観察していたらしい。真っ

先に料理を取り終え、向き直ったビー

チと目が合った。そのマリリンの視線

の中に、称賛が込められているのを感

じ、ビーチは微笑み返していた。する

とそこで、マリリンが、同じテーブル

に来るように手招きした。

ビーチは、戸惑いながらも、彼らの

席に近づき、その隣にトレイを置いた。

「よろしいですか、少‥‥あ、いえ‥

‥マーム(※)」

(※訳注 “ma'am”目上の女性に呼びかける際の敬称

女性士官にも、通常これが使われる)
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その呼びかけに、マリリンは一瞬、

眉をひそめたが、すぐに表情を戻した。

新しい環境に慣れるためには時間が必

要だということを、彼女はよくわかっ

ていた。

「座って」

ビーチにとって、その言葉は、命令

以外の何ものでもなかった。と‥‥。

「サンディ、それはやめてね」

「はい、マーム」

「だから、それよ。私のことは、マリ

リンって呼んでって言ったでしょ」

少佐は、そう要求してきた。

「作戦の間、私たちは、軍人じゃなく、

女どうしの友達に見せなきゃいけない

んだから」

「は、はい、マーム‥‥いえ‥‥その、

マリリン」

ビーチは、居心地悪さを感じながら

答えた。
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と、そこでまた、マリリンが顔をし

かめ、その美しい容貌を台なしにした。

今度はビーチでなく、カウンターの前

で格闘するカープの姿が目にとまった

らしい。カープは、両手でカウンター

にしがみつくようにしながら、そこに

置いたトレイをかろうじて前に押し進

めていた。

そんな少佐の表情に気づき、ビーチ

は思わずため息をついた。

「どうかしたの？」

コンスタンスがきいてきた。

「もう、カープのやつ‥‥あ、その‥

‥アンダーソンのことです」

「カープ？」

今度はマリリンが聞き返した。

「いえ‥‥その‥‥やつのあだ名なん

です。ぶきっちょカープって、漫画に

出てくるキャラクターなんです。やつ

は何につけてもがさつだから、ちゃん
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とできるかどうか心配で‥‥」

「ふむ、そんな話は、できれば基地を

発つ前に聞いておきたかったものだ」

少佐の顔は、すでに苦虫をかみつぶ

したようになっていた。それは、彼女

の‥‥いや、彼の司令官としての顔だ

った。

と、コンスタンスがそれを見とがめ

た。

「ねえ、マリリン。そんな顔はだめだ

って言ったでしょ。そういう時は、口

をとがらすようにするの」

その言葉に、マリリンの顔の緊張が

解け、「彼女」の同席者に対し、恥ず

かしそうに苦笑した。どうやら、これ

まで何度も、同じことを注意されてき

たようだ。

そこで彼女は、不満そうではあって

も、さっきよりはずっと女らしい表情

に変えてみせた。実際に、可憐な口を
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すぼめ、とがらせたのだ。

「ここへ来る前にわかってれば、連れ

てこなかったのにって思っただけよ」

彼女は、さっきの不平を言い直した。

「そうね」

コンスタンスは、それに同意してか

らつづけた。

「でも、あの場では無理だったわ。時

間も限られてたし」

マリリンもそれにうなずいた。そし

て、腹を立てている象のそばではじっ

としているのが得策だと思っていたビ

ーチの方に顔を向けた。

「あなたの連隊から来た人について、

他に、知っておくべきことはある？」

その言葉に、ビーチは動揺した。

フォックスのことを、言うべきかど

うか迷ったのだ。

命令には従うべきだろうが、そうす

れば、仲間のことを密告するようなこ
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とになってしまう。

しかし、結局、マリリンの言葉を正

式な命令――あるいは、少なくとも正

当な質問――だと判断し、ビーチは口

を開いた。

「マーム」

その権威が表に現れている今のよう

な場合、とても「マリリン」と呼べる

ものではない。

「連隊の中の噂では、‥‥その‥‥ジ

ェイミ‥‥フォックスは‥‥、その、

つまり‥‥ホモセクシャルだと」

「なんだと？ 本当か？」

少佐としての直截さが、また、女性

らしい雰囲気を打ち負かした。

「あの‥‥、正確なことは‥‥知りま

せんが‥‥、マ‥‥マーム」

思わず立ち上がりそうになったとこ

ろで、少佐は、あやうく落ち着きを取

り戻したようだ。
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その顔の緊張が急速に解け、一瞬後

には、ふたたび口をとがらすような表

情に戻っていた。もし、ビーチがビク

ついていなかったのなら、それはこの

上なく魅力的な顔に見えただろう。

「まあ‥‥」

マリリンは、何か考えるようにして

言った。

「あたしたちがしようとしていること

から見れば、それは、むしろ歓迎すべ

き資質かもしれない‥‥わね。それよ

りも、問題は、ドナの方か」

ドナ‥‥そう、ドナだった。

カープの女性名を思い出しながら、

ビーチは、そのカープに対する死の宣

告にも聞こえる少佐の言葉に、さらな

るおびえを抱いていた。自分自身は、

どうやらこの１日目の最初の課題を、

訓練生中トップでパスできたようだ

が、だからこそ、よけいに恐ろしかっ
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た。

だいたい一兵卒が、将校、それも、

大統領から全権を委任されているよう

な将校と、ひとつテーブルでおしゃべ

りするなど、手榴弾でお手玉している

ようなものだ。何気なく言ったひとこ

とが、思わぬ結果を招いたり、少佐の

早急な決断を呼んだりするのだろう。

そう考えながら別のテーブルに目を

やると、ジェイミが、なにも気にかけ

ていない様子で――まあ、初めて経験

するコルセットとヒールの慣れない感

覚は別にしてという話だが――ブラン

チを食べていた。

ビーチは、この数分の間に、自分が、

同じ連隊から来た二人の仲間を窮地に

立たせてしまったのではないかと心配

になった。と同時に、誰かの何気ない

ひとことで、自分自身がそんな目にあ

うのではないかと不安になった。
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ブランチの時間もそろそろ終わりだ

った。

ビーチは、自分の皿が半分もかたづ

かないうちに、料理を取りすぎたこと

を後悔していた。

これもまた、大きな失敗だ。陸軍は、

兵士たちにしっかり食べるように言う

が、一方で、食物をムダにしないよう

にとも教えている。

しかし、そのコルセットは、ビーチ

に、これ以上食べることを許してくれ

そうになかった。

少佐とコンスタンスをそっとうかが

うと、彼らはそもそも少ししか取って

いなかったらしく、皿は空になってい

た。

心配になったビーチは、他のテーブ

ルを見まわし、新兵のほとんどが自分

と同じ失敗を犯していることを確認し
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て、ちょっと安心した。

と、そこで、マリリンが立ち上がっ

た。

そのとたん、食堂内は大混乱に陥っ

た。

マリリンに合わせて立ち上がろうと

した訓練生たちが、転びかかったり、

よたついたりしたのだ。ほとんどの者

が、ハイヒールに対する気配りを忘れ

ていたからだった。中でも、気の毒な

カープは、必至になってテーブルにし

がみついていた。

と、そこへ、新たなインストラクタ

ーたちが入ってきて、それぞれ担当ら

しい新兵に近づき、エスコートした。

ビーチのところに来たのは、彼がこ

れまで会った女性の中でも最高クラス

の美人だった。まあ、マリリンだって

そう言えるわけだが。
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彼女に従って廊下を歩きながら、ビ

ーチは思わず口をとがらせた。

彼女がぺちゃんこの靴を履いていた

からだ。楽そうに歩く彼女のことがう

らやましかった。

もっとも、彼自身のヒップは、一歩

ことに優雅なスイングを身につけ、そ

の新しい装いにますます順応して揺れ

ていた。

と、前を行くその女性が肩越しに振

り返り、美しい笑顔を向けてきた。

「私はカレン。メイクとヘアの担当よ」

他にききたいことはいっぱいあった

のだが、ビーチはそこで、ふと思いつ

いた冗談のような疑問を口にした。

「もしかして、インストラクターの名

前は、全部Ｋで始まるとか‥‥？」

と、彼女はなんと、笑ってうなずい

た。

「そうよ。あなた担当のインストラク
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ターはね。ここでは、誰も本名は使わ

ないことになってるの。あなたの本名

だって、私は知らないわ。最初の趣旨

説明で新しい名前をつけるまで、あな

たたちは、マリリンとコンスタンスと

しか顔を合わせてないでしょ。私たち

は、与えられた任務以外のこと、たと

えば、お互いの身許だとか、あなたた

ちの作戦の中身だとかについて詮索す

ることを禁止されてるの。だから、知

りたくもないわ」

そう言われてしまえば、次の質問は

限られてしまう。ビーチは、この訓練

に関するすべての疑問を保留し、髪の

毛に手をやりながらきいた。

「で、ヘアの訓練って、どんなことを

するの？」

「すぐにわかるわ」

彼女は笑いながら答えた。

結局、疑問は何も解決しなかったわ
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けだ。

部屋に戻ると、カレンは、ビーチを

鏡台の前に座らせた。

「ただきれいになるというだけじゃな

く、それ以前に男っぽさを隠さなきゃ

いけないわけだから、その特別なスキ

ルも含めて、メイクについては身につ

けなきゃいけないことがたくさんある

わ。よく見ててね。これから私は、あ

なたの顔の片側だけをメイクしていく

から。もう片側は、それを真似て、あ

なた自身でやってほしいの。夕食の前

に、左右の顔を見くらべて、チェック

するそうよ。マリリンが見て、どっち

をあなたがやって、どっちを私がやっ

たかわからないようなら、合格ってわ

けね」

そんな説明を皮切りに、長時間の、

かつ子細にわたるメイクのレクチャー
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が始まった。

おそらくビーチは、先刻、訓練生の

中でただ一人合格点をもらえたらしい

ことで、ちょっとやる気が出ていたの

だろう。

そして、おそらくビーチには、もと

もと、色とか形とかいうことに関して

秀でたセンスがあったのだろう。カレ

ンが施し、仕上げていくメイクの過程

を、器用になぞってみせた。

彼がその作業を終えたとき、顔の左

右は、どちらがどちらをやったのかわ

からないほどになっていた。

男にしてはちょっと線が細いという

程度だったビーチの顔は、今や完全に、

若くて、魅力的で、かわいい女の子へ

と変身していた。

「うん、悪くないわね」

カレンも、それを認めてくれた。

「じゃあ、次の課程に移りましょ。そ



95/479

の髪、伸びるとどんな色になるの？」

「黒です」

ビーチがそう答えると、カレンはさ

らにきいた。

「まったくの黒？ それとも、ブルー

ブラック？」

「うーん、そうじゃなくて、ブルネッ

ト‥‥かな。光が当たると、茶色‥‥

っていうか、赤っぽく見えるような‥

‥。前に長髪にしてた時は、そんな感

じでした」

「へえ、長髪って、どのくらい？」

「肩に掛かるくらい。高校の時ですけ

ど」

ビーチは、水平に掲げた手を鎖骨の

あたりに当てながら答えた。

「それはいいわね。ヘアケアの知識は

それなりにあるってわけね」

カレンはそう笑いかけ、床に置かれ

た背の高い箱の中から、ひとつを選ん
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だ。

「たぶん、これがちょうどいいと思う

んだけど」

そう言いながら、箱から取り出した

毛の束はちょっと赤みがかった黒髪

だ。

そのウィッグのつけ方をレクチャー

する前に、まず合わせてみようと思っ

たのだろう。カレンは、それをかぶせ

る段階から、ビーチの体を自分の方に

向かせていた。その結果、メイクし長

い髪をしたビーチ‥‥「サンディ」の

姿を初めて見るのは、彼女ということ

になった。

その彼女自身も、ウィッグの形を整

える作業に集中していたので、その間、

そこで何が起きているのか気づいてい

なかった。

そして、メイクとマッチしているか

どうかを確かめようと一歩退いたとこ
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ろで、やっと、その全体像を見た。

カレンは、息を呑んだ。

「‥‥ん？ どうかしたんですか？」

「サンディ」が尋ねた。

「‥‥え？ い、いえ、なんでも‥‥」

カレンは、つぶやくように言った。

「‥‥っていうか‥‥」

そのあ然としたような表情に首をか

しげながら、サンディは、自ら鏡を見

ようと向きを変えた。

そして「彼女」は、彼女のインスト

ラクター以上に息を呑んだ。

若くて美しい一人のレディが、鏡の

向こうからこちらを見ていた。

プロ級とも言える完璧なメイクがほ

どこされているにもかかわらず、それ

は、彼女のもともとの美しさに、ほん

の少しアクセントを加えただけという

ように見えた。つややかな黒髪の先が、

か細いウエストあたりで、軽やかに揺
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れていた。

その姿は、先刻までの、コルセット

を着けヒールを履いただけの男とは明

らかにちがっていたし、女に見せるた

めに必死の努力を払っている女装者と

いうようなものですらなかった。

そこにいるのは、女らしさの最良の

結晶、純粋でどこにも欠点が見当たら

ないと言える存在だった。そう、ちょ

うど、少女から女へと変わる門口に立

ち、その不安と期待にふるえている娘

という、そんな感じなのだ。

成人男性の相当数が、思春期の頃、

一度またはそれ以上、秘かに女ものの

――たいていの場合、母または姉の―

―服を着てみたことがあるという統計

を、ビーチは知らない。もちろん、彼

自身、そんな経験も、そんな欲望も、

持ったことはなかった。
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だから、この初めての経験によって

自分の中に突然湧き起こった昂ぶり

を、もっぱら、与えられた課題を予想

以上にうまくやり遂げたことへの感動

としてとらえていた。けっして、エロ

ティックな衝動とは結びつけていなか

った。

事実、彼はここまで――あのキャシ

ーの「サービス」には反応したものの

――、女装という行為そのものに、性

的興奮を感じていたわけではない。

しかし今、彼の身につけているもの

によって引き起こされたふたつの衝動

が、彼の中で、ぶつかり合い、せめぎ

合い、洪水となって荒れ狂っていた。

鏡の中の女らしい女性は、男である

彼を確実に興奮させていた。その結果、

彼は、最も女らしくないうなり声すら

あげていた。

しかし一方、その心の中に、プライ



100/479

ドのようなものが芽生え始めてもい

た。仕事上の成果に対するプライドで

はなく、「彼女自身」の美しさに対す

るプライドが。

男の自負心が、人を圧倒するような

大きさや強さによってもたらされると

するなら、女のそれは、人から注目を

集める魅力的な存在であることによっ

て育つ。

サンディは今、自分自身の美しさに

気づき、これからもずっと美しいまま

でいたいと思っていた。このまま、き

れいでかわいい女性でいつづけたいと

感じていた。

それは、これまで一度も抱いたこと

のない感覚だった。

男としてのビーチは、鏡の中の姿に、

欲情をかき立てられ、力ずくで押し倒

したいような願望を抱いていた。

一方、女としてのサンディは、鏡の
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中の姿に、自分が美しい宝石であるか

のように感じ、やさしく大切に守られ

たいと願っていた。

そして、サンディの側が、心と体の

制御権を握った。

サンディは、かつて髪を伸ばしてい

た時のことを思い出し、頭を軽く左右

に振って、髪が頬をなでる感触や、肩

の上でバウンドする感覚を楽しんでい

た。

さらに彼女は、ゆっくりと唇をすぼ

め、鏡に向かってそっとキスするそぶ

りさえした。

と、そこに、背後からカレンの笑い

声が割って入り、サンディは、ふわふ

わ浮かぶような気分から、いきなり地

上に引き戻された。

「お嬢さん、気をつけなきゃだめよ。

街でそんな顔したら、身のほども知ら

ない男の子たちが、ぞろぞろついてく
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るわよ」

きれいなインストラクターは、そう

言ってさらに笑った。

その言葉におたおたし、サンディは

頬を赤らめていた。

ところが、そんな恥じらいがまた、

鏡の中の彼女の印象をさらに魅惑的に

見せた。それはもう、訓練による技能

の修得などということを超えたものだ

ろう。

そんな鏡の中の顔を見ている時、サ

ンディは、自分の体の中で、さし迫っ

た事態が進行しているのに気がつい

た。がまんできなくなって、パンティ

とローブを濡らしてしまう前に、解決

しておかなければいけない。

「いいわ。立って」

カレンが命令した。

「あと少ししたら、リビングに戻りま

しょ。でも、その前に、行っとかなき
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ゃいけない所があるんでしょ」

サンディはまた恥ずかしそうにうな

ずき、バスルームへと向かった。一歩

ごとに、肩のあたりでさざ波のように

揺れる黒髪が、コルセットとハイヒー

ルに対する違和感を忘れさせていっ

た。

バスルームで、サンディは、キャシ

ーがコルセットのストラップをパンテ

ィの下に通すように言った意味がわか

り、彼女に感謝することになった。お

かげで、さほどの苦労もなくすべきこ

とをすませ、チームに合流するため、

カレンとともに部屋を出た。

リビングルームに着くと、すでにそ

こにはマリリンがいた。寄り添ったコ

ンスタンスが、さらに額を寄せるよう

にしてなにか話している。それを見な

がらサンディは、このエレガントで女
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らしい名前が、美しい少佐に従い、い

つまでもそばに居つづける(※)誓いと

してつけられたにちがいないと感じ

た。

(※訳注 “Constance”は、“constant”＝「つねに変

わらない」「忠実な」の名詞形)

どうやら今回は、サンディが一番乗

りだったようだ。

顔を上げたマリリンの鋭い視線が、

グリーンの目とブルネットの髪に注が

れているのを感じ、サンディの動悸が

速まった。コニーの方は、見た瞬間か

ら、明らかに歓迎の表情を浮かべてい

る。

サンディは、自分の中に渦巻くさま

ざまな感情を抑えながら、話のできる

ところまで近づいていった。

「素晴らしいわ、サンディ」

マリリンの顔がほほ笑みに変わり、

その口から称賛の言葉かが発せられ
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た。

「すごく、すてきよ」

「ありがとうございます。マーム」

サンディは、反射的にそう言ってい

た。

少佐がさっき、「マリリン」と呼ん

でほしいと言ったのを思い出すより先

に、言葉が出てしまったのだ。

いや、それ以前に、サンディの緊張

が「マーム」としか呼ばせなかったの

だろう。もちろん、だからといって、

「少佐」というには、マリリンは美し

すぎる。

サンディをここまで連れてきたイン

ストラクターは、部屋に着くやいなや

姿を消してしまった。だから、彼女は

今、指揮命令系統でいえば少なくとも

17ランクは上の上級士官と、たった一

人で対峙しているのである。

「あなたって、左利きなのね。知らな
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かったわ」

コンスタンスが、不可解そうな顔で

言った。

「履歴ファイルには、そんなこと書い

てなかったと思うけど」

「えっ‥‥？」

サンディは何を言われたかわから

ず、問い返すように彼女を見た。

「だから、あなた、左利きなんでし

ょ？」

「あっ、いえ、マーム」

サンディは、あわててそれを否定し

た。

「‥‥でも、どうしてそんなことを？」

「だって、インストラクターには、訓

練生の利き手と逆側の顔にメイクをし

ろって伝えたのよ。右利きだったら左

側を。左利きだったら右側をってね。

訓練生自身は、利き腕の側をする方が、

やりやすいだろうと思って。カレンは、
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それを聞いてなかったのかしら？」

「いえ、マーム。彼女は、まちがいな

くそうしましたよ。彼女が左側をメイ

クして、ぼ‥‥あたしが右側を」

と、そこで、マリリンが会話に加わ

ってきた。

「でも、あなたの顔、左より右の方が

きれいに仕上がってるじゃない」

「えっ、ほんとですか？ マーム。あ

りがとうございます」

サンディは、少佐の発言の意味を、

さほど吟味することなく、もう一度礼

を言った。

少佐の言ったことの重大さは、その

あと次々に入ってきた訓練生たちを見

て、わかった。

ハイヒールの時と同様に（考えてみ

れば、あれはまだ数時間前のことだ）、

その新しいスキルの習熟度には、大き
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な差があったのだ。

何人かの新兵は、自分が受け持った

側の顔を、それなりにうまく仕上げて

いた。でも、インストラクター並みの

テクニックに達している者は一人もい

なかった――いや、サンディを除いて、

一人も。

そして、残りの者は、おおよそ悲惨

な結果に終わっていた。アイライナー

は節くれ立ち、まつげはバリバリにか

たまり、シャドーやチークは、まだら

になったり、他の色と混ざって濁った

りしていた。あごと鼻の間で口紅が踊

っている者さえいた。

とても成功とは言えないその滑稽な

様相に、マリリンは、ふたたび顔をし

かめた。

とはいえ、彼女は、つねに意識的な

努力をつづけているようだ。そのいか

めしいしかめっ面の中に、先刻のかわ
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いく口をとがらすような仕草が統合さ

れ、よりデリケートな心情の現れたも

のになっていた。

それは、以前のしかめっ面に比べれ

ば、恐ろしさが薄まっていたが、エレ

ガントな女っぽさが加わった分、まる

で、若い娘たちを叱る女子寮の寮母と

いう感じに見えた。

すべての新兵がそろったところで

（その数は八人しかいなかった。つま

り、すでにカープは除外されていた）、

別の部屋に移動した。

マリリンはそこで、スタンドバーの

準備ができているので、好きな飲み物

をとるように言った。

若い兵士たちとバーの間に誰もいな

かったのは幸いだった。もしそこに誰

かいたとしたら、その人はとんでもな

い惨事に巻き込まれていただろう。
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マリリンの言葉を聞いた新兵たち

は、このとんでもない一日の疲れを癒

す一杯の酒に向い、なりふりかまわず

――つまり、また、自分がなにを着、

何を履いているのかさえ忘れ――突進

した。その様相は――女らしさなどか

けらもない――荒れ狂う奔流となっ

た。その巨大なエネルギーは、一人の

女装初心者を「彼女」のそびえるヒー

ルの上から滑落させ、弾き飛ばしさえ

した。

もちろんサンディも、彼ら同様、す

ぐにでも酒を口にしたかったのだが、

その混乱に身を投じる前に、ふと気に

なって、少佐の方に目をやった。と、

マリリンはまた、その美しく魅惑的な

顔を台なしにしてしまうしかめっ面を

浮かべ、新兵たちを見ていた。

その姿に、サンディは、自分たちが、

いついかなる時も観察され評価されて
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いるのだということに気がついた。

そして、それに気づいたことで、真

っ赤な唇に切なげな微笑を浮かべなが

らも、渇きを抑えこんだ。

伏し目がちにしばたかせた長いまつ

げの間から、悲しげなあきらめのまな

ざしがのぞいた。

目の前の混乱がおさまるまで待つし

かないと思い、ついたか細いため息（そ

れはおおよそコルセットのせいだった

のだが）に、紗のようなローブが揺れ、

その中の華奢な体をほのめかした。

意図的というより、心の内が素直に

表れた結果、醸し出されたそんな繊細

で女らしい姿は、周囲に衝撃的なほど

の魅力として映った。

プロ並みのメイクと、豊かな黒髪の

かかる魅惑的なローブ、そこに、そん

な悲しげではかなげな印象が加わるこ

とで、サンディの姿は、悲惨な運命に
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涙するヒロインにさえ見えた。

ほとんど反射的に、部屋にいた二人

の白服のウエイターが駆け寄ってき

た。

「お嬢さん、なにか、お飲み物でも？」

先に到達した方が、悔しそうなもう

一人を抑え込むように声を掛けてき

た。

この男たちは、訓練生が女装者であ

ることはわかっているはずだ。今、バ

ーの前で大混乱を演じている彼らの多

くは、まだとても女には見えないし、

また、これらすべてのことが、訓練プ

ログラムの一環として行われているこ

とも事前に聞かされているにちがいな

い。

にもかかわらず、サンディのか細く、

はかなげな女らしさが、彼らの男とし

ての本能を突き動かした。この繊細な

花に、手をさしのべたい。そんな思い
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にかられ、二人の男は先を争うように

駆けつけたわけだ。

その熱意の込もった申し出に、おど

ろいて我に返ったサンディは、思わず

彼らに微笑みかけていた。と、その微

笑みが、さらに彼らの熱意を燃え上が

らせたように見えた。

それで彼女は、自分で取りに行くつ

もりだったビールを頼もうとした。し

かし、そこでまた、マリリンとコンス

タンスの方をちらりとうかがい、ビー

ルの代わりに――やさしい口調で――

白ワインを注文してみた。

声を掛けてきた方のウエイターは、

うれしそうにうなずき、バーまで行く

と、サンディと同様の服は着ていても

同様には魅力的でない他の訓練生たち

を平然と押しのけ、すぐにワイングラ

スを運んできてくれた。

女であるということはこういうこと
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なんだと、何かが見えた気がして、サ

ンディは、もう少しの間、この役を演

じつづけてみようと思った。

それで、ワインを受け取りながら、

ウエイターの目をじっと見つめ、その

あと、うつむき気味に視線を落とし、

誘うように、長いまつげをしばたかせ

た。

「ありがとう、うれしいわ」

ワインを差し出したウエイターのゴ

ツゴツした手を、指の先でそっと撫で

るようにしながら、やさしい声音で言

ってみた。

と、ウエイターの頬は、瞬く間に、

どんな熱病にかかったよりも赤く燃え

上がった。そして、返礼の言葉さえま

まならない様子で口ごもった。もじも

じと前後に揺れているのは、立ち去り

がたい魅力の前に動きがとれなくなっ

ているらしい。
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やっとのことで顔を上げ、サンディ

と視線が合うと、今度は、そのエメラ

ルドのきらめきに魅入られたようだ。

ぺこんと頭を下げたあとも、完全には

向きを変えることなく、彼女の方に目

を向けたまま離れていった。おかげで、

危うく小さなテーブルにぶつかりそう

になり、それをよけたところで、今度

こそ、ヒールのせいでよろめいてきた

訓練生の一人と激突した。

サンディは、彼がよろけて転ぶとこ

ろまで、うれしげな微笑みとともに見

届け、そのあと、平然と向きを変えた。

慣れない圧迫に疲れた足を休めさせる

ため、ソファに腰掛けようと思ったの

だ。

と、そこへ、今のミニドラマの一部

始終を見ていたらしいマリリンとコニ

ーがやってきた。サンディはふたたび、

二人との本質的にプライベートな(※)
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会話に加わることになった。

(※訳注 原文は“essentially-private” 一見、「職

務を離れ、うちとけた」という表現に見えるが、‘priva

te’には「兵卒」「二等兵」という意もあり、「本質的に

は一兵卒としてでしかない」という正反対の意味にもと

れる)

「あなたの今のふるまい、完璧だった

わ」

マリリンは、感心したように言った。

「ありがとうございます。マ‥‥マリ

リン」

「それも、完璧よ。『マーム』なんて

呼ばれつづけてたら、ほんとにおばさ

んになってしまいそうだもの(※)」

(※訳注 “ma'am”は本来“madam”がつまったもの)

少佐は微笑みながらそう言うと、そ

の緑の目をした新兵の手をとって、安

楽イスのある一画へと導いた。

マリリンは、確信した。
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どうやら自分たちは、この作戦にと

って最良の人選をしたようだ。サンデ

ィには、必要な技能を修得するための

すぐれた資質がそろっている。あとは、

その資質を伸ばすための最適な環境さ

えつくってやれば、自らやる気を出し、

さらに変わっていくだろう。

訓練生のうち何人かは、厳しく追い

つめなければならないし、そのうち何

人かは――ドナのように――ふるい落

とすことにもなる。しかし、サンディ

にそんな脅しは必要ない。そんなこと

をしなくとも、彼女はベストの力を発

揮するにちがいない。彼女の場合は、

評価してやることで訓練を完遂させら

れるはずだ。

「それで‥‥」

安楽イスに座ったところで、マリリ

ンは話をつづけた。
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「あなたの、第１日目の感想は？」

「まだ、どう考えたらいいか、よくわ

からなくて‥‥」

サンディは、まず、正直にそう言っ

た。

「昨日、初めて女性化訓練の話を聞い

た時も、こんなふうだなんて想像して

なかったし‥‥。だけど、どうも、ぼ

‥‥あたしは、これをいやだと思って

ないんです」

そのブルネットの娘は、おどろくほ

どの率直さで司令官に――というよ

り、むしろ自分自身に確かめるように

――心の内を吐露しはじめた。

「‥‥っていうか、ちょっと気に入っ

てるみたいなんです。もちろん、これ

まで、こんなことをした経験なんてあ

りません。それに最初は、目まぐるし

くことが進んで、ただ、それに振りま

わされてるだけでした。でも今は、け
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っこう、自分から進んでやっています。

というか、楽しんでるんです。たとえ

ばさっき、あのウエイターに気の毒な

ことをしてしまったときも、ただ笑い

かけるだけで彼があんなふうになって

しまうことを面白がってました。これ

まで、自分にそんな力があるなんて、

考えたこともなかったから。そりゃ、

男の人をあんなふうにからかうのは、

よくないと思うけど‥‥、でも‥‥ワ

クワクしました」

「つまりあなたは、あの男に、性的魅

力を感じたってこと？」

コニーが、ちょっと意地悪そうな顔

で、直截な言葉をぶつけてきた。

「そんな！」

あわてて否定したところで、サンデ

ィは、もう一度自分の気持ちを確かめ

るように沈黙し、そして言い直した。

「少なくとも、そんなつもりはありま
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せんでした」

「つもりは、ともかく‥‥」

コニーがさらに追及してきた。

「あなたのものは、興奮してたんじゃ

ない？」

「‥‥え、ええ、マーム」

単刀直入な質問に対し、サンディは

また、正直にそれを認めた。

「でも、それは、あの時だけじゃなく

て、メイクして長い髪になった自分を

鏡で見たときから、ずっとなんです。

どうしてなのか、自分でもよくわから

ないんだけど‥‥」

「ふふ、心配しなくても、だいじょぶ

よ」

マリリンが、なだめるように言った。

「それは、じゅうぶんに予測してたこ

とよ。この作戦には、どうしてもそん

な精神的混乱がつきまとうんでしょう

ね。あなただけじゃなく、あたしたち
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すべてにとってね。だいじょぶ。あな

たは、想像以上にうまくやってるわ。

私は、今ここにいる新兵の中で、あな

たがいちばん有望だと思ってるの。少

なくとも、今のところはね。迷うこと

なく、そのままつづけて。そうすれば、

あなたは、私たちの作戦にとって欠か

すことのできない存在になれるはず

よ。そのワインを飲み終わったら、ダ

イニングルームに行っていいわ。夕食

の用意ができてるから。今日の課程は

これで終わり。あとは、くつろいで」

その言葉とともに、マリリンは立ち

上がった。もちろん、忠実なコンスタ

ンス(“constant Constance”)もそれ

に従った。そして二人は、サンディほ

どにはいい成績をあげられなかった他

の訓練生たちの間をまわりはじめた。

彼らが去ってちょっとしたところ

で、ダイニングルームに行こうと、サ
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ンディも席を立った。

ところがそこで、薄いローブのすそ

がしわくちゃになっているのに気がつ

いた。しかも、後ろ側がお尻の丸みに

沿って、まくれ上がったようになって

いた。彼女はあわててそれを引っ張り

下ろしたが、シワのクセがついている

せいで、なかなかもとの長さまでには

下りない。

どうやら、どこかに座る前には、お

尻に手を添え、すそをなでつけるよう

にしなければいけないらしい。

サンディは、またひとつ、女である

ことを身につけた。

まだワインは残っていたので、それ

をすすりながら、サンディはぶらぶら

とダイニングルームへと向かった。

これは、サンディにとって、今朝起

きて以来、初めて気の休まる時間とな
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った。なにより、ひとりきりになれた

のは、これが初めてだ。

ダイニングルームに入ると、そこに

見晴らしのよい大きな窓があったの

で、サンディはそのそばに立って、景

色をながめた。昨夜はまだはっきりし

なかったが、やはりこの基地は、どこ

かの山中に造られているようだ。

サンディたちが今いる建物は――典

型的な軍の施設とはまったく異なり―

―、目の前の景色にふさわしいリゾー

トロッジといった造りだった。しかし、

窓の外には、明らかにそれにはそぐわ

ないものがいくつか見えていた。たと

えば、ちょっと離れた場所には高い二

重のフェンスがめぐらされている。そ

して、そのどちらにも、最上部に、触

れただけで身が切れそうなレザーワイ

ヤーが張られているのだ。

何人たりとも、許可なしには基地内
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から出られないのだろう。要するにこ

こは、この世で最も快適な牢獄という

わけだ。いくら快適でも、牢獄である

以上、命令を拒否する権利はないのだ。

ふと気がつくと、二人の訓練生が、

廊下を近づいて来るのが見えた。おそ

らく、あの司令官ペアから――サンデ

ィに次いで――合格が出たのだろう。

考えてみれば、これまで仲間ととも

にいる時、サンディは、ほとんどマリ

リンやコンスタンスと話していた。だ

から、同僚の訓練生たちとはまともな

会話を交わしていない。

こちらにやって来る二人がすでに親

しげに話しているのに気づいたサンデ

ィは、自分の方から意識的に近づいて

いかないと、彼女たちから仲間はずれ

にされてしまいそうな気がした。それ

で、明るい微笑みを浮かべ、入口の方

に向き直った。
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そして、入ってきた二人のうちの一

人が、例のジェイミ・フォックスであ

るのがわかると、すぐに二人に歩み寄

った。

実際の女性たちの集団では――こと

に、美人ばかりがそろっているような

集団ではなおさら――、その中で最も

かわいい子（少なくとも、そういう自

意識の強い子）を頂点とする、嫉妬の

感情に基づく序列ができてしまうもの

だ。そして、多くの場合、そんな序列

は二系統でき、お互いにいがみ合った

りもする。

しかし、ここに集められた「女の子」

たちは、これまで属していた社会の序

列としては最下層にいた男（というよ

り少年）たちだ。背が低くて、やせっ

ぽちで、スポーツで華々しい活躍がで

きるわけでもなく、男という基準から
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見ればけっしてハンサムとも言えな

い。新兵たちはみんな、ずっと、他人

から注目されたいと願ってきた。こと

に、女の子たちから注目されたいと切

望していた。フォックスにしたところ

で、友達としては、もっと女の子たち

と仲よくなりたいと思っていたにちが

いない。

だから、仲間のうち最も美人で、し

かも、どうやら少佐のお気に入りらし

い子が近づいてきたとしても、それを

拒絶する理由などなかった。サンディ

が投げかけた笑顔に、二人は即座に笑

い返していた。

「ねえ、ジェイミ。あなたのお友だち

を紹介してよ」

サンディは、そう話しかけた。

「キャロル・スティーブンソンよ。こ

っちは、サンディ・ビーチ、‥‥ふふ」
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ジェイミは、「サンディ」という愛

称が姓とともに紹介される時、その駄

洒落(※)に相手が笑い出すきっかけと

なる、くすくす笑いを忘れなかった。

(※訳注 綴りは“Sandy Beech”だが、音だけ聞くと“

sandy beach”＝「砂浜」に聞こえる ふつうなら「サ

ンフォード」の愛称は「サニー」となるはずが、「サン

ディ」と呼ばれていたのも、そもそも、そんな語呂合わ

せがあってのことだろう)

「キャロル、サンディは、ぼ‥‥あた

しと同じ連隊から来たのよ」

キャロルは、サンディより背が高い。

だいたい５フィート10インチ(約178セ

ンチ)くらいだろうか。ここに集めら

れた「女の子」たちの中では、まちが

いなく高い方だ。彼女の髪‥‥という

かウィッグは燃えるような赤毛で、メ

イクインストラクターがチャームポイ

ントとしてわざと残したらしいそばか

すとよく似合っていた。ただ、サンデ
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ィは――けっして意地悪い見方などで

はなく――、その鮮やかな赤毛には、

自分同様、グリーンの目の方が合う気

がした。彼女のは「ただの」きれいに

澄んだ青い目だったのだ。

とはいえ、サンディだけでなく、あ

との二人も、まちがいなく美人に見え

る。どこに出てもじゅうぶん女として

通用するだけの、メイク技術をマスタ

ーしたようだ。

そんなお互いの顔を見て、それぞれ

が身につけたメイクテクを知りたくな

った三人は、本物の女の子どうしのよ

うなおしゃべりを始めながら、近くの

テーブルまで――もう、ハイヒールを

意識することもなく――歩いた。

テーブルに着く時、サンディだけは、

お尻に手を添え、ローブのすそをなで

つける仕草をしていた。と、あとの二

人もすぐそれに気づいたらしく、あわ
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てて立ち上がり、もう一度、「正しく」

座り直した。

しばらくおしゃべりしていると、デ

ィナーの最初の料理が運ばれてきた。

三人とも、胃が圧迫された状態では

たくさん食べられないことをすでに学

んでいた。だから、通常の半分のサイ

ズの魚料理が出た時にも、サラダには

手をつけないでおいた。その判断が正

しかったことは、メインディッシュと

しておいしそうな音を立てるフィレ肉

のステーキが出てきた時に証明され

た。とはいえ、その量も、かつての「彼

ら」なら、とても満腹にならないと文

句を言っていたものだろう。でも、「彼

女たち」には、これでちょうどよかっ

た。

彼女たちが食べ終わるまでに、残り

のメンバーも順次そろい、最後に、マ
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リリンとコンスタンスに連れられて二

人の新兵がふらつきながら入ってき

た。

ふらついているのは、どうやら足取

りだけではなさそうだ。ハイヒールを

履きこなせていないばかりでなく、メ

イクの方もとても成功しているとは言

えない。つけ加えれば、彼らは、さっ

きのバーの混乱で力を使い果たしても

いた。コンバットブーツでならまだし

も、細いヒールでは、真っ直ぐ歩ける

だけの気力は残っていないのだろう。

手を添えて彼らを席に着かせなが

ら、マリリンが浮かべた例のしかめっ

面は、その席と他のメンバーの席との

間に明確な境界線を引き、彼らを「男

らしさ」の側に追いやったことを示し

ていた。

サンディは、この訓練プログラムか

ら、また、少なくとも二人以上の脱落
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者が出たことを悟った。まだ、１日目

だというのに。

少佐とそのパートナーは、自分たち

の席に着く前に、三人の優等生の席に

近づき、もう一度、祝福の言葉をかけ

た。

「サンディ、キャロル、ジェイミ、今

日はがんばったわね。食事は、どうだ

った？」

「はい、とってもおいしかったです。

マ‥‥マリリン」

サンディが答えた。べつにそう決め

たわけではないのだが、ごく自然に、

美人トリオのリーダー役を果たしてい

た。

「なにか他に、注文したいことはあ

る？」

コンスタンスがきいた。彼女の実際

の任務がどうあれ、少佐との取り合わ
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せでは、事務担当士官という役割にな

るのだろう。

「いえ、マーム」

サンディは、そう言ったあと、つけ

くわえた。

「この靴とコルセットを脱ぐ以外には」

「そうよね。あと少しよ」

マリリンはそう言って、くすっと笑

った。

そう、少佐はくすっと笑ってみせた。

ハッとするほどの女っぽい仕草ととも

に。

それが訓練によって獲得されたもの

であることを、すでに三人は知ってい

た。

その姿は、どんなレクチャーよりも

雄弁に、今後、彼女たちが学ぶべきこ

との多さを語っていた。

マリリンがうれしそうな笑顔を向け

ているにもかかわらず、三人の新兵は、
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始まったばかりのこの変身の、残りの

過程を思い、深刻な顔になった。

「食事がすんだなら、このロッジのど

こを見て歩いてもかまわないわ。ただ

し、まだ外には出ないでね。もちろん、

そのまま部屋に戻ってもいいのよ。就

寝時間も特に決めてないから、いつ寝

てもいいわ」

マリリンは、最後にそう告げた。

まだ眠たくはなかったが、コルセッ

トとハイヒールはすぐにでもとりたか

った。席を立った美人トリオは、三人

とも自分の部屋へと直行した。

部屋に戻ると、サンディはまず、イ

ンストラクターがいないか見まわし

た。でも、室内には誰もいなかった。

それで、バスルームに行ってさし迫

った用を足したあと、今着けているも

のをどうやって脱ごうか考え込んだ。
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とても、一人ではできそうになかった

のだ。とはいえ、この足の痛みでは、

インストラクターを探してロッジ内を

うろつきまわる気にもならない。

すぐに、他にひとつ、よい方法があ

るのを思いついたが、それもやはり、

気がすすまなかった。

しかたなく、エメラルド色のローブ

を脱いだあと、靴のアンクルストラッ

プをはずそうと、体を折り曲げた‥‥

というか、折り曲げようとした。しか

し、コルセットのせいで、彼女の手は、

その小さなバックルのはるか手前まで

しか届かなかった。

論理的に考えれば、先にコルセット

をはずせばいいということだ。

そう思ったサンディは、鏡の前に後

ろ向きに立ち、背中に手をまわしてひ

もの結び目をまさぐった。ところが、

何度やっても、その結び目の構造がよ
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くわからなかった。

結局、気がすすまないとしても、最

初に思いついた方法をとるより他に手

はないと、サンディは覚悟した。

もう一度ローブを羽織り、部屋を出

ると、サンディはジェイミの部屋へと

向かった。

おずおずとドアをノックしたあと

も、なんだか落ち着かなかった。

と、返事もなしにドアが開き、サン

ディは、「かれら」の一人と、二人だ

けで顔を合わせることになった。

「あの、お願いがあるんだけど‥‥」

サンディは口ごもるように言った。

「靴とコルセットが、どうしても一人

で脱げなくて‥‥。手伝ってくれな

い？」

「うん、こっちも」

ジェイミは、そう返事しながら、サ

ンディを招き入れるように後ずさっ
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た。

サンディは、そこでまた一瞬ためら

ったあと、それに従った。

サンディがナーバスになっているの

は見え見えだったから、ジェイミもす

ぐに気づいたようだ。でも、彼女の方

はそんなことには慣れっこになってい

るらしく、彼女なりにサンディを困惑

から救ってくれようとした。

「あたしとふたりだと、落ち着かな

い？」

ジェイミの側から、きいてきた。

サンディのルビーのような唇から否

定の言葉が出かかったが、彼女はすぐ

にそれをやめ、静かにうなずいた。そ

して、その深い茶色の瞳と初めて視線

を合わせ、ジェイミの次の言葉を待っ

た。

「あたしが、ホモじゃなくてバイだっ

て言ったら、少しは気が楽になる？
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あたしはね、男でも女でも、誰かと愛

し合うのが好きなだけ。キスして、抱

きしめ合って、セックスする。そうい

うことのすべてがね。あっ、すべてっ

て言っても、あたしにだって苦手なこ

とはあるわよ。でも、たいていのこと

はだいじょうぶ。大人どうしがちゃん

と合意して、病気とかも含めて誰も傷

つけないことを確認した上でなら、な

にをしてもかまわないと思ってるの。

あなたは、どう？」

そんな言葉を聞いて、サンディの頬

は、超新星の温度ほど、ほてった。そ

の熱で、長い髪が燃えてしまうのでは

ないかと心配になった。うつむいて目

を泳がせるばかりで、なにも言えず、

ただもじもじしていた。

「あれっ、もしかして、あなたって、

まだ‥‥、なの？」

ジェイミは、突然気づいたように言



138/479

った。

「あ、ああ、そうさ。それがなんだっ

ていうんだよ！」

サンディは、思わずけんか腰で答え

ていた。もう、女らしい言葉づかいな

どにかまっている余裕はなかった。

「ちょっと待ってよ」

ジェイミは、そんなサンディを落ち

着かせようとした。

「あたしは、それが悪いなんて、ひと

ことも言ってないでしょ。むしろ、そ

れはそれで、素敵なことだって思うわ。

いつかあなたにも、好きな人と愛し合

うことの素晴らしさを知ってほしいと

は思うけど、それは、べつにあせるこ

とじゃない」

そうは言っても、じつはジェイミが、

童貞である自分を馬鹿にしているので

はないかと感じ、サンディは、彼女の

顔をうかがった。しかし、そこにそん
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な影はなかった。代わりにあったのは、

サンディのことを全面的に受け入れよ

うとする友情のまなざしだけだった。

サンディは、社会の中で植え付けら

れてきた偏見というのは、やはり正し

くないのだと感じた。少なくとも、す

べてのケースに当てはまるわけではな

いのだと。

そこにいるのは、けっして、反社会

的で破壊的な性衝動の化け物のような

生き物ではなかった。サンディ同様、

とんでもない状況に置かれて戸惑って

いる一人の新兵でしかない。ちがいよ

りも、共通するものの方が多いのだ。

ジェイミの顔に、嘲笑のかけらもな

いことに感謝し、サンディは、笑いか

けていた。

「それにね」

ジェイミは、今度はいたずらっぽい

感じで笑い返しながら、つづけた。
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「もし、あたしが真性のホモだとした

ら、今のあなたを襲う可能性はほとん

どないわ。むしろ、あなたがあたしを

襲う可能性の方が高いんじゃない？」

「そうか」

サンディも笑いながら言った。

「たしかにね。あたしたち、今日一日

で、とても男だとは思えないくらいに

なっちゃったもんね」

「あたしたち？」

ジェイミが、からかうようにつづけ

た。

「全員の中で、いちばんかわいい女の

子になっちゃったのは、あなたじゃな

い」

その言葉に、サンディはまた顔を赤

らめたが、今度は、さっきよりずっと

複雑な感情の入り混じったものになっ

た。

ジェイミの言うとおりであるのは、
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自分でもよくわかっていた。男として

の自分は、それを恥ずかしいことだと

思っていた。でも一方で、「いちばん

かわいい」と言われたことを喜んでい

る自分も、たしかにいた。

そんな二つの思いの間で心が揺れ、

サンディは黙り込んだ。しかし、彼女

が、思いに沈み込む前に、ジェイミが

声を掛けてきた。

「さあ、コルセットをはずしましょ。

まず、あなたからね。あとで、あたし

の方もやってね」

もう、「かれら」の一人の前で服を

脱ぐことに抵抗のなくなったサンディ

は、ローブを脱いでジェイミに背中を

向けた。

ジェイミは、すぐに背中のひもに手

をかけ、それをほどこうとしたが、そ

の結び目の構造を理解するだけで、ゆ

うに１分以上を要したようだ。複雑に
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からみ合ったひものほどき口を探し、

それをどう引っ張ってどこに通したら

いいのか、彼女は、まるで彼女の中の

コンピューターをフル稼働するという

感じで、手を動かしていた。

しばらくして、やっとひもが緩んで

きたようで、コルセットが加えてくる

力が弱まった。

サンディが大きなため息をついたの

で、ジェイミがおかしそうに笑い、そ

れがさらにサンディの――やっと得ら

れた解放感とも相まって――心からの

笑いを誘った。

そこに生まれた友情の微笑みととも

に向き直ったサンディは、指をくるく

るとまわし、次はジェイミが背中を向

ける番であることを伝えた。

今度は、サンディが、その結び目と

格闘することになった。たしかにそれ

は、まるで難解なパズルを解くような
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作業だった。

と、しばらくしたところで、なにか

気づいたようにジェイミが叫んだ。

「そうか、これも訓練プログラムのう

ちなんだ」

「あん？ なんだって？」

結び目を解くことに集中していたサ

ンディは、あまり女らしくない口調で

聞き返していた。

「その結び方、どう考えても、そんな

必要ないくらいにややこしくなってる

でしょ」

「え？ うん」

サンディが返事をすると、ジェイミ

はつづけた。

「もともと、一人じゃほどけないよう

にしてあったのよ。あたしたちが、お

互い協力し合わないと脱げないよう

に、わざわざそんなふうに結んだんだ

と思う。他の子たちも、それに気がつ
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いて、力を合わせてるといいけど」

「たぶん、そうね。でも、ちょっとじ

っとしててくれる？ あと少しで、あ

たしもそれを確信できそうだから」

最後の結び目をほどきながら、サン

ディは言った。

やがて、ジェイミもまた、大きな安

堵のため息をついた。さっきと同じよ

うに、それがお互いの笑いを誘い、二

人は声を合わせて笑っていた。

「これで、靴の方は、自分でできるよ

ね」

ジェイミが言った。

「うん、ありがとう。ジェイミ、また

明日ね」

サンディは、実際、明日の朝、ジェ

イミにまた会えることを楽しみにしな

がら言っていた。

もしかすると、これが、今日サンデ
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ィが学んだ最大のものだったかもしれ

ない。
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chapter 4 Trapped?
‥‥仕掛け？

翌朝、心臓の鼓動と同期するように

繰り返す鋭いノックの音が響いたと

き、ビーチは一瞬、自分がどこにいる

のかわからなかった。

これまで彼が暮らしていたスパルタ

式兵舎のイメージに、エレガントで女

っぽい部屋の映像が重なり、少しずつ

現実感が戻ってきたところで、やっと、

そのノックに返事をした。

と、キャシーが入ってきた。

「起きる時間よ。お嬢さん」

でも、今朝のビーチには、まだ「お

嬢さん」という感覚は戻っていなかっ

た。

ウィッグは、ビーチの頭にではなく、

専用の台の上にかぶされていたし、顔
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のメイクもきれいに落とされていた。

昨夜は、教えられたとおり、クレン

ジングだとかモイスチャーだとか、さ

まざまなスキンケアをし、他にも、寝

るまでの間にあれこれをした。

ただ、パジャマはまだ支給されてい

なかったので、昨日のエメラルド色の

パンティだけで寝ていた。そのことが、

若い女性のインストラクターの前で、

ベッドから出るのをためらわせた。

「なに、もじもじしてるの？ 早くし

なさいよ」

キャシーは、笑いながら言った。

「私は昨日、それ以上のものを見てる

でしょ。今朝は、シャワーは後まわし

ね。その前に、ワークアウトがあるか

ら」

そう言われ、急いで用を足して戻っ

てくると、そこに、黒いタイツとエメ

ラルドのレオタードが用意されてい
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た。

着たことはなくても予想できないで

はなかったその衣装を身につけたビー

チは、キャシーについて部屋を出、玄

関へと向かった。

ロッジの近くにある運動場らしい場

所まで行くと、そこに、それぞれのイ

ンストラクターに連れられた他の訓練

生たちも集まってきた。その数は、や

はり六人に減っていた。

その運動場は、青々とした芝生に覆

われていたが、あちこちに、マットと

エアロビクス用らしいステップが置か

れていた。

すぐにストレッチが始まり、マット

の上に寝かされた訓練生たちは、腕、

肩、首からはじまって、体中の動くと

ころはすべて、インストラクターたち

に筋肉を伸ばされた。

「いい？ みんな」
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どうやらこの課程のチーフインスト

ラクターらしい女性が呼びかけた。

「みんなは、今後、美しい女性にふさ

わしい、しなやかで優雅な体をつくら

なきゃいけないのよ。甘く見てたら大

まちがいよ。とにかく、ベストをつく

して。そうすれば、痛みを感じる期間

も短くてすむわ」

‥‥痛み？

訓練生たちは首を傾げたが、その警

告が嘘でなかったことは、すぐにわか

った。インストラクターたちが筋肉や

関節にかける力が、次第に強まってき

たのだ。

この準備運動らしいものの間、訓練

生が硬く緊張した筋肉をリラックスさ

せようとすればするほど、それに応じ

るように、さらに強い力がかけられて

いった。容赦ないインストラクターた

ちによるこの強制的なストレッチに、



150/479

訓練生たちの筋肉は、すぐに悲鳴を上

げた。

「オーケー、みんな立って」

やっとのことで、チーフインストラ

クターが命じた。

彼女をはじめ、インストラクターた

ちはみんな、いかにもという感じの均

整のとれたブロンドだ。このチーフイ

ンストラクターもきっと、アシュリー

だとかアンバーだとか、そんなしゃれ

た名前がついているにちがいない。

この訓練が、そんな女性向けエアロ

ビスタジオのステロタイプをなぞった

ものであることは、彼女がリズムボッ

クスのスイッチを入れ、その音楽に合

わせてカウントしながら、訓練生たち

に跳んだりはねたりさせはじめたこと

でさらに明らかになった。

ただし、その内容は、エキササイズ

というより、どちらかと言えばダンス
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に近いものだった。インストラクター

たちは、筋肉の硬さをとること以上に、

動きのぎこちなさを指摘し、より優雅

な動きをすることを要求してきた。

しかし、それにもかかわらず、そし

て同じ運動をしているインストラクタ

ーたちが涼しい顔をしているにもかか

わらず、訓練生たちはすぐに汗だくに

なっていた。これでは、とても、この

課題をクリアしているとは言えなかっ

た。この訓練は、均整のとれたボディ

をつくるとともに、作戦上必要となる

はずの激しい運動下でも汗をかかない

体質をつくることにあった。そんな目

標を達成するには、まだ先は長そうだ。

ちょっとうんざりするほどの時間の

後、アンバー(それともアシュリー？)

は、やっとそのエキササイズの終わり

を告げ、訓練生たちに、基地内の数百
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ヤード離れた場所まで移動するように

指示した。

訓練生たちだけで歩き、言われた場

所に到着すると、待っていたのは、こ

こに来て以来初めて出合う男のインス

トラクター――というか、少なくとも、

はっきりそれとわかる男性――だっ

た。

びっしりと生えた口ひげを蓄え、身

長６フィート(約182センチ)以上ある

その男は、一辺20フィート(約６メー

トル)の大きなマットの中央に仁王立

ちしていた。

「おう、やっと来たか、おとこおんな

ども」

その口調に込められた軽蔑と嘲笑

は、やはり、ここへ来て以来初めて出

合うタイプの人物像だ。

「俺は、お前らに武道を教えることに

なってる。名は、エル・スプレモ。少
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なくとも、お前らの前ではな。銃とか

ナイフとかなしに、いかに敵を倒すか。

それを教えるのが俺の仕事だ。最初に

言っとくが、俺のやり方は汚いぞ。マ

リリンは、この１年間、大きなケガを

させることなく、お前らを鍛えてやっ

てくれと言った。まあ、結果としてと

いうことだな。つまり、１年で治るよ

うなケガなら、かまわないってことだ。

それにな、俺のクラスを卒業できる唯

一の道は、俺を倒すことだけだ。とこ

ろが、どう見ても、お前らのうちで俺

を倒せそうなやつはいない。つまり、

この１年間ずっと、俺は、お前らをい

たぶってやれるってわけだ。さあ、か

かってこい。最初は、どいつからだ？」

もちろん、自分からやられにいくよ

うな人間は誰もいなかった。

ビーチは、腹立たしい思いで、その

インストラクターを見つめていた。
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彼が習った合気道の師範をはじめ、

すぐれた武道家たちはみんな、武道が

めざすのは暴力でなく、迫り来る危険

を平和的に解決するためだと教える。

この「エル・スプレモ」のキャラクタ

ーは、そんな精神とは正反対だ。

異端としか言えないその考え方は許

しがたかったが、しかし一方で、怒り

をぶつけるには、その大男のふてぶて

しく自信満々な態度は恐ろしすぎた。

この武道のクラスが、けっして楽し

いものにならないのは、明らかだ。

そう思いながら、ふと見ると、マリ

リンとコンスタンスが、まるで偶然通

りかかったとでもいうように、近づい

てきていた。

さらに目を移すと、訓練生の中には、

ビーチ以上にそのインストラクターを

恐れ、すでに青ざめた顔でがたがたと

ふるえている者もいた。
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ビーチは、このチームメンバーのこ

とを、ほとんど覚えていない。ここに

いるということは、昨日のハイヒール

とメイクの課題をパスしたということ

だろうが、印象に残るような、さした

る特徴がないのだ。彼の髪はありきた

りの茶色で、着ているレオタードも、

残っている訓練生の中では最も多い薄

いバラ色だった。

と、恐怖に耐えられなくなったのか、

その訓練生が、最初はゆっくりと、そ

して次第に速く、頭を振り始めた。

「‥‥い、いやだ」

初めのひとことは小声だったが、そ

れはすぐに大きな声になり、最後は叫

びに変わった。

「もう、いやだ。僕は、わけもなく殴

られるなんて、いやだ。僕は‥‥僕は

‥‥監獄に入ったつもりはないぞ。も

う、こんなこと、ごめんだ！」
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その若者は、チームの他のメンバー

同様、やせていて背が低かった。そし

て、弱々しく見えた。でも、その外見

の印象は、なにより彼の内面の弱さが

表れたものだったようだ。

彼はますます泣き叫ぶように、否定

の言葉を繰り返した。

と、すでに近くまで来ていたマリリ

ンが、つかつかと歩み寄り、これまで

一度も聞いたことのない強く男らしい

声を張り上げた。

「気をつけぃ！」

一瞬にして、そこにいた全員が（興

味深いことに、例のインストラクター

までもが）、直立不動の姿勢をとって

いた。恐怖に激しく体を揺すっていた

少年も、その号令にぴたりと動きを止

め、叫び声もやんだ。

そのまま、彼が自分を取り戻すまで

待って、マリリンは、その肩を軽く叩
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いた。そして、そこで向きを変えると、

やさしく女らしい口調に戻り、言った。

「今日の非武装戦闘訓練は、もう少し

後まわしにします。ついてきて。‥‥

あっ、休め。ちょっと、ぶらぶら歩き

ましょ」

そう言うと、彼女は歩き出し、基地

内の施設をとりまく森の中に入って行

った。新兵たちは、不安を抱えながら、

そのあとに従った。一人が陥ったパニ

ック状態は、多かれ少なかれ他のメン

バーの心を動揺させ、彼らは、まるで

次の爆発を待つ地雷原を歩くように、

森の中の小径を進んだ。

マリリンとコンスタンスは、いかに

も無関心を装いながら、そんな彼らの

行動や表情ひとつひとつに注意を払

い、いつものように評価しているらし

かった。

まるで散歩でもするように十分ほど
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歩くと、そこに、二重のレザーワイヤ

ーつきフェンスが現れた。基地の外周

をとりまいているものではなく、それ

自体がひとつの囲いとなり、その中に、

昔ながらの兵舎と小さな運動場、その

他ちょっとした施設がある。

見るかぎり、出入口はひとつしかな

く、そこに、あのヘリコプターのパイ

ロット以来初めて見る正規の軍服を着

た見張りが立っていた。

そのゲートのところまで行くと、マ

リリンは歩をとめ、メンバーの方に向

き直った。

「ここは、訓練についてこられなかっ

た人たちの来るところです。私は、脅

しとしてここを見せているわけではあ

りません。むしろ、みなさんへの約束

として見せています。ここは、けっし

てひどい環境ではありません。前にも

言ったように、機密を漏らした者には
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重刑が課されますが、ただ単にメンバ

ーから外されただけの人は、ひどい罰

が与えられるわけではないのです。そ

して、ここは、厳しい訓練に耐えられ

ない人の唯一の逃げ場でもあります。

訓練を最後までやり遂げるか、それと

もここか。選択肢はふたつにひとつで

す。すでに中に入っている人たちと、

話してもかまいませんよ」

マリリンは、そう言うと、門番にう

なずいてみせた。すると、その兵士が

笛を吹いた。

中の兵舎から、三人の兵士が駆けだ

してきた。言うまでもなく、カープ・

アンダーソンと、あと二人の能力不足

と判定されたメンバーたちだ。彼らは、

ごくふつうの迷彩服を着ていたが、階

級章はついていなかった。

外にいるメンバーが、彼らと話がで

きるように、マリリンは集団の後ろへ
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と位置を変えた。

最初に声を掛けたのは、ビーチだっ

た。

それは、たぶん、先刻の出来事にま

だ動揺している他のメンバーより、い

くぶん落ち着いていたからだろう。そ

してその落ち着きは、たぶん、彼がか

つて、自分なりのやり方で、ワルたち

と渡り合ってきた経験によるものなの

だろう。

それとも単に、彼がカープ・アンダ

ーソンを知っているというだけだった

かもしれない。

ともかくも、彼はフェンスに近づき、

声を掛けた。

「カープ、どんな具合だい？」

「ああ、悪かないさ」

カープは、他の二人より一歩前に出

て、ちょっと恥ずかしげにうつむきな

がら言った。
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「いや、いいとこだよ、ここは。兵舎

は、下士官向けのより立派で、まるで

BOQ(※)みたいだしさ。集会室のテレビ

で、昼日中から好きな映画のビデオだ

って見られる。ここにいる間、通信教

育だって受けていいっていうんだぜ」

(※訳注 “Bachelor Officer's Quater”独身将校向け

個室寮)

「で、いったいいつまで、入ってるん

だ？」

何人かが口々に同じ質問をした。

と、集団の後ろから、コンスタンス

の声がした。

「作戦が完了するまで。それに、作戦

の成功が、まちがいないものとして確

認されるまで」

金網の中の三人は、その言葉に彼ら

の陥った苦境を思い出したらしく、ふ

たたびうなだれた。

外の新兵のうち一人が、今のコンス
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タンスの言葉に含まれていた意味を、

言い直した。

「つまり、ひょっとすると、一生とい

うことだってあり得る」

「ええ」

マリリンが、素っ気なく、しかし明

確にうなずいた。

そして、先刻パニックに陥った新兵

の方に向き直り、言った。

「入って。着替えは中に置いてあるか

ら」

それだけ言うと、彼女はまた向きを

変え、やって来た小径を戻りはじめた。

ビーチは、しばらく立ち止まって、

看守が開けた門を入っていく「元メン

バー」を見やった。肩を落とし、それ

以上に首をうなだれた彼の、タイツと

レオタードが、悲しく、かつ滑稽なも

のに見えた。

マリリンのあとを追いながら、ビー
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チは、結局、あの少年の名前を――女

性名にしろ、本名にしろ――最後まで

覚えることはなかったなと思った。

数分後、彼らは、先刻のマットが敷

いてある場所まで戻っていた。

例のインストラクター、「エル・ス

プレモ」はまだそこにいて、精神を集

中するとでもいうように「型」を演じ

ながら、時間をつぶしていた。

と、マリリンは、チームメンバーを

そこに残し、つかつかと彼のもとへ近

づいた。

「よくわかったぜ、このクソ野郎。お

前のせいで、大事なチームメンバーが

一人脱落したんだ。たとえ、作戦遂行

のためにはその方がよかったとして

も、お前は、俺に借りができたってこ

とだ」

美しい女装者にはふさわしくない、
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激しい言葉がその口から発せられた。

マリリンは、今朝、すでにメイクし

ていたし、カールしたブロンドはもと

もと長い。タイツとぴったりしたマル

チカラーのレオタード姿は、ほっそり

した若い女性が、何倍も大きな野獣の

ような男に挑んでいる図に見えた。

と、男は、その言葉に不敵にうなず

き、位置を変えた。

二人はマット中央で向かい合い、お

互いの顔をにらみつけるように、試合

の体勢をとった。‥‥というか、イン

ストラクターの方はたしかに、両手を

腰の少し上あたりに掲げ、脚を前後に

開いて身構えた。しかし、マリリンの

方は、何のかまえも見せず、ふつうの

姿勢で立っていた。

「彼女は、殺される」

ビーチはそう思った。そして、その

ことを心配している自分自身におどろ
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いた。

軍隊に入って以来、彼はそんなに多

く、士官と接触があったわけではない。

一度か二度、演習の際の失敗を見とが

められ、叱責されたくらいだ。彼らが

行使する権力を恐れこそすれ、身近に

感じたことなど一度もなかった。

でも、マリリンはちがった。自から

積極的に兵士に関わり、兵士に要求す

る技能を自ら高いレベルで身につけ、

しかも、正しく、迅速で、揺るぎない

判断を下し、意志の強さとリーダーシ

ップを示している。

その姿は、軍人として立派というだ

けでなく、尊敬に値するものだ。

ビーチは今、マリリンのことを尊敬

していることに気づいた。そして、そ

の尊敬は、今目の前で、兵士たちの先

頭に立ち敵に立ち向かう姿を見て、さ

らに大きなものになっていた。
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しかし、たとえここにいる訓練生た

ち全員が彼女を自分たちの代表だと認

めたとしても、彼女だけがみんなを代

表して痛めつけられてよいはずはな

い。

彼女の痛みは全員の痛みなのだ。そ

れなのに、自分たちは今、手をこまね

いてそれを見ていることしかできない

‥‥。

そんな思いが、ビーチだけでなく、

訓練生全体を支配した。しかし、次の

一瞬、彼らは、そんなことすら考える

余裕がなくなった。

エル・スプレモが一歩踏みだし、そ

のごつい足で、マリリンの頭めがけて

まわしげりを食らわせたのだ。そして

次には、体を返しながら、マリリンの

顔に速い拳を見舞った。

その攻撃だけでも、か細い女装者に

とって大きなダメージになったのは明
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白だった。おそらく、マリリンのあご

は、そうとう傷ついたはずだ。

チームメンバーたちは、あえぐよう

な息づかいで、彼らのリーダーが痛め

つけられるのを見ていた。そして、そ

のあえぎは、エル・スプレモが彼女の

髪をつかみ、マットの上に仰向けに引

き倒した時、さらに大きなものとなっ

た。エル・スプレモは、マリリンの上

に覆いかぶさるように倒れ込み、その

両手を押さえ込んだ。

ところがそこで、そのごつい男の体

が、腰のあたりから持ち上がった。片

膝を折り曲げるようにしていたマリリ

ンの細い脚がすっと伸び、男の体を下

から突き上げたのだ。しかも、マリリ

ンの足は、通常の巴投げとはちがい、

腹に当てられているのではない。その

細いヒールが、股間に食い込んでいた。

呆然と見守る兵士たちの上に、エル
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・スプレモの大きなうめき声が響い

た。

股間に当てられたその足を払いのけ

ようと、彼が手を離したおかげで、マ

リリンの両手が自由になった。すかさ

ず、エル・スプレモの襟首をつかんだ

マリリンは、次の一瞬、彼の動きを利

用する形で、足をさらに上に突き上げ

た。

と、エルスプレモの体が、もんどり

打って飛んだ。

彼の背中が地面に衝突した振動は、

きっと国中の地震計に記録されたにち

がいない。

その衝撃音に、兵士たちは、エル・

スプレモは大ケガをしたかもしれない

と思った。しかし、彼が受けたダメー

ジは、その地面との接触だけではない

ようだった。彼は、両手を股間に当て、

彼自身を握りしめ、体を丸めてもだえ
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苦しみだしたのだ。

彼は息もできずにあえいでいたが、

そのあえぎは、股間の痛みから来るの

か、それとも「女」にノックアウトさ

れた悔しさから来るものか、よくわか

らなかった。それはまあ、どちらでも

同じようなものだが。

と、そこで‥‥。

マーリン少佐が、マットから立ち上

がった。

彼が、いつの間にマリリンからマー

リンに変わったのかは、兵士たちには

もちろん、コンスタンスにさえ、よく

わからなかったろう。殴られた時にで

きたらしい顔の傷から一筋の血が流れ

ている以外は、特にその外見に変化は

ない。にもかかわらず、その姿は、マ

リリンが女らしいのと同じくらい、男

そのものだった。

「これが、この作戦に男を使うもうひ
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とつの理由だ。闘うべき時には闘わな

ければならない。慈悲や道徳やためら

いさえ捨てて。そんな場面に、女らし

いやさしさの入る余地などない。必要

のなのは、男の、殺人者としての本性

だけだ。諸君が、もし、自分にはそん

な本性はないというなら、即刻、さっ

きの施設に移ってくれ。われわれのチ

ームに、そんな人間はいらないからだ」

そして、そこでまた、信じられない

ような転換が起こった。

今までマーリン少佐が立っていた同

じ場所に、次の瞬間には、やさしく微

笑むマリリンがたたずんでいたのだ。

その微笑みが、唇の腫れのせいで多少

歪んでいるとしても、それはまぎれも

なくマリリンだった。

その転換は、兵士たちに求められて

いる変身が、けっして外見だけでなく、

むしろ内面の変化によってもたらされ
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るのだということを如実に語ってい

た。今、目の前で見せつけられたマリ

リンへの変身は、そう理解するしかな

かった。

「それにね‥‥」

その微笑とともに、マリリンのやさ

しい声が響いた。

「エル・スプレモは、まちがってるわ。

あなたたちは、必ず、彼を倒せるよう

になります。もし、彼が、あなたたち

にその方法をちゃんと教えてくれない

のなら、あたしがもう一度、彼を相手

にやって見せます。‥‥わかったな、

このゲス野郎！」

最後のマーリンに戻ってのひとこと

は、もちろん、未だ体を丸めて転がっ

ている男に向けられたものだ。その言

葉に、男は力なくうなずいた。

「今日の武闘訓練は、これでじゅうぶ

んでしょう」
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マリリンが、そうつづけた。

「さあ、ロッジに戻りましょ」

兵士たちは、マリリンに従い、リビ

ングルームまで戻った。

ところがそこで、マリリンは、予想

外の命令を出した。整列して、気をつ

けの体勢で立てというのだ。

その号令は、やはりソフトでやさし

いものだったが、メンバーたちは、軍

曹のだみ声以上に敏感に反応した。

いつの間にか、コンスタンスがノー

トを取り出していた。彼女もまた、他

のメンバー同様レオタード姿で、ポケ

ットらしいものはついていないから、

事前にここに用意されていたのだろ

う。

コニーは、マリリンに寄り添うよう

に、整列した訓練生の前に立った。肌

にぴったり張りついた衣服を着ている
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せいで、訓練生たちの体の線がよくわ

かった。

マリリンは、列の端に近づき、訓練

生一人一人をじっくりと点検するよう

に見ていった。その場で、ゆっくりと

一回転させたりしながら観察し、その

あと、コンスタンスになにかささやい

た。どうやら、一人一人について、な

んらかのジャッジを下し、その内容を

コンスタンスがノートに書き込んでい

るようだ。

彼らがビーチの前へ来るまでに、マ

リリンのささやき声が部分的に聞こえ

てきた。それはどうやら、訓練生たち

の成績評価らしい。ほとんどが「Ｂ」

のランクに評価されていた。「Ｂ+」だ

とか「Ｂ-」だとか。

ところが、ビーチの順番が来たとき、

マリリンははっきりと「Ｃ」と言った

のだ。
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ビーチは、わけがわからなくなった。

自分はここまで、うまくやってきた

はずだ。もしかして、気づかぬ間に、

なにか評価を落とすようなへまをしで

かしたのだろうか？

彼は、列の端に立っていた(今や、

訓練生の数は五人になっていた)から、

そこで、マリリンとコンスタンスは、

ふたたび彼らの前方中央へと戻った。

「休め」

マリリンは、さっきよりさらに腫れ

た唇で微笑んだ。

「さて、私はここで、もう一度、みな

さんの志願を募ろうと思います。みな

さんが、ここまでよくやってくれてい

ることを、私は高く評価しています。

ただ、私は、敵地へ赴くチームメンバ

ーの安全が確保されないかぎり、みな

さんをその任務に就かせるつもりはあ

りません。また、不安をかかえたまま、
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作戦を見切り発車させるつもりもあり

ません。だからこそ、次の段階へ進む

かどうかは、みなさん自身で選んでい

ただきたいと思っています。作戦に必

要だから強制的に命令するというので

なく、みなさんが納得してくれること

が大切だと考えているからです。もち

ろん、みなさんに要求する以上、私自

身も同じようにすることを約束してお

きます。そうすることによって、私た

ちの女性としての仮面劇は、まちがい

なく容易になります。男としての生殖

機能を維持しなければならないという

一点を除いては。つまり、なにが言い

たいかといえば、作戦を成功に導くた

め、私たちは、体に手を入れる必要が

あるということです。ふたたび元に戻

せる範囲内で、少なくとも、将来の生

活に困らない程度に」

兵士たちは、いつかそんな話が出る
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のではないかと心のどこかで予感して

いたにもかかわらず、マリリンの話に

動揺していた。

「チーム全員が乳房と乳首を大きくす

るためにホルモンを摂取します。とは

いえ、作戦の目的からいっても生殖機

能を破壊するほど多量に摂ることはで

きませんから、豊胸手術の助けを借り

ることになるでしょう。さらに、女性

のイメージを強めるため、他にもあれ

これいじることになると思います。た

とえば、耳にピアスの穴をあけ、唇を

豊かにするために若干のコラーゲン注

入をする。人によっては、頬やあごの

ラインに手を加えることもあるでしょ

う。外科手術については、作戦完了後、

逆の手術をすることによって、元に戻

すことができます。ホルモンについて

は、乳首だけは、若干大きい状態が残

るかもしれませんが、投与をやめれば、
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次第に影響は薄れていくでしょう。以

前私が『個人的苦痛』と言ったとき、

みなさんは、外科手術までは考えてい

なかったでしょうから、これは、以前

の志願とは別の話です。あなたたちに

は、これを拒否する権利があります。

拒否したとしても、チームからはずれ

てさっきの兵舎に行くという以外、罰

を受けることはありません。それが必

要であることは、わかってもらえまし

たね。さあ、先へ進んでもいいという

人は、前に出てください」

訓練生たちはまだ整列したままだっ

たが、その動揺をおびえとして感じな

いのは、マリリンとの距離が以前より

ずっと近くなっているからだろう。今、

マリリンとの間に残っている隔たり

は、まさに志願に踏み出すための一歩

分だけだった。

今回も、最初にその一歩を踏み出し
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たのは、ビーチだった。

ビーチには、なぜ自分が、体を改造

するなどということに志願できたの

か、よくわからなかった。19歳の男‥

‥というか少年でしかない彼は、次々

に襲うショックのせいで――もっと成

熟した男なら当然持っているはずの―

―自分が誰で何者なのかという観念が

揺らいでいるのかもしれない。ただ、

今はっきりしているのは、マリリンの

チームに加わりたいということだけだ

った。

彼は、一歩前に踏みだし、これまで

以上に胸を張って気をつけの姿勢をと

った。その瞬間、短い髪の男がタイツ

とレオタードを身につけているという

違和感さえも消え失せて見えた。

彼の動きをきっかけにして、他のメ

ンバーも動いた。最初に、ジェイミ・

フォックスが、つづいてキャロル・ス
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ティーブンソンが、そしてもう一人、

まだ名前を知らないブロンドの兵士

が、前に出た。

ただ一人だけ前に出るのを拒否した

のは、やはりビーチにはあまり記憶の

ないごく平均的な見かけの訓練生だっ

た。

少し間をおいたところで、彼の決意

が固いと見たマリリンがうなずいた。

彼女の目は、説得できなかったその一

人に、出ていくように語っていた。彼

は、まわれ右をし、部屋を出て、例の

収容施設へと向かった。

これで、訓練生は四人になった。

「よろしい。みなさんの理解に感謝し

ます」

マリリンは、腫れのせいで引きつっ

た笑顔で言った。

「じゃあ、部屋に戻って、シャワーと

着替えをしてきてください。みんなが
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戻ったところで、ブランチにします。

ブランチのあと、順に軍医の診察を受

けることになります。その間に、私も、

あなたたち一人一人と個人面談するこ

とにします。コニー、スケジュールを

つくっておいてね。‥‥解散」

ビーチが部屋に戻ると、そこにキャ

シーとカレン、そしてもう一人のイン

ストラクターらしい女性が待ってい

た。

まずキャシーが、彼をバスルームに

連れて行き、シャワーを浴びさせた。

体を洗っているとき、ビーチは、そ

の脚や胸のなめらかですべすべの手触

りに、どこかワクワクするものを感じ

ていた。

なくなった体毛がいつ伸びてくるの

かは見当がつかなかったが、中和剤か

なにかを使うまで生えないのだと言っ



181/479

たキャシーの言葉がどうやら本当らし

いことは、あごや頬を触ってみてわか

った。

彼のヒゲは、もともとそんなに濃く

はない。陸軍の規定を無視して１日お

きに剃っていても、なんの問題も起き

ないほどだ。しかし、それにしても、

ふつうは、剃りあとのざらざらした感

じが残るものだ。ところが今は、それ

すらなく、脚同様になめらかなのだ。

短い頭髪では洗うのに時間がかかる

わけでもなく、間もなく彼は、シャワ

ースペースを出た。

と、待っていたキャシーが、昨日と

同じローションを使うように言い、そ

のあと、見たこともない肌色のストラ

ップのかたまりを取り出した。

「いいニュースと悪いニュースがある

わ」

キャシーが、なんだかニヤニヤしな



182/479

がら言った。

「いいニュースは、今日は、ちゃんと

した女の子の服が着られるってこと。

悪いニュースは、そのために、あなた

の男性自身をわからないように隠さな

きゃいけないってこと。これは、ガフ

っていうのね。男性生殖器を隠すため

のもの。どうやって使うか、教えるわ。

そうとうつけ心地の悪いものみたい

ね。特に初めて使う人にはね。最初だ

けはやってあげるけど、明日からは自

分でやるのよ」

彼女が浮かべるニヤニヤ笑いは、け

っして同情してのものではなかった。

そのことがなにより、これまでまだ多

少疑っていたビーチに、彼女の性が生

まれついてのものだということを確信

させた。ことに、その極悪非道の下着

を所定の位置に装着された時、確信は

さらに深まった。もし、これを一度で



183/479

も自分で使ったことがある男なら、け

っして、こんな無慈悲にはなれないは

ずだ。

彼の睾丸は体の中に押し込まれ、陰

茎は、ガフによって、股の間にがっち

りとホールドされた。もし、このまま

命を長らえられたとしても、とても勃

起はできないだろう。唯一の救いは、

それさえはずせは、復活するというこ

とくらいだ。

そんなふうに「彼」がしまい込まれ

たところで、キャシーは、新しいエメ

ラルド色のパンティを手渡し、そのあ

と、彼をバスルームから連れ出した。

ベッドルームに戻ると、ビーチは、

また例のバーにつかまるように言わ

れ、ウエストに新しいコルセットを巻

かれた。今度のはどうやら、オーダー

メイドのようだ。地の色は、彼のシン
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ボルカラーになっているらしいエメラ

ルドグリーン。それに、白いレースの

ふちどりがされている。

キャシーは、昨日のコルセットより

さらにきつくひもを絞ったようだが、

なんだか昨日のより楽な気がした。押

さえつける圧力が、体に沿って均一で、

どこか一ヵ所に強くかかるということ

がないからだろう。とはいえ、それで

呼吸がしやすくなったということでは

ない。

ストッキング（また黒の極薄地で、

シームが入っていた）や靴（やはりア

ンクルストラップがついていたが、ヒ

ールは昨日より高かった）は、まだ一

人では履けなかった。

最後に、あちこちのよじれなどを直

したところで、キャシーの仕事は終わ

った。

ところが、まだ鏡台の前には連れて
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行かれなかった。

その代わりに、初対面のインストラ

クターを紹介された。

「よろしく」

彼女は歓迎の笑顔で言った。

「私は、クリスタル(※)。女性ファッ

ションと、仕草やマナーのインストラ

クターよ。今日はローブなんかじゃな

く、ふつうのお洋服を着ます。しばら

くしたら、あなたの個性や体型に合う

服をいっしょに選ぶことになるけど、

今日は、すべての訓練生が、スカート

とブラウスを着ることになってるの」

(※訳注 綴りは‘Kristal’頭文字はやはり‘K’)

そう言いながら、彼女は、エメラル

ド色のロマンチックな感じのブラウス

を取り上げた。流れるように柔らかそ

うなそでと、やはりふわっと柔らかな

衿がついている。着てみると、ビーチ

の動きに合わせて、生地が大きく揺れ
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た。

次に、クリスタルは、デニムのミニ

スカートを手に取った。履いてみると、

これもゆったりした感じだったが、そ

こで、クリスタルがジッパーを上げた。

引っかかることもなく上がったもの

の、そのおかげで、生地がヒップのラ

インに沿ってタイトに密着した。こと

に、きつく絞られたウエストをさらに

上から圧迫し、くびれを強調した。

しかし、坊主頭と少年の顔ては、そ

んな女っぽい服は、いかにも不釣り合

いだ。

いよいよ、カレンの出番だった。

とはいえ、メイクの間、カレンはあ

まり手を出さなくてもよかった。ビー

チは、昨日のレッスンをしっかり身に

つけていて、ほどなく、手の込んだメ

イクのわりには素肌っぽく見える若い

女性「サンディ」が出現した。
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ウィッグについては、カレンが丸一

日つけていても型くずれさせないケア

の方法を教えながら進めた。

今後、訓練生たちが自毛を伸ばすこ

とは明らかだったので、ウィッグをつ

けることそのものは、さほど重要な技

術ではない。でも、自毛を伸ばした時

の練習のためにも、日中のヘアケアは、

身につけておく必要があるということ

だった。

すべての変身が終わり、立ち上がっ

たサンディは、インストラクターたち

に微笑んだ。

「ありがとう」

彼女は、ソフトな声で言った。

キャシーとクリスタルの二人にとっ

て、サンディが完全に変身した姿を見

るのは、これが初めてだった。二人は、

ぽかんと口をあけて見ていたが、やが
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て、お互いの顔を見合わせた。無意識

のうちにサンディと自分たちを比較し

たのだ。

そしてその結果、カレンを除けば、

サンディの美しさに対抗できる女性は

ここにはいないことを認めざるを得な

かったようだ。そのカレンにしても、

サンディのように豊かな黒髪やくびれ

たウエストはない。サンディより女っ

ぽく見える点をあえて挙げるとすれ

ば、小柄だということくらいだろう。

二人の顔に、ショックや、それに嫉

妬さえ現れたことは、サンディにもよ

くわかり、彼女はうれしそうにくすっ

と笑った。

サンディは、カレンをハグし、無言

のうちに感謝の気持ちを伝えたあと、

きれいにカットされた眉をちょっと持

ち上げるようにしてきいた。

「で、次はなあに？」
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「‥‥あっ」

やっと驚きから覚めたキャシーが答

えた。

「もう、ブランチに行っていいわよ。

前へ～、進め」

その言葉に、サンディが行きかけた

ところを、クリスタルが呼び止めた。

「私はいつも、ロッジのいちばん奥の

自習室にいるわ。他の課題のない時間

は、顔をのぞかせて。ファッションに

ついて、いろいろお話をしましょ。そ

れから、あなたのしゃべり方を矯正し

て、女性らしいおしゃべりも修得しま

しょうね。今のやさしいしゃべり方、

最初にしては悪くないわ。でも、言葉

づかいや語尾の矯正は、まだ時間がか

かるでしょうね」

サンディは、うなずいて部屋を出た。

食堂に着いたのは、今回はサンディ
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が最初ではなかった。すでにジェイミ

・フォックスがいたのだ。彼女はチョ

コレート色の目と合わせたらしい、濃

いワインレッドのブラウスを着てい

た。

次にやってきたのは、キャロル・ス

ティーブンソンだった。彼女の顔の特

長を活かした薄めのメイクは、昨夜と

同様に、最大限の効果を発揮していた。

そのロイヤルブルーのロマンチックな

ブラウスは、彼女の透き通った青い目

を活かすものだったが、同時に、その

赤毛をさらに燃え上がらせて見せた。

ストレートヘアがウエストあたりまで

あるサンディとはちがい、キャロルの

髪は、小さくカールして、衿のあたり

ではずんでいた。そのヘアスタイルは、

彼女に合っている気がした。コイルば

ねのように好き勝手に動くそのカール

は、彼女の気まぐれな性格――本当の
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ところはまだ知らないのだが――をよ

く表している感じだ。

少しすると、最後のメンバーも到着

した。彼女は、ビーチがこれまで見た

こともないほどきれいなブロンドだっ

た。驚くほど細身の体が、エレガント

な感じを醸し出している。着ているブ

ラウスは黒で、それが、金色の髪を引

き立たせ、まるで後光が射しているよ

うに見せていた。

すべての訓練生たちは、昨日より高

くなったヒールに、ちょっと手こずっ

ているようだった。３インチから４イ

ンチに変わるのは、ぺちゃんこの靴か

ら３インチのヒールに慣れるのと同じ

くらい大変だったのだ。将来履くこと

になるらしい６インチ(約15センチ)の

ヒールなど、本当に履きこなせるのだ

ろうか？
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お互いもっと知り合いたいと思った

四人の訓練生たちは、自然に一ヵ所に

集まった。

サンディは、まだよく知らないブロ

ンドの女の子に笑いかけ、自己紹介し

た。

「あたしはサンディ・ビーチ。ごめん

ね、あなたがいたのは知ってたけど、

まだ名前を覚えてないの」

この作戦よりずっと前、初めてサン

ディと呼ばれた時からはじまったその

駄洒落に、金髪の女の子は、やはりく

すりと笑い、そのあと、ちょっと恥ず

かしそうに目を落とした。

「みんな、あたしの選んだ名前が、ら

しくないって言うのよ。あたし、本名

はスタン・ホワイトっていうんだけ

ど、シャロン・ストーンが好きだから、

シャロンってつけたのね。でも、みん

な、あたしはシャロンって感じじゃな
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いって」

「そうね、あなたはもっと清楚な感じ

だから」

キャロルが会話に加わってきた。

「やっぱり、女性名は変えた方がいい

かもしれないわね。たとえばねえ‥‥」

全員が、なにか考えはじめたキャロ

ルの方を見た。

そのせいで、四人とも、背後から、

マリリンとコンスタンスが近づいてき

たのに気づかなかった。

「‥‥こういうのはどう？ スタン(S

tan)・ホワイトは、若くてもエレガン

トな、バナ(Vanna)・ホワイトになり

ました‥‥って」(※)

キャロルは、そう言って笑った。

(※訳注 ‘Stan’は‘standard’に通じ、‘Vanna’は

‘Van’＝‘advance’の女性形 つまり「平凡だった少

年が、女性化することで抜群の美人になった」と言って

いる)
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新たに命名されたバナを除く全員が

いっせいに笑い出した。と、キャロル

やサンディの女の子っぽいくすくす笑

いとはまた少しちがう上品な笑い声が

それに加わった。いつもエレガントな

コンスタンスだった。

どうやら、バナの名はバナに決定し

たようだ。サンディは、もうこれで、

けっして彼女の名を忘れないだろうと

思った。

ブランチが始まった。

今回はビュッフェ形式ではなく、ひ

とつの大きな丸テーブルが準備され、

それを六人全員でかこむものだった。

最初の料理が給仕された。小さな盛

りつけだったが、すでに全員が、コル

セットによる限界を心得ていた。

ブランチの間、マリリンは、軽いお

しゃべりをつづけた。ただ、その中で、
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どんな場合においても、お互いを女性

名で呼びあうことを全員に再確認させ

た。

マームではなくマリリンと呼ぶこと

は、彼らの間にざっくばらんな感じを

つくりだし、女性士官に対する敬称が

つい口を突くようなことも、自然にな

くなっていった。

この食事は、全員にとって、ここに

招集されて以来、初めてくつろいだ時

間となった。しかし、驚くべきことは、

丸一日と少しの間に、彼らの数が半分

になっていることだった。

ブランチが終わりに近づいたところ

で、コンスタンスが、例の事務担当士

官のしゃべり方で言った。

「聞いてくれる、みなさん？ 今、ち

ょうど11時をまわったところです。こ

のあと、12時までは自由時間とします。
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食後の化粧直しなども、この間にすま

せておいてください。キャロル、あな

たは12時になったら診療所に行って。

そのあと、１時間おきに、ジェイミ、

バナ、サンディの順で、診察を受けて

ください。ロッジを出るとすぐに案内

標識があるから、それに従って、小径

を右側に行ったところね。距離は200

ヤード(約180メートル)くらいです。

ヒールの練習には、ちょうどいい距離

ね。道は舗装してあるから、心配ない

わ。同時並行して、マリリンとの面談

も行います。場所はラウンジ、つまり、

ゆうべカクテルを飲んだ部屋ね。こち

らはさっきと逆の順で行うことにしま

す。つまり、サンディ、あなたが最初

ってわけね。なにか、質問は？」

「手術は、いつやるんですか？」

バナが聞いた。

「それは、診断次第ね」
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コンスタンスは、まずそう答え、つ

づけた。

「でも、いずれにしても数日中よ」

そのあと、しばらくつづいた沈黙に、

それ以上の質問はないと判断し、マリ

リンが立ち上がった。

チーム全員がそれに従い、すぐに、

それぞれの部屋に散って行った。

部屋に戻ってメイクを確かめたが、

さほど化粧崩れしている様子はなく、

サンディは、そこに小さな魔法を施す

にとどめた。でも、それで、サンディ

の顔は、さらに可憐な花のようになっ

た。

言われた時刻には、ずいぶん間があ

ったので、彼女は安楽イスに腰掛け、

痛む足を休ませた。まだとても、ヒー

ルに慣れたとは言えない。この靴で、

舗装路を200ヤード(しかも往復)も歩
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くのは、とても楽しいこととは思えな

かった。でも、するしかないのだろう。

いずれにせよ、診療所に行くのは最後

なのだから、もっと後の話だと考えな

がら安楽イスに座っているうちに、ち

ょっとウトウトしてしまったようだ。

ハッとして目覚め、あわてて時刻を

確かめた。幸い、髪をブラッシングす

るくらいの時間はあったので、それを

終えてから、サンディは、コルセット

とヒールが要求してくる優雅な歩き方

で、ラウンジへと向かった。

マリリンは、ひとりで待っていた。

この息を呑むようなブロンドのそば

に、コンスタンスの姿がないのは、初

めてのことだった。

マリリンは、その腫れた唇のせいで

完璧な顔が損なわれ、どこか痛々しい

印象だった。



199/479

さらに近づくと、そればかりでなく、

目の周辺もちょっと腫れているのがわ

かった。魔法のようなメイクで隠され

てはいるが、それがなかったら、きっ

とアザが見えるのだろう。

安楽イスに腰掛けたマリリンは、優

雅に脚を組んでいる。その姿は、やは

り女にしか見えない。彼女のスカート

は、他のチームメンバー同様、短いの

だが、その奥をうまく隠し、しかも、

そこにあるはずの禁断の果実をほのめ

かしさえしていた。

「いらっしゃい、サンディ。時間どお

りね。飲みたいなら、なにかソフトド

リンクを取って」

むしろ、その提案が、サンディにの

どの渇きを覚えさせた。というより、

この面談に対する緊張が募ったせいか

もしれない。

この面談は、なんのためにやるのだ
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ろう？

彼女は、自分はここまで、うまくや

ってきたと思っていた。それなのに、

さっき、マリリンは「Ｃ」と評価した。

他の子たちは「Ｂ」だったのに‥‥。

緑の目をした美少女は、自らの気持

ちを立て直すための時間を稼ごうと、

バーに近づき、そこにあったソーダを

注いだ。しかし、マリリンの前に据え

られたイスまでの距離がさほどあるわ

けでもなく、ほどなく、サンディはそ

こに座っていた。座る前に、スカート

の後ろをなでつけるのだけは忘れなか

ったが。

「サンディ、まず、今の状況について

の率直な感想を聞かせてくれない」

マリリンがきいた。

「どう言ったらいいのか‥‥。信じら

れないような２日間でしたから」

サンディは言葉を選びながら言っ
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た。そして、そのあとしばらく考える

ようにしてから、つづけた。

「正直に言って、あたしは今、なによ

り成績のことが気になってます。最初

から悪い成績で、この先１年、やって

いけるのかって」

「あなたは、よくやってるじゃない」

マリリンは、ちょっと意外そうな顔

をしたあと、つづけた。

「実際、新兵の中であなたがベストだ

と思ってるわ。あなたに関しては、こ

こで話そうと思ったのは、そのことだ

けなんだから。あなたは明らかに、こ

この女の子たちのリーダーよ。じつは

今夜、夕食の時に、あなたの昇進を発

表しようと思ってるの。正式に、あた

しとコンスタンスに次ぐ、ナンバース

リーになってほしいから」

サンディの驚きが、その表情に表れ

た。
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彼女は、この面談を、彼女に改善を

迫るか、それとも、例の兵舎行きを宣

告するための、恐ろしい「カウンセリ

ング」としてとらえていた。

それなのに、マリリンは、ほめてく

れた。しかも、昇進？

その驚きに、サンディは思わず――

コルセットが許す限りの――大きなた

め息をつき、イスにもたれかかった。

「なにか、問題でもあるの？」

マリリンが、心配そうにきいた。

「い、いえ。なにも。ただ、あたしは、

あなたを失望させたんじゃないかと思

ってたから‥‥」

「えっ、どうして？」

「だって、さっきあなたが、あたした

ちに成績をつけてたとき、他の子は

『Ｂ』って評価してたでしょ。『Ｂ+』

とか『Ｂ-』とか。なのに、あたしは

『Ｃ』って言われたみたいだから。な
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にがいけなかったのかって‥‥」

とたん、マリリンが爆笑した。それ

は、彼女の優雅で女らしい見かけにふ

さわしくはなかったが、どうしても抑

えきれないという感じだった。

その笑いはさらにつづき、最終的に、

彼女がテーブルの上のレモネードを取

り、そのすっぱい果汁が傷ついた唇に

滲みるまでとまらなかった。

なんとか息を整えてから、彼女はや

っと話し始めた。

「もお、サンディったら。なんてかわ

いいの。それは、全然見当違いよ。あ

たしたちは、学校の先生みたいに成績

ランクなんてつけないわ。あれはね、

あなたの胸の大きさを決めてたの。あ

なたは、Ｃカップのおっぱいを持つこ

とになるのよ、お嬢さん。きっとみご

となプロポーションになると思うわ。

他の子たちはたぶん、コニーみたいな
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エレガント路線から、ボーイッシュな

女の子って路線の間の、どこかに落ち

着くんでしょうね。みんな、美人には

なれるでしょうけど、スレンダーな美

人って感じね。彼女たちの顔や動作を

見てると、それが合ってると思うのね。

だとすると、バストは、平均か、それ

よりちょっと小さめでしょ。でも、あ

なたの場合は、それとはちがうと思う

の。どうやら、あなたには、天性の素

質みたいなものがあるわ。とっても魅

力的なね。だから、あたしたちは、あ

なたを、チームの中でいちばんプロポ

ーションがよくって、いちばん女の子

っぽい女の子にしようと決めたの。こ

この女の子たちの中で、誰よりもきれ

いな曲線とかわいい顔を持つ女の子に

ね。そもそも、この作戦には、いろん

なタイプの女の子をそろえる必要があ

るの。コンスタンスは、あたしを、ブ
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ロンド美人だけど頭はからっぽってタ

イプにしようと計画してるわ。だから、

あたしは今、『お馬鹿さん』に見せる

練習を始めてるの。あなたは、またち

ょっとちがって、近づいてくる男が、

一目見るなり夢中になっちゃうような

タイプね。でも、近づいたら最後、飛

んで火に入る夏の虫って感じで、男た

ちは手も足も出せず、身動きとれなく

なっちゃう。そんな‥‥ちょっと悲し

みを湛えた、けなげな美少女って路線

かな。あなたは、この前もう、それを

効果的に使ったでしょ。あのウエイタ

ーに対してね。サンディ、安心してい

いわよ。あなたはなんの問題もなく、

うまくやってるんだから」

マリリンの、保証するという感じの

言葉に、サンディはちょっと気が楽に

なり、元気を取り戻していた。

それで、自分のドリンクをひとくち
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飲んだあと、マリリンに恥ずかしそう

な笑顔を向け、きいた。

「ほんとに、あたしって‥‥きれいで

すか？」

「ええ、あなたは今でも、すごい美人

よ」

マリリンは、そううなずいてから、

つづけた。

「だけど、もっともっと、信じられな

いくらいの美人になってほしいの。そ

うだ、あなたのファッションと仕草の

インストラクターは‥‥そう、クリス

タル、だったわね」

サンディはうなずきながら、いつも

コンスタンスのメモに頼っているよう

に見せているマリリンが、じつは、こ

の作戦のすみからすみまで熟知してい

るにちがいないと感じた。この輝くよ

うなブルーの目の後ろには、きっと高

性能なコンピュータが隠されているの
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だろう。

マリリンは、あのマリリン・モンロ

ーがじつはそうだったように、優れた

知性を隠し「頭がからっぽな女の子」

というペルソナを演じようとしている

のだ。

そう考えたサンディは、思わず、古

い映画の中で演技するマリリンの姿を

思い描いていた。しかし、マリリンが

話をつづけたので、あわててそちらに

集中した。

「クリスタルに、今あたしが話したイ

メージを伝えて。あなたがめざすのは、

官能的だけどけっして安っぽくはない

女の子だって。男が守らずにはいられ

ないと感じるようなけなげさとはかな

さをただよわせている。でも、部屋に

入ったとたん、自動的にみんなの目が

集中するほどの美少女。そんなふうに

ね。彼女は、きっとわかるはずよ。い
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ずれにせよ、作戦から脱落するなんて

心配、もうしなくていいわ。じつは、

今の人数がちょうど、当初から予定し

てたチームの定員なの。あなたたち全

員にショックを与えつづけてたのは、

チームの精度を高めるために、不的確

な人たちをふるい落とす必要があった

から。この作戦に必要なある種の願望

を持っている人だけを残すためだった

の。そう、願望‥‥それが、この訓練

を進めていく上で、いちばん重要なこ

とだと思うのね。素質以上にね。残っ

た女の子たちは、みんなそれを持って

るわ。その中でも、あなたはいちばん

持ってると思う。ここから先は、あな

たが困難を乗り越えられるように、あ

たしたちはいくらでも手を貸すつもり

よ」

「つまりそれは、エル・スプレモも含

めてってことですね？」
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その言葉に、マリリンの顔つきが、

一瞬にして鋭いものになった。

「‥‥あのシチュエーションに、なに

か、おかしなものでも感じた？」

サンディは、ふたたび、自分が試さ

れていることに気がついた。

その美しいブルネットの娘は、すこ

しの間、答えるのをためらっていた。

サンディは、マリリンが彼女の位置

づけを話してくれたことで、もうじゅ

うぶんに満足していた。これ以上、こ

とをややこしくしない方がいいのかも

しれない。

でも、彼女も、それに他の訓練生た

ちも、今後、さらなる困難に――精神

的にも、肉体的にも――立ち向かわさ

れつづけるのだろう。そして、それら

を計画しているのは、すべてマリリン

とコンスタンスなのだ。

今の疑問は、シンプルな事実を積み
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重ねて得た彼女の洞察力によるものだ

った。そんな考えを頭の中でまとめ、

彼女は口を開いた。

「ええ、エル・スプレモは、ここに来

て以来初めて出てきた敵対的なインス

トラクターでした。そして、あなたが

敵対的な態度をとった唯一の人物でも

ある。エル・スプレモという名前がつ

けられていることからして、彼は、あ

たしたちの仮想敵として設定されてる

んでしょ。あたしたちはいずれ、彼が

どうしても勝てないほど強いわけじゃ

ないと学ぶことになってるんじゃない

ですか？ もちろん、それは、簡単じ

ゃないんでしょうね。あのぶ厚い唇は、

かなり不気味だし。でも、スーパーマ

ンってわけじゃない。それがわかった

ら、戦い方も見えてきます。といって

も、まだ今のところ、やっぱり恐ろし

いですけど。もちろん、あなたのアク
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ション(※)を見てて、あなたもそうと

う恐ろしい人だと思いましたけどね」

(※訳注 格闘の「アクション」と「行為・行動」とい

う両方の意味で言っている)

サンディが話し終わると、マリリン

の顔つきがまた変わった。魅力的なの

だけれど、驚くほど空虚な、いわばあ

どけないという感じの顔になったの

だ。そして、こくんと小首を傾げて言

った。

「えっ？ おそろしい‥‥？ あたし、

あなたの言ってること、むずかしくて、

よくわかんな～い。だってぇ、あたし、

女の子だもん」

その言葉に、サンディは思わず吹き

出していた。その馬鹿っぽくて、頭が

からっぽな「マリリンのそっくりさん」

は、まだ完璧ではなかったけれど、た

しかに恐ろしいほど魅力的で、かつ、

かわいらしかった。
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どうやら彼女は、マニキュアを何色

にするかという方を、人生の重大事(※)

だと決めたようだ。

(※訳注 原文は“a major life decision”：‘major’

には「少佐」の意もあり、「少佐としての決着」とも読

みとれる)

そのあと、また一瞬にして、彼女の

目に鋭いまなざしが戻った。

「たいへん得るところの多い面談でし

た。どうか、あたしの言ったことを忘

れないでください。どう考え、どう振

る舞うかということの方が、肉体を変

えることなどよりずっと重要なのだと

いうことを。それは、お互いにとって、

タフな課題となるはずです」

マリリンは、そう言って立ち上がっ

た。

サンディも、彼女とともに立ち上が

り、握手しようと片手を差し出した。

しかし、マリリンは手を出さず、そ
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の代わりに体ごと前に傾き、サンディ

をハグすると、頬のそばで「チュッ」

と音を立てた。その一連の仕草は、こ

れまでにも増して女性的だった。

サンディはふたたび、彼らのリーダ

ーがすでに獲得している技量の幅広さ

に舌を巻いた。

部屋に戻りながら、サンディは、こ

れから始まる日々の大変さを思い、小

さく首を振った。しかし、マリリンか

らの激励のメッセージは、与えられた

任務にベストを尽くそうという彼女の

思いに、ふたたびエネルギーを注ぎ込

んでいた。
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chapter 5 Tragedy!
‥‥悲劇！

訓練生たちは、単調というにはあま

りに多忙な日課の中で日々を送ってい

た。

彼らは毎朝、ストレッチとエアロビ

クスのワークアウトをこなし、そのあ

と、エル・スプレモと対決した。その

結果、体のそこらじゅうにアザをつく

ることになったが、それでも彼らは、

自分自身の中に、その悪漢に立ち向か

い打ち負かすだけの勇気があるのを見

出していた。

この分野では、サンディの合気道の

経歴が存分に活かされ、その技量を示

すことで、新兵たちのリーダーという

ポジションを不動のものとした。

彼らはいつも、朝食ではなくブラン
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チをとっていた。つねにコルセットを

つけていることで、彼らの胃は圧迫さ

れ、多くの食物を摂ることはできなく

なっていった。その結果として、そし

てホルモン投与の結果として、運動し

ているにもかかわらず、筋肉のごつご

つした感じは消えていった。特に、上

半身でそれは顕著なものとなった。

もちろんそれは、マリリンを含めた

チームメンバーが、かわるがわる診療

所を訪れ、種々の手術を受けた結果で

もある。

最終的に、サンディは、約束された

とおり、最もプロポーションに富む体

を手に入れた。そして、マリリンがそ

れに次ぐものとなった。

他のメンバーたちも、それぞれにユ

ニークで、それぞれに魅力的なペルソ

ナを育てていた。
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コンスタンスは、本来男である他の

メンバーにはおよばない洗練されたエ

レガンスを持つパーソナリティにさら

に磨きをかけていた。彼女の最終兵器

は冷たい微笑だ。それは、どんな男を

も、一瞬にして、ぶざまな無能力者に

してしまうだろう。

マリリンは、かわいらしさへの想像

力を駆使し、頭のからっぽなブロンド

娘像を完成させた。彼女は、日常生活

では短い音節の言葉しか使わなくな

り、ことに「かわい～」とか「ほんと

ぉ」とか「すてきッ」とかばかりを多

用するようになった。

ジェイミは、ボーイッシュな女の子

という路線をとっていた。もともとあ

った中性的な感じを残したままで、そ

れが、驚くほどの効果を発揮していた。
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見かけは明らかに女性に見える。でも、

髪はショートにとどめ、チームの中で

いちばんスレンダーな体をしている。

この一見女性であることを拒否したよ

うな外見は、みごとに逆転する。彼女

は、けっして意図的にそうしているわ

けではなく、たとえばミッション系の

全寮制女子校のようなところで育ち、

女とは何なのかをまだ知らないのだと

いう印象を与えるのだ。これは、男の

保護者的本能を刺激する。同時に、こ

んなに無垢な娘なら、男ができること

の標準を知らないだろうから、自分が

傷つくこともないだろうという安心感

をも抱かせる。いわば彼女は、クラシ

ックな温室の中で花開くのを待つつぼ

みなのだ。ただ、じつは、全員の中で

彼女が最も性経験が豊富なのだという

事実を、サンディだけは知っていた。
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キャロルは、その燃えるような赤毛

とともに、不良っぽい女の子という路

線を走っていた。すべての会話に性を

ほのめかす単語がちりばめられ、すべ

ての動きが彼女の新しい体型――それ

が平均的なものでしかないとしても―

―を強調する。タイトなミニスカート

やネックラインが大きく開いた服を

着、ラメのたくさん入ったメイクをし

ていた。それが、彼女のルックスを、

センスはいいけれどカルい女の子に見

せていた。つまり、体を売る女ではな

いまでも、愛の交歓を積極的に楽しむ

セックス感度の高い女の子に。

バナは、マリリンと同じ青い目のブ

ロンドでありながら、逆にインテリ路

線を進んでいた。ふつうよりも高いヒ

ールとシーム入りストッキングを除け

ば、いつもかっちりした服を選んだ。
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とはいえ、その下には、レース使いの

多いデリケートで女っぽいランジェリ

ーを着け、時として、それをのぞかせ

るという術も身につけていた。彼女の

ペルソナは、てきぱきと勤勉に仕事を

こなすキャリアウーマン。でも、仕事

に没頭するあまり、未だセックス経験

はない。そしてじつは、長年それにあ

こがれている‥‥というものだ。たと

えば、家ではいつもロマンス小説を読

み、できることなら、明日の朝仕事に

行くまでの間、エレガントなドレスに

身を包んで強い男に抱かれたいと夢み

ている。いったん「堅い娘」という防

御膜が破られようものなら、何年もの

間たまりにたまったファンタジーが一

挙にあふれ出す‥‥とでもいうよう

な。

そんな中でも、目を見張るような変
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身を果たしたのは、やはりサンディだ

った。

クリスタルの専門的指導のもと、彼

女はまず、女性的な仕草や身のこなし

を習得した。今、彼女は握手を求めら

れたとき、そのしなやかな手首ととも

に手の甲を上に向けて差し出す。それ

は、その手を握ることよりも、そこに

キスすることを要求していた。

彼女の服選びのコンセプトは「人の

気をひく」ということ。基本的には、

スカートは膝上丈くらいで、ネックラ

インもさほど開いていないおとなしめ

のデザインだ。ただ、スカートの深い

スリットや、ブラウスの胸元のレース

などから、呼吸の一息ごと、そよ風の

一吹きごとに、隠された宝物がちらり

とのぞく。しかしそれは、必ずという

わけではなく、しかも、一瞬のことだ。

そんな一瞬の悦びを得るためには、結



221/479

局、男たちはいつも彼女から目が離せ

ない。気になってしかたがない存在に

なるのだ。

彼女は、それをさらに進め、より女

っぽい動きを身につけていった。一歩

ごとの腰の揺れは、彼女の完璧なヒッ

プラインを浮き立たせた。一方、それ

にもかかわらず、長いまつげや、つや

やかな髪のほつれ毛越しに注がれる視

線は、そのエメラルドの輝きとも相ま

って、慎み深さを印象づけた。

彼女はチームの中で、最も長い間ウ

ィッグを使っていた。彼女自身の髪が

ウエストまで伸び、それをやめたとき、

そこには、にせ物の髪以上の輝きがあ

った。

また、彼女はボイストレーニングを

重ね、明るく音楽的で、聞くものに悦

びを与える声を手に入れていた。

もはや専門家の域にまで達したメイ
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クの腕前は、彼女の目をいつもちょっ

と潤んだように見せ、さらにそれをあ

どけない印象でふちどった。一見する

と15歳にさえ見え、しばらく見ていて

やっと20歳前後だと気づくという顔を

巧みにつくっていた。

もし、こんな美少女が悲しげな顔を

していたら、男たちは、彼女を助ける

チャンスを得るため、どんな遠い国か

らでも駆けつけるだろう。そして実際、

彼女は、悲嘆に暮れている感じを抱か

せる、デリケートに口をとがらす表情

を完成させていた。

ところが、そんな印象が、ねらいを

超えて現実のものとなってしまった。

目標物窃取訓練が始まり、ことに、

キーピッキングの訓練が始まった時の

ことだった。

サンディはなぜかこれが苦手で、与
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えられた課題をこなすのにひどく時間

がかかった。

それに対して、ジェイミは、南京錠

でも、手錠でも、ドアの鍵でも、クリ

ップかヘアピン１本あれば、本来の鍵

で開けるのと同じくらいの短時間で開

けてしまうのだ。

サンディの技術を必要なレベルまで

引き上げようと、ジェイミは何時間も

練習につき合ってくれたのだが、それ

でもなかなかうまくいかず、サンディ

は、こんなことでは、マリリンの馬鹿

っぽい見せかけの裏で進行しているは

ずの作戦計画から、自分が除外されて

しまうのではないかと悩んだ。

ことに、全員が爪を伸ばすことにな

ったときには、その悲嘆は、ほとんど

絶望へと変わった。

ある晩、そんな思いが募ったサンデ
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ィは、大きな窓のそばに立ち、外を見

ながらしょんぼりしていた。その目に

は、涙さえたまっていた。と、そこに、

マリリンが近づいてきた。

「どうかしたの？」

サンディの落胆した様子に気づいた

のだろう。マリリンは、いつもの馬鹿

っぽい感じでなく、やさしい口調で声

を掛けてきた。

「どうしても、ピッキングが‥‥。そ

の上、これでなんて‥‥」

サンディは、長い赤い爪をかざしな

がら、とぎれとぎれに言った。

「このままじゃ、チームからはずされ

るんじゃないかって‥‥」

「心配しないで。あなたはチームの大

事な一員よ」

マリリンは、まず、そうなぐさめた。

「他の誰かが自分の役割を果たせなく

なった時、その代わりを務めるために、
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すべてのメンバーがレベル以上の技能

を身につけることは必要よ。でも、そ

れは、チームの全員が全分野に精通し

てなきゃいけないってことじゃない。

あなたは、他の分野では人並み以上の

力を発揮してるわ。もちろんピッキン

グも、他の分野同様、ベストを尽くし

てほしいとは思うけど、この分野では、

あなたに、バックアップという以上の

期待はしてないわ。あなたの得意分野

で、他のメンバーが、あなたのバック

アップにまわるようにね。だいじょぶ

よ。あなたが困難を乗り越えられるよ

うに、いくらでも手を貸すって言った

でしょ」

「ほんとに？ あたしはやっていけ

る？」

サンディは、もう一度確認するよう

にきいた。

「ええ、あなたは、立派にやってるじ
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ゃない」

マリリンは、それを保証した。

サンディは、泣き笑いで、マリリン

の胸にすがりついていた。それはまる

で、姉に甘える妹のようだった。二人

の関係は、すでにそんなふうになって

いた。

二人の偽りの女たち‥‥というか、

女と少女は、しばらくの間、抱きしめ

合っていた。

マリリンがちょっと体を動かし、抱

擁の終わりを告げたところで、二人は、

並んで窓の外をながめた。

そこでサンディは、自分がひどく情

緒的になっていたのが恥ずかしくな

り、話題を変えるように言った。

「そろそろ、詳しい作戦計画を教えて

くれてもいいんじゃない？」

「もう少し待って。作戦を進める上で

どうしても必要な情報がまだそろわな
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いの。だけど、べつの秘密計画の話な

ら、してもいいわね。この週末、あた

したちは外出します」

「えっ？ 外出？」

サンディは驚いてマリリンを見た。

彼女たちは、この十ヵ月、基地から

一歩も外に出ていない。彼女の知るか

ぎりでは、マリリンやコンスタンスで

さえ、基地を離れていないはずだ。

たしかに、女性化訓練は、目的物窃

取訓練や非武装戦闘訓練以上に、完成

の域に達していた。

今はもう、全員が、どこへ出ても女

として通るだろう。魅力的で、美しく、

官能的な女として‥‥少なくとも、彼

女たち自身はそう思っていた。

でも、今のマリリンの言葉を聞いた

瞬間、サンディは、心の奥深くに恐れ

の感情が潜んでいるのに気がついた。

現実の社会で‥‥本物の男たち、そ
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して本物の女たちの前で、本当に正体

を見破られずに振る舞えるだろうか‥

‥。

「今週末、全員で街へ繰り出すことに

したの。ディナーを食べて、そのあと、

たぶん、１軒か２軒、クラブをまわる

ことになると思うわ。あたしとコンス

タンスは、この計画をボーイ・トロー

リングって呼んでるの。男がどれだけ

釣れるかを見れば、あたしたちがどの

くらい魅力的かがわかるでしょ。とり

あえず、あたしのお金は、全部あなた

に賭けるつもりよ。だけど‥‥」

そこで、ブロンドのカールをふわっ

揺すると、マリリンはいきなりパーソ

ナリティをチェンジさせた。

「‥‥あたしだって、負けないんもん。

きっと、かっこいい男の子たちが、い

っぱい、あたしのこと、好きって言っ

てくれるわ。考えただけで、もう胸が
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ドクンドクン言ってる。ねっ」

サンディは、そのペルソナの完成度

の高さと、ジョークへの称賛を込めて、

くすっと笑った。

店いっぱいに溢れるヤル気まんまん

の男たちを、いかに手玉にとるか。そ

れこそが、少女たちの勝負。女の子な

ら誰でも――つまりここの女の子たち

にとっても――いつかは挑戦しなけれ

ばならない勝負なのだ。

その日、彼女たちは、フィジカルト

レーニングを免除された。例の非武装

戦闘訓練をも含めて。

ところで、そのエル・スプレモだが、

サンディは最近、彼が以前ほど強力な

技を繰り出してこないことに気づいて

いた。どうやら、女の子たちの肌に傷

が――少なくとも目に見える傷は――

残らないよう、手加減しているような
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のだ。

もちろんそれは、エル・スプレモに

とってアンラッキーな結果を招いた。

メンバーの技量が増したこともあり、

全員が、なかば面白がり、なかばペナ

ルティとして、彼にかつての仕返しを

していた。それでも彼は、チームメン

バー同様、与えられた役割を必至に演

じ、がんばっていた。その姿は、彼女

たちにとって、あわれに映りこそすれ、

もはや、怖がる対象ではなくなってい

た。

おそらくこれも、すべてマリリンの

計画どおりなのだろうが。

ともかくも、訓練を免除された女の

子たちは、その時間すべてを、夜の外

出の準備のために費やした。

今ではもう、彼女たちは、コルセッ

トをつけた状態で、苦もなく動けるよ

うになっていた。体型作りのためのす
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べての訓練を終えた今、むしろコルセ

ットをつけている方が、快適に感じる

くらいだ。

また、彼女たちは今、ほとんどの時

間を５インチ以上のハイヒールで過ご

していた。コルセットが彼女たちのウ

エストを細くしたのと同様、朝のスト

レッチなど以外、ずっとそびえ立つヒ

ールを履いていることで、彼女たちの

アキレス腱は収縮したにちがいない。

今では、平靴よりハイヒールの方が楽

に思えるほどなのだ。

日が暮れた頃、彼女たちは、誰言う

ともなくラウンジに集まってきた。み

んな、お互いの姿を比べ合いたいと思

ったのだ。

といっても、メンバーどうし尊敬の

念は強かったから、それは、誰がいち

ばんきれいか競うという手のものでは
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なかった。それぞれの路線に応じてつ

くりあげてきた美しさが、まちがいな

く、かつ効果的に表現されているかど

うかをお互いの目で再確認したかった

ということだ。

べつに意図したわけではなかったの

だが、彼女たちのファッションスタイ

ルは、大きくふたつのグループに分か

れていた。ひとつは、マリリン、キャ

ロル、そしてサンディが含まれる恋の

冒険を楽しもうという華やかで明るい

スタイル。そしてもうひとつは、コン

スタンス、ジェイミ、バナの、慎み深

さとエレガンスを追求したタイプだ。

とはいえ、全員が、これから夜の街

へと繰り出そうというパーティ仕様の

女の子ではある。スカートは短くてタ

イト、ヒールは高くて細く、そして、

メイクは派手めだった。

それぞれのバッグが用意され、新し
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い身分証が（架空の）経歴書類と照合

され、準備が整った。

彼女たちは、そのペルソナのグルー

プ別に２台の車に分乗し、夜の小旅行

へと出発した。六人が同じスケジュー

ルで動くにしても、あまりにかけ離れ

たタイプが一堂に会しているのは、や

はり不自然だ。それで、お互い関係の

ない２グループに見えるように行動し

ようということになった。レストラン

とクラブでいっしょになるのは、あく

まで偶然の一致‥‥というわけだ。

運転しながらも、小首を傾げて天然

ボケっぽいおしゃべりをつづけるマリ

リンと、それにいちいちきわどいツッ

コミを入れるキャロルのせいで、車が

街に入るまで、サンディはずっと笑い

どおしだった。

街に近づいたところで、サンディは
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やっと、自分たちが今までどこの州に

いるのかさえ知らなかったことに思い

至った。それが重要であるかどうかは

ともかく、どうやらここはモンタナら

しい。

レストランに予約は入れてあったの

だが、テーブルの用意ができるまで待

ってくれと言われ、彼女たちは、まる

で気楽なハトのように付属のバー(※訳

注 「とまり木」)に舞い降りた。数分遅れ

て入って来たもうひとつのグループ

も、やはりすぐに、同じエリアへとや

って来た。

「戦闘準備」

マリリンがささやいた。

「ショータイムよ」

その言葉にちらりと見やると、連れ

のいないらしい男が二人、必要以上に

なれなれしそうな顔で近寄ってきてい

た。
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店内にいる女性たちは、みんな着飾

ってはいたが、おとなしめなスカート

かドレスばかり。要するにここはモン

タナなのだ。(※訳注 モンタナ州は保守的な農

業州) だから、近づいてくる男たちも、

シンプルなジーンズにブーツ、そして

スポーティなジャケットという姿だっ

た。彼らは、本物のカウボーイ――あ

るいは、そう見せようとしている――

にちがいない。

見せかけか否かはべつにして、たし

かに、その精悍な体つきと陽に焼けた

顔は、屋外経験の豊富さを物語ってい

る。その姿に少年っぽさはかけらもな

く、まぎれもない大人の男だ。

「今晩は、お嬢さん方」

背の高い方が声を掛けてきた。だい

たい６フィート４インチ(約193セン

チ)くらいだろうか。黒い巻き毛が、

テンガロンハットからも、そして大き
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く開いたシャツの胸元からものぞいて

いる。

「もし、面倒はいやだっていうんなら、

ことわってくれていいんだが、俺たち

も混ぜてくれないか？」

と、キャロルがすかさず――他の二

人がまだ戸惑っているうちに――答え

た。

「なんでそんなこときくの？ あたし

たち、その面倒なことをしに来てるの

に」

彼女の目の中でなにかがキラリと光

り、片方だけ持ち上げた形のよい眉が

さらにそれを強調した。言ったあと、

赤い唇を物憂げになめた舌も、男たち

の無意識をくすぐったにちがいない。

そんなキャロルに、サンディは頬を

染めうつむいたが、そのエメラルドの

瞳は、長いまつげ越しに、もう一人の

カウボーイをうかがっていた。やはり
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黒っぽい髪で、身長は６フィート(約1

82センチ)くらい「しか」ない。でも

まあ‥‥、この高いヒールの分を考え

たとしても「正解」の範囲かな‥‥と

サンディは思った。

と、どうやらその男の方も、サンデ

ィの視線に気づいたようで、さっそく

会話に加わってきた。

「じゃあ、俺たちの方が、面倒に巻き

込まれないようにしなきゃな。この町

じゃ、女が自分の金で飲んでるなんて

法律違反なんだ。で、近くにいて、お

ごる金があるのにそれを見過ごした男

は即刻逮捕される。なあ、ベン」

「ああ、その法律がいつ通ったかは知

らないが、みんなそれを守ってる」

もう一人も、それに乗ってつづけた。

「俺はベン・ジョンソン、こいつはス

ティーブ・ヒル。次の一杯は、俺たち

におごらせてくれ」
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「だけどぉ、そっちは二人で、あたし

たちは三人でしょお。だからぁ‥‥」

マリリンは、指で計算するようにし、

そして、割り算ができずに困っている

という顔で男たちを見上げた。

キャロルはそれに吹きだし、サンデ

ィはふたたび首をうなだれ赤面した。

カウボーイたちもそれに笑い返し、

スティーブの方がマリリンに声を掛け

た。

「だいじょぶ。君達さえよけりゃあ、

俺たちはかまわないぜ」

その言葉に、マリリンはパッと顔を

輝かせ、悩みから解放された幸せを伝

えた。でも、そのせいで、さらなる進

軍を指揮する人間がいなくなってしま

い、みんなを紹介する任務はキャロル

が代行するはめになった。

ところが、ちょうどそこへ席の準備

ができたという声がかかり、彼女たち
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は、ことがそれ以上進展する前に、カ

ウボーイたちに笑顔のわびを残して立

ち上がった。

もうひとつのトリオの方はまだ呼ば

れず、それで、カウボーイたちは、今

度はそっちに幸運の機会を求めはじめ

たようだ。しかしそれも、やはり途中

で挫折することとなった。

そっちの三人もレストランの方に入

ってきて、ふたつのグループはほどよ

い近さのテーブルに着いた。

食事中、ふたつのテーブルの間には、

祝福や羨望、やり過ぎに対する非難な

ど、さまざまな目配せが飛び交った。

お互いを知りつくした仲間たちの間

で、それはまるでテレパシーのように

伝わった。

彼女たちはみんな、気軽な調子で軽

い料理を注文しつつ、それぞれのやり

方でウエイターをからかっては笑い合
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った。そして、店中の男たちが寄せる

興味津々という視線（それは全員に向

けられていた）と、女たちからの嫉妬

のまなざし（同じく）に緊張しながら

も、それを楽しんだ。

すぐに食事は終わり、彼女たちは、

それぞれ車に戻った。

おそらく、事前に偵察要員を出して

いたにちがいない。マリリンは、迷う

ことなく、ナイトクラブまでの道をド

ライブした。

彼女たちの何かが作用したらしく

（まあ、言うまでもなく、美人ぞろい

だからだろうが）、クラブのドア係は、

ろくに身分証も確かめず、すんなりと

中に入れてくれた。

「ねえ、賭けない？」

店に入ったところで、マリリンがさ

さやいた‥‥というか、実際には、大
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音量で鳴り響くビートの中、二人の仲

間に向かって叫んだ。

「最初に踊りに誘われた子は、明日の

エル・スプレモの訓練を免除される。

いいわね」

そして、輝くような、でもからっぽ

の微笑を浮かべると、彼女が名前をも

らった人物が有名にした「ゼリーが弾

む」(※)歩き方で、人混みの中に入っ

ていった。

(※訳注 ‘Jell-O on springs’：いわゆるモンロー・

ウォークのこと もともとは、映画『お熱いのがお好き』

の中で、モンローの歩く姿を評してジャック・レモンが

言うセリフ ちなみに、このセリフが出てくるシーンで、

モンローの後ろ姿を見送るレモンと相棒のトニー・カー

チスは女装している)

と、次にはキャロルが、彼女独特の

はすっぱな気取りとともに、直接バー

に向かい、そのあたりをうろつきだし

た。
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そこでサンディは、すでに効果的だ

と実証ずみの戦術をとることにした。

つまり、そのまま入口近くに立ちつづ

けたのだ。

所在なく立つ彼女の姿は、かえって

彼女の均整のとれたプロポーションを

目立たせていた。そこに、例の口をと

がらす表情で、困惑しているけなげな

娘像が加わった。

とたん、そんな美少女を助けようと、

ナイトたちが馳せ参じた。

「ハロー、ここ初めてかい？ 席をと

ってあげようか？」

最初の男が声をかけた。

「それより、俺のテーブルに来ないか？

なにかおごるよ」

２番目の男が重ねて言った。

「いや、君に壁の花なんて似合わない

よ。踊らないか？」

３番目は、そう言うが早いか、サン
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ディのひじにやさしく触れ、ダンスフ

ロアに連れ出そうとした。

と、ちょうどそこへ、遅れて着いた

もう一組のトリオが入ってきた。

ジェイミは、すかさず状況を読み取

ったらしく、知らないふりをしようと

いう当初の取り決めを破ることに決め

たようだ。サンディのバッグに手をか

けながら言った。

「せっかくだから、行ったら。あなた

のものは、あたしが預かっとくから」

「いや、俺だってダンスに‥‥うッ」

声を掛けてきた最初の二人のうちの

一人が言いかけ、より紳士的らしいも

う一人にひじで小突かれた。

いや、この男だってとても紳士的と

は言えないだろう。サンディが店に入

ってきたときから――ジェイミが言っ

たのとはちがう意味での――彼女の

「もの」に目が釘付けになっていたの
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だから。

サンディはちょっと迷ったが、結局

は誘ってきた男についてダンスフロア

に出た。そしてすぐに、速くて強烈な

リズムに合わせて体を揺すりはじめ

た。

しばらくすると、マリリンもパート

ナーに連れられてフロアに出てきた。

ただ、彼女は、そのキャラを――性格

だけでなく外見上も――際立たせる

「タテ揺れ」中心だったが。

他の女の子たちも、すぐにそれぞれ

の男とともに現れた。みんな、自分の

選んだペルソナに沿って、でも、経験

のない不慣れな役割を演じようと努力

していた。

全員がそれなりにうまくやってはい

たが、大音響と激しい体の動きによっ

て心が乱される中で女らしさを保ちつ

づけることに、そして、それ以上に、
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子供の頃から禁断の道だと教え込まれ

てきた男との関係に、大きなストレス

を感じていることはたしかだった。

ただ、ジェイミだけは、後の方の問

題は克服ずみらしく、音楽が突然、ハ

ードロックから、ゆったりしたスロー

バラードに変わったときも、すんなり

と対応した。

その音楽のテンポチェンジに、男た

ちは、なんのためらいもなく――そし

て、ジェイミ以外の女の子たちがため

らっているのにかまわず――手を伸ば

してきた。

女の子たちは、それにびくりとしな

がらも、背中に感じた男の手の大きさ

や、慣れない側の手をささげ持った男

の手のやさしさに、心の中で複雑に葛

藤していた。

男たちにとっては不幸なことに、女

たちにとってはそうでもなく、最初の
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曲でチャンスに恵まれた男は、２曲目

が始まるやいなや、すぐ他の男に割っ

て入られた。おかげで、女の子たちは、

動揺を抑えて自分を立て直すための数

秒の余裕が持てた。

２番目の男からは、彼女たちそれぞ

れのキャラクターに合わせて、笑いか

けていた。マリリンは無邪気な顔で、

コンスタンスは冷たい微笑で、サンデ

ィはちょっと恥ずかしげに、その他も

それぞれに。

パートナーたち――その後も次から

次へと変わったパートナーたち――

は、そんな彼女たちの醸し出す人物像

を何の疑いもなく受け入れ、そのキャ

ラクターと音楽に合わせリードした。

おそらく、誰かがチップを奮発して

バンドを買収したにちがいない。いつ

までたってもスローな曲ばかりがつづ

き、レディたちは、順番を待って列を
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つくる男たちの間で、自分たちが、次

々に受け渡されているのに気がつい

た。

さすがに彼女たちも、そびえるヒー

ルによる足の痛みを覚え、それぞれに、

もう座らせてくれと頼み始めた。

最初に戦線を離脱したのは、キャロ

ルだった。彼女は、これ見よがしな６

インチのヒールがついた膝丈のロング

ブーツで脚全体を固めている。未だ歩

いていること自体が不思議なくらいだ

った。つづいたのは、細いストラップ

だけで編まれた華奢なサンダルのマリ

リンだった。他の女の子たちもすぐに、

それぞれ許しを請い、隣り合うふたつ

のテーブルに戻ってきた。

彼女たちが席に着くやいなや、まる

で魔法のように、どこかから飲み物が

届いた。

さらに、彼女たち全員が戻ったとた
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ん、音楽はまたいきなり、大音量で速

いものに変わった。おかげで彼女たち

は、顔を寄せ合い、怒鳴り合うような

会話をせざるを得なくなった。

「やっぱり、あなたの勝ちね」

マリリンは、サンディに笑いかけた。

「最初にダンスに誘われたのもあなた

なら、最初にお酒が届いたのもあなた。

なにもかもあなたが最初だった」

「なにもかもじゃないわよ」

サンディは、くすくす笑いながら答

えた。

「じつは、ジェイミの方が、あたした

ちよりずっと、こういうことに慣れて

るのよね」

話がよく聞こえなかったらしく、キ

ャロルがさらに顔を近づけてきたが、

それより先にマリリンがきいた。

「何が言いたいの？」

「さっき、彼女のパートナーが、あそ
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この薄暗いコーナーにリードした時、

どんなことが起こったか、見なかった

の？」

サンディは、じらした。

「えっ！ なにがあったの？」

他の二人が同時にきいた。

「いい？ その、背が高くて陽に焼け

た、セクシーでハンサムな男は、腕に

抱いた娘をさらに強く抱き寄せると、

情熱的でとろけるようなキスをしまし

たとさ。めでたし、めでたし」

「えっ、うそー。信じられな～い」

キャロルが、驚きの声をあげた。

と、サンディは、キャロルの目をの

ぞき込むようにしてききかえした。

「ほんとに？ あなたの方が、ずっと

危なっかしく見えたけど。踊ってる時

のあなたの顔ったら、キスだけで終わ

ればラッキーって感じだったわよ。そ

れとも、もしかして、キスだけじゃ、
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アンラッキーだって思ってた？」

キャロルは即座に否定したが、その

声は、爆発するようなサウンドにかき

消されてしまった。そして次には、彼

女の目の中に、なにか考え込むような

色が浮かんだ。さらに、サンディ自身

も、またマリリンまでもが、まるで鏡

に映したように同じ目をした。

それから彼女たちは、しばらくの間、

しゃべるのをやめ飲み物を飲んだ。今

夜の冒険で新たに見つけてしまった自

分の中の予期せぬ可能性に、なんとか

折り合いをつけようと。

それは、彼女たちを不安にした。こ

れまでダメだと教えられてきたこと

が、教えられたほどには魅力のないこ

とでないと感じている自分に、不安が

募った。

長期間、女性として生活してきたせ
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いで、どうやら、ものの感じ方がシフ

トしてしまったようだ。自分のことを

柔らかい存在だと感じることで、男が

腰を抱いてきた時、その手の筋肉の強

さと硬さを意識する‥‥というより、

それに惹かれている自分がいる。その

強さと硬さにより、自分の中の「すき

間」が満たされる気がするのだ。実際

にこうなるまで、自分の中にそんなも

のが存在することに気づいていなかっ

たが、どうやらその「すき間」は、こ

の仮面劇の思わぬ帰結としてできてし

まったものらしい。

もし、熱心に愛を語るパートナーと

ともに、コーナーの薄暗がりに立った

としたら、その時自分は、どうしてい

ただろう？‥‥と、三人が三人とも考

え込んだ。

そして、三人が三人とも、もし、そ

れに応えたとしたら、その時自分はど
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うなるのだろう？‥‥と思い、それを

知りたいという切ないあこがれのよう

なものが胸の奥深くあるのを自覚し

た。そんなあこがれは禁断のものなの

だという、彼らが持ちつづけてきた認

識との間に、激しい葛藤を繰り返しな

がらも。

今夜はもう、これくらいにしておい

た方がいい。

マリリンの冷静沈着な方の思考が、

それまでの思いを振り切り、彼女はコ

ンスタンスの視線をとらえると、そろ

そろ帰る時間だという秘密信号を送っ

た。

２組のトリオは、順次、バッグなど

をまとめ、出口へと向かった。

しかし、そこには大きな問題が待ち

受けていた。先刻、車を駐車したのは、

クラブとはちょっと離れた裏道。そこ
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まで歩くには、彼女たちの足は痛みす

ぎていた。キャロルは手すりにつかま

り、一歩ずつ確かめるように足を進め

ていたし、マリリンはもっとつらそう

で、出口を出たところで、この先の長

さを思い、大きなため息をついた。

そんな二人の様子を見たサンディ

は、こう提案した。

「二人とも、その足じゃ無理でしょ。

いいわ。車はあたしがとってくるから。

それから、あの子たちにもここで待っ

てるように言っといて。つめこめば全

員が１台に乗れないわけじゃないんだ

し、あたしがとってきた車で、あの子

たちの車のところまで運べばいいでし

ょ」

一人で裏道へと向かったサンディだ

ったが、彼女自身、その高層ビルのよ

うなパンプスのせいで、他のメンバー
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に負けないほど足が痛かった。だから、

歩幅は小さく、小刻みなヒールの音が

路地に響いた。

そんな疲れが、周囲に対する十分な

注意を怠らせていた。

それでも、片側の暗闇で影が動いた

時、なにか変だ‥‥と直感した。と、

すぐに、もうひとつの影が、前方に現

れた。

すばやく首をまわし、背後の気配を

うかがうと、さらにもうひとつ、大通

りの街路灯と自分との間に動く影があ

った。

そして‥‥、すぐそばに駐車された

２台の小型トラックの間から、男が一

人現れた。

「よお、ねえちゃん、こんなとこの一

人歩きはあぶねえぜ。誰か、守ってく

れる男が要るんじゃねえのか。その体

をあったかく包んで、ぎゅーっと抱い
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てくれるような男がよ」

「ご心配ありがとう。でも、けっこう

よ」

男の声の中にある脅しも、その言葉

の押しつけがましさも意に介していな

いという感じで、サンディは答えた。

「そうだよな、ねえちゃん。たしかに

けっこうだ。けっこうな体で、けっこ

う強気ってわけだ」

男はそう言いながら近づいてきた。

そして、男が目配せすると、四方から

仲間たちも近づき、彼女は完全に取り

囲まれていた。

どうやら、このストリートギャング

たちは常習のようだ。

と、そのリーダーらしき男が、サン

ディの目をのぞき込んできた。そこに

恐れの色を探して。

そこには恐れがあるはずだった。彼

が奪い取るつもりでいる金に関する恐
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れ、そしてそれ以上に、彼が得るつも

りでいる肉体的快楽に対する恐れが。

しかし彼は、サンディの目の中にそ

れを見つけられなかった。その代わり、

そこにあったのは‥‥野生の本能。

そのことに、自分自身が直感した恐

れを隠すためだろう。彼はさらに居丈

高に言った。

「上等じゃねえか、このスベタ。てめ

えみてえな高慢ちきな女が、ただでこ

こを通れると思うなよ。まずは、その

かわいい唇でキスしてもらおうか。長

くて、深くて、すするようなキスをよ」

そう言いながらにやりと笑うと、男

は、その「キス」の意味するところを

はっきりさせるため、ジーンズのジッ

パーをおろした。と同時に、サンディ

の注意をむりやりにでもそこに向けさ

せようと、もう一方の手を彼女の頭に

伸ばした。
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ところが、そこには、彼が予期した

のとはまったくちがう答えが待ってい

た。彼女の後頭部か、あるいは髪の毛

をつかむつもりでいた彼の手が出合っ

たのは、なんと歯だったのだ。

サンディは、男の親指をすばやくく

わえると、食いちぎってしまうほどの

力をあごに込めていた。

驚きの絶叫が響く中、サンディは男

があわてて引こうとした手をつかみ、

その力を利用し、男の体を、右側にい

る仲間のギャングに向かって投げつけ

た。

二人の体は、もつれ合いながらさら

に吹っ飛び、小型トラックのフェンダ

ーに激突した。一人は、そのままフロ

ントウインドウに頭から突っ込みガラ

スを粉々に割った。リーダーの方は、

彼が期待した場所に、期待した以上に

ディープな金属のキスを受けることに
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なった。そして二人は、ふたたびもつ

れるように崩れ落ちた。

その時にはすでに、サンディは三人

目の相手に向かっていた。

彼女のスパイクのようなヒールが、

その一人の股間を直撃した。それは、

すり切れたジーンズだけでなく、その

下にあったものまで突き破り、引き抜

くと、そのインチ分だけの血がしたた

り落ちた。さらに、真っ赤に塗られた

長い爪が、男の両目に致命的な正確さ

で突き刺さった。

男が彼女から得ようとしていた利益

以上のとんでもない損失を支払わされ

たことに気がついた時には、すでに地

面に倒れていた。叫びを上げようにも、

肺にはすでにその力が残っていなかっ

た。

サンディは、少なくともあと一人以

上のギャングが背後にいるのを知って
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いた。だから、すかさず振り向こうと

した。ところが、その瞬間、彼女の後

頭部を強烈な閃光が貫き‥‥そして、

暗闇が訪れた。

意識の小さな炎がふたたび揺らめき

だしたとき、彼女がまず感じたのは、

頬に当たる冷ややかな圧力だった。気

がつくと、それは裏道の舗道で、彼女

はそこに身を横たえていた。

記憶をまとめようとすると、頭の中

で、巨大なハンマーが容赦ないリズム

を刻んだ。

とりあえず、手をつき体を起こそう

としたのだが、なぜかそれもうまくい

かない。

バラバラだった体の感覚がふたたび

統合されてきたことで、やっと、その

手首が後ろ手に固定されていることが

わかった。どうやら、ひじのあたりも、
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ベルトのようなもので縛られているよ

うだ。

その体が緊張を取り戻したのに気づ

き、警戒したのだろう。ギャングの一

人が、彼女を起こし、舗道の上に座ら

せた。

「上等だぜ、このスベタ。仲間がこれ

だけやられたんだ。礼だけはきっちり

させてもらうぜ。さあ、そのかわいら

しい口を開けろよ。もし噛んだりした

ら、お前の乳を切り取って食わせるぞ」

それが単なる脅しでないのは、遠く

から射し込む光に、ナイフの刃がキラ

リと光ったことでわかった。

肉厚のコックが、歯に押しつけられ、

むりやりそこをこじあけた。

すぐにそれが、荒々しい力で前後運

動を始め、ストロークごとに深く侵入

して、彼女ののどをつまらせた。

その歓迎すべからざる侵入者を体が
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拒絶したのだろう。彼女は、胃の中身

が逆流し、それを押し返そうとするの

を感じた。しかし、胃がそれを押し出

すより先に、侵入者の方が、自らの中

身を速い間隔のパルスで噴出してき

た。

サンディののどは反射的にそれを拒

否しようとしたが、むせかえりそうに

なり、逆にそれを飲み下していた。

その凶暴なインベーダーによりのど

をふさがれ、乏しい呼吸に、彼女の意

識はふたたび遠のき始めていた。

気を失う寸前、やっとそのコックは

引き抜かれたが、そのせいで、彼女の

体は前方に折れるように倒れ込んだ。

それで、結局は息がつまった。今や危

険なものとさえなりつつあるコルセッ

トと、腕を不自然に縛られた状態では、

圧迫された肺に導き入れることのでき

る空気は限られていた。
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と、さっきとはちがう手が彼女のあ

ごをつかみ、その力で起こされた。ぼ

んやりとかすみ始めた目の前に、また、

さっきとはちがうコックが現れた。

しかし、それが次の襲撃を始めるよ

り先に、さらにちがう２本の手が、後

ろから彼女の腰をつかみ、持ち上げて

きた。

聞き覚えのある息づかいに、あごに

加えられている力に抗して振り向く

と、そこに、先刻のリーダーが立って

いた。彼の鼻は明らかに骨折し、そこ

からしたたった血が、口――少なくと

も１本以上、歯が欠けていた――から

流れる血と合流し、あごの先からした

たっている。他にも、目のあたりから

流れた血が、その顔に筋を描いていた。

その腫れた唇から発せられたうなり

は、かろうじて意味が聞き取れるとい

うものだった。
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「よくもやってくれたな、このスベタ。

今度は、お前がぼろぼろになる番だぜ。

ぼろぼろにな」

彼はそう言うと、サンディのスカー

トのスリットを尻が丸出しになるとこ

ろまで引き裂いた。暗闇の中で、その

肌がほの白く浮かび上がった。

繊細なレースのパンティも、同じよ

うに引き裂かれてしまった。

ただ、リーダーは、その怒りのため

か、あるいは肌色のストラップのせい

か、彼女がその下につけていたガフに

は気づかなかったようだ。

彼は、すでに出していた自分のコッ

クを、彼女のアヌスに押しつけてきた。

「おい、そっちの穴でいいのか？」

ギャングの一人がきいた。

「ああ」

リーダーは、残忍な声で言った。

「この方が、こいつに痛い目をみせら
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れるってもんだ」

「それにしても、こっちで濡らしてか

らの方が、滑りがいいんじゃねえか」

ご親切にも、サンディの目の前の男

が言った。

「滑り？ そんなもん、このスベタに

ゃいらねえよ。どうしてもいるってな

ら、こいつ自身が血でも流すさ」

それが、彼の答えだった。

その太いコックが、彼女の傷つきや

すい部分に何度もたたきつけられ、つ

いに小さな突破口を開けると、そこに

めり込み、急速に押し広げた。

サンディの体の中に溶岩が流れ込

み、か弱い組織は引き裂かれ、そこに

ごついインベーダーのための余地をつ

くっていった。リーダーの言葉どおり、

噴き出す血が、それを助けた。

ギャングの一人がまたあごを開か

せ、空室となっていたそちら側をもふ
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たたび利用し始めた。遠のく意識の中

で、サンディはかろうじてそれを認識

した。‥‥。

強い痛みが人間を失神させるという

のは、迷信だ。

脳自体が直接打撃を受け活動を停止

した場合を除けば、体に痛みを感ずる

と、脳は、複合的な化学物質を分泌し、

全身にあふれさす。この物質は、気を

失わせるのではなく、その痛みを止め

させようと――現実にそれができよう

とできまいと――体のあちこちを活性

化する。そして、それは、痛みをより

強く感じさせることにもなる。

ただ、意識のレベルで言うなら、そ

れは、認識が覚醒することを意味しな

い。

サンディの意識は、ゆがめられたあ

ごや、頭の中で刻みつづける巨大なハ
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ンマーや、それにも増して、彼女の体

の最奥で体全体を焼き尽くすように白

熱して燃える炎を、より遠ざけようと

していた。認識全体を次第に薄暗闇で

覆っていき、その結果、彼女は、あご

の痛みをあまり感じなくなり、直腸の

中て燃えさかる炎も、まるで遠くの出

来事のように感じていた。

‥‥、そんな彼女の世界に、なにか

の音が戻ってきた。彼女の感覚を揺り

動かし呼び覚まさざるをえない音‥‥

いや、声が。

「‥‥サンディ、サンディ、しっかり

して。あたしよ。わかるでしょ。サン

ディ、さあ、意識をしっかり持って。

サンディ‥‥」

彼女はまず、自分の腕が縛りから解

かれていることを感じた。次には手‥



267/479

‥やさしい誰かの手。そのふたつの腕

は、彼女の体全体を支え、横抱きして

いた。

声はまだつづいていた。そして、彼

女は、その声の主‥‥マリリンの姿を

求め、ゆっくりと目の焦点を結んでい

った。

‥‥ちがうわ。そうじゃないでしょ。

マリリンはもっと、無邪気に笑ってな

きゃ。そんな悲しそうな顔してちゃ、

ダメでしょ。

サンディは、その笑顔を示そうと、

自ら笑ってみせようとした。ところが、

唇が引きつり、うまくいかなかった。

そのことで、やっと、全身を覆う痛

みに気づいた。サンディは、思わず、

拷問にかけられたその唇から、小さな

すすり泣きを漏らした。

それが、マリリンに、サンディの自

失状態からの回復を伝えることになっ
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た。

そして、マリリンの次の言葉は、他

のメンバーに向けて発せられた。

「ジェイミ、彼女の持ち物を集めて。

キャロル、車をとってきて。バナはも

う一台を。コンスタンス、このブタど

もに息がないかチェックして。行動開

始！」

その命令に従い、女たちが即座に動

いた。

サンディの未だ混濁している思考の

中で、何かがポキッと折れる音がした。

でも、彼女にはまだ、それがなんなの

かよく思い出せなかった。

ただ、今わかっているのは、自分が

ひどく傷ついているのだということ、

傷ついているからマリリンが抱いてい

てくれるのだということ、傷ついてい

るから友人たちがいっしょにいてくれ

るのだということ‥‥それだけだっ
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た。

静寂の中、「みんな、死んでるわ」

という、コンスタンスの――まるで、

その事実をどこかにファイルするとで

もいうような――声が響いた。

そこへ最初の車が到着し、サンディ

の体がやさしく運び込まれた。

マリリンはそこで新たな命令を下し

たわけではないが、ただちに基地に戻

り、診療所に集合しろというその意図

は全員が理解していた。

運転を買って出たジェイミは、無謀

という言葉でも足りないくらいのめち

ゃくちゃな勢いで車を飛ばし、あっと

いう間に基地のゲートが見えてきた。

車が近づいてくるのに気がついた衛兵

は、到着と同時に即座にゲートを開け

た。ジェイミの運転のとんでもないス

ピードに、逆に、何らかの危機的事態

を察知したからにちがいなかった。



270/479

そのままスピードを落とすことなく

基地内を突っ走ったジェイミは、一刻

でも早く軍医を呼ぼうと、ホーンを鳴

らしながら診療所の駐車場へと滑り込

んだ。

そのドライブの間、マリリンは、サ

ンディを寝かさなかった。もし彼女が

眠りに落ちれば、そのまま帰ってこな

いような気がしたからだ。

サンディの様子を一目見るなり、医

師は助手たちに中に運ぶように言い、

チームのメンバーには理解不能な指示

をあれこれと出した。しかし、彼の自

信に溢れる話し方を見て、彼女たちは、

傷ついた同僚を彼に託した。

医師は、彼女たちをその場で止め、

マリリンだけを治療室へと入れた。

深夜、兵舎に戻ってきたマリリンは、

彼女たちにサンディの病状と経過を伝
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えた。

心配された頭部の打撲は、一撃だけ

によるもので、しかも彼女の豊かな頭

髪が衝撃を分散したおかげで、骨や脳

に大きな損傷はないとみられる。

ただし、肌には大きなアザがあり、

より深刻な内出血の可能性も否定はで

きない。

唇には裂傷があり、また腫れも見ら

れるが、これは、エル・スプレモのや

さしい奉仕による傷とさほど変わるも

のではない。

その結果、医師は、治療の優先順位

の一番に、傷ついたアヌスの修復を挙

げた。

彼もまた、サンディに全身麻酔によ

る睡眠を与えることをよしとせず、局

部麻酔――それはどうにも耐えられな

い痛みを和らげるだけのものだ――に

よって、その組織の縫合手術を行った。
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おかげで、彼女はふたたび、意識の内

と外を漂うことになったが、それが彼

女の中の生きようとする意志に緊張を

与えつづけた。

手術が終わり、彼女は眠りに落ちた。

しかしそれは、昏睡ではなく、疲れ切

ったことによる通常の睡眠だった。そ

こにバイタル・サインを読み取った医

師は、やっと彼女に休息を与えた。
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chapter 6 Tranquil?
‥‥沈静？

翌日、サンディが目覚めたとき、ま

ず感じたのは体の痛みだった。前夜の

トラウマは、ありのままに受けとめる

には、まだ、あまりに大きすぎた。そ

の記憶は、時間的にも、意味的にもば

らばらで、遠くにかすんでいた。

ただ、激しい痛みが体のどこから来

ているのかだけは理解でき、それとと

もに深い羞恥が襲ってきて、自分の背

負う重荷に気づかざるを得なかった。

その変身した兵士は、ベッドの中で、

一人さめざめと泣いた。自分の弱さが、

チームとマリリンを裏切り、窮地に立

たせたと感じたからだ。

やがて、モニターでそんな様子を見

ていたらしい看護士がやって来た。



274/479

「落ち着いて、ハニー。もうだいじょ

うぶよ」

彼女は、すすり泣く少女をなぐさめ

た。

でもサンディは、返事することすら

できなかった。前夜、何人もの侵入者

に蹂躙(じゅうりん)されて以来、ずっ

とのどがつまっている感じだった。

彼女は首を振り、救いのない否定の

気持ちを表した。涙が、頬を伝ってベ

ッドを濡らした。

「どこか、痛むの？」

看護士がきいた。

「先生の判断を仰がないと、私にはな

にもできないのよ。先生を呼ぶ？」

みじめな思いの中、サンディは、な

により一人になりたいと思った。だか

ら、もう一度大きく首を振ると、その

まま、何もない壁の方に向きを変えて

しまった。
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しかたなくナースステーションに戻

った看護士は、結局、医師に電話を入

れた。

その時、医師はちょうど、サンディ

の経過について、マリリンに報告して

いた。

そのブロンドのチームリーダーは、

電話の会話から、サンディが目覚めた

ことをすぐに察した。そして、医者が

電話を切るより先に、部屋を飛び出し

病室へと向かっていた。

ベッドサイドに立つと、マリリンは

すぐに、サンディに覆いかぶさるよう

にして、その体をいたわりをこめて抱

きしめた。

向きを変えたサンディは、まるで母

親にすがる子供のように、マリリンの

胸に顔を埋め、泣いた。それは、彼女

のケガを悪化させてしまうのではない
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かと心配になるほどの泣き方だった。

「だいじょぶよ。いい子ね。だいじょ

うぶ。もう、だいじょぶだから‥‥」

マリリンは、サンディの髪をやさし

く撫でながら、同じ言葉を繰り返して

いた。

チームメイトというにはあまりに親

密な、そんな二人の抱擁に、後を追っ

て入ってきた医師はただ黙って立ちつ

くした。

永遠とも思える時間の後――実際に

は数分に過ぎなかったのだが――、そ

のすすり泣きがしゃくり上げるような

ものに変わり、サンディは澄んだグリ

ーンの目を上げて、マリリンの輝くブ

ルーのそれと視線を合わせた。

「ごめんなさい、マリリン」

彼女は、まだ泣き声でそう言った。

と――

「いや、あやまる必要などない」
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マリリンは、故意にそうしたらしい

抑揚を押さえた口調で――いわば、将

校から兵卒への絶対的で反論の余地の

ない命令として――、そう告げた。

その言葉に反応するかのように、サ

ンディは泣きやみ、その体がピッと緊

張した。

そして、マリリンから体を離し、あ

らためてその顔を見上げた。つい今し

がたまでやさしさといたわりに満ちて

いたその目に、確固たる決意が表れて

いた。

「君は、持てる力を最大限に発揮した」

マリリンは、そうつづけた。

「あのブタどものうち二人はすでに意

識を失い、三人目も君が逃げ出すには

十分なほど負傷していた。軍隊広しと

いえど、５インチのヒールとタイトス

カートを身につけ、三人のストリート

ギャングを打ち倒す能力を持った兵士
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は、あと三人か四人しかいない。いう

までもなく、われわれのチームメンバ

ーだけだ。君が抱えた唯一の問題は、

あのブタどもが三人より多かったこと

だ。そしてそれは、君の誤りではなく

私の判断ミスだ。チーム全員で動くの

でなく、君一人に行かせたのは、私な

のだから。しかし今、私は、そんなこ

とで君を失いたくはない。君には、こ

れまで君がしてきたのと同様の、最善

の努力を期待している」

そこで話が終わったと思ったのだろ

う。医者が割って入ろうとした。

しかしマリリンは、今のサンディに

とって、医療より、精神的に支えてや

ることの方が先決だと感じた。彼女が、

チームにとって、そしてそのリーダー

にとって必要不可欠な人間なのだとい

うことを理解させ、納得させてやる方

が大事だと。
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それで、医者の動きを目配せで止め

――その視線には、彼女こそがこの作

戦の責任者なのだという強い意志が込

められていた――、さらに、部屋から

出て行くよう合図した。

「‥‥君が今日、エル・スプレモの訓

練を免除されるのは覚えているね」

医者が出ていくと、マリリンは、あ

の悲劇の前の楽しかった時間を思い出

させるように言った。

「その代わりに、君には、訓練の次の

段階に進んでもらおうと思う。午前中

には、外国語のインストラクターを来

させよう。まだ他のメンバーには話さ

ないでほしいが、その言語から、君は、

作戦のターゲットとなる国を知るだろ

う。それは、君たちが予測しているよ

うな中南米の国ではない。その独裁者

も、エル・スプレモと呼ばれているわ

けではない。まあ、その国の言葉とし
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ては、同じような意味なんだがね。少

なくともこの何日間かは、君は時間を

もてあますだろう。その間を利用して、

君には、チームの言語学習のリーダー

になってもらいたいと思っている。体

に差し障らない程度にがんばってほし

い。もちろん、作戦に出動するまでの

間に、美しさを取り戻すことも忘れず

に。‥‥なにか、他に質問は？」

サンディの見開かれた目には、事態

の急変に驚いている様子が如実に表れ

ていた。自分の体がだめになり、お払

い箱になると感じていたのに、そこに

あったのは、自分に対する称賛と、チ

ームにとってかけがえのない存在なの

だという確証だったからだろう。

兵士への動機づけにはさまざまなや

り方があるが、サンディに対しては、

信頼を示してやることがなによりもの

きっかけになることを、マリリンはよ
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く心得ていた。そうすれば、この緑の

目をした娘は、どん底から這い上がり

一挙に高みにのぼる。そこに必要なの

は、ひとつかふたつのシンプルな命令

だけだ。それが困難に満ち、危険を伴

なうものだとしても‥‥いや、そんな

命令にこそ彼女は奮い立つ。

マリリンは、メンバー一人一人が思

っている以上に、一人一人のことを理

解しているのだ。

マリリンは、サンディの傷つけられ

た体をこれ以上動揺させるのはよくな

いと考え、ベッドサイドを離れた。

そのまま部屋を出ていこうとする

と、サンディが「ありがとう」とつぶ

やいた。

マリリンは、それが自分の役割だか

らといわんばかりに短くうなずいた。

自分に課された役割は、チームの資源

をより有効に使うこと。そして、サン
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ディに対しても、そうしたまでだと。

しかし、彼女は振り向きもせず、そ

のまま部屋を出た。もし、彼女の目に

うっすらとたまっているものを見られ

たら、サンディを絶望から救い出した

司令官のイメージを壊してしまいそう

だったからだ。

彼女は、高いヒールと揺れる腰が許

す限りの大股で廊下を急ぎ、医師を探

した。

医師は、彼の患者を治療するために、

この日から数日、何度かにわたり、恥

ずかしいけれどもどうしても必要な幕

間狂言(※)を演じた。

(※訳注 ‘interlude’：「ふたつのエピソードの間の出

来事」という比喩であると同時に‘intrude’＝「侵入

する、突っ込む」の意を匂わせていると思われる)

そのおかげもあり、サンディは順調

に回復していった。
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彼女がふたたびやる気をよみがえら

せたのには、入院中、仲間たちが見舞

いに来てくれたことも大きい。彼女た

ちは、ダイニングルームでの女の子っ

ぽいおしゃべりをそのまま持ち込み、

毎日のつらい訓練の中からでも面白か

ったことをみつけてはきゃっきゃとは

しゃいだ。時々、訓練が完了した後の

作戦の目的地についてあれこれ詮索す

るのにはちょっと困ったが、サンディ

は、そんな彼女たちを心から愛してい

ることに気がついた。

言語学習には毎日数時間が費やさ

れ、サンディはすぐに、例のピッキン

グ技術程度には――こちらも暇を見つ

けては練習していたのだが――実力を

身につけた。

一週間後、彼女は自室に戻ることを

許された。

まだ以前のように優雅に歩くという
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わけにはいかなかったが、アザは次第

に消え、傷ついた唇も治って、その姿

は美しさを取り戻していた。

部屋に戻ると、そこに、例の事件の

経緯について報じた地方紙が置かれて

いた。

ある裏道で、ギャング団らしい五人

の男の変死体が発見された。死因はす

べて首の骨折による窒息死だった。一

人は、トラックのウインドウに衝突す

ることで骨折したと見られ、また一人

は、骨折以外に、何らかの鋭利な刃物

で失明させられ、その上去勢されたよ

うな傷跡があった。さらに一人は、致

命傷となった首への打撲を受ける前

に、鼻を骨折させられ、歯を折られて

いた。

現場に性的暴行の痕跡があったこと

から、彼らは、レイプの最中に何者か
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に襲われたと見られる。女性にはこの

ような犯行は無理だと思われ、連れの

女性が暴行されているのに気づいた数

人の男性グループが急襲し、報復した

ものと考えられる。警察もその線に沿

って、一人以上の女性を同伴した二人

以上の男性グループを目撃した人間を

捜している。

そう報じた後、記事は、こうした事

件に触発され、行きすぎた自警団主義

がまん延することに警戒を示しつつ

も、この事件の被害者たちに同情の余

地はないとの論評で結ばれていた。

その後の１週間でサンディの体はほ

ぼ回復し、次の週からは女性化訓練が

再開された。

暴行による心の傷は、彼女のまなざ

しに影を落としたが、それが悲しげな

娘という印象をさらに強調し、予期せ
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ぬ効果ともなった。彼女はますます気

を引く存在となり、出合ったほとんど

の男たちが――男としての責任感の強

い男はもちろん、騎士道精神の希薄な

男でさえも――、救いの手をさしのべ

ずにはいられない女性になっていっ

た。

しかし、すべての平穏は、必ず終わ

りを迎えるものだ。

傷が完治したところで、サンディは

非武装戦闘訓練にも復帰し、エル・ス

プレモと対戦した。

メンバー全員が、中でもサンディ自

身が、その闘いぶりの驚異的な進歩に

驚いた。彼女は、殺人的な技を次から

次へと繰り出し、相手を追いつめると、

最後の瞬間には、そののど元に、大き

な音を響かせて手刀を食い込ませてい

た。
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これは、エル・スプレモを震え上が

らせ、彼女がこの訓練を修了したこと

を宣言させた。

相手が男っぽい脅しに出てきたとた

ん、彼女は反射的に守りから攻勢へと

転じていた。あのトラウマによって彼

女の技能は失われていないばかりか、

より破壊的な力を手に入れたようだ。

残った問題は――もしそれが問題だ

とするなら――、力の加減ということ

だろう。そこには、自分でも抑えきれ

ないすさまじい怒りがあった。

しかし、この日の驚きは、それだけ

にとどまらなかった。

マリリンがついにチームの他のメン

バーにも作戦の目的地を明かし、実際

の攻略計画について最初のブリーフィ

ングが行なわれたのだ。

計画は、一見、単純なものだった。
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その国に潜入後、彼女たちは、ハレ

ムの女奴隷として拉致される。

奴隷たちの総数は驚くほど多いの

で、エル・スプレモ（彼女たちはまだ

その名で呼びつづけていた）が手をつ

ける順番がめぐってくるまで、通常、

何ヶ月間かの猶予があるようだ。その

間、女たちは「清いまま」でいること

が義務づけられているが、ハレム内で

なら比較的自由に動きまわれるらし

い。新入りがうろついていても怪しま

れることもない。そんな立場を利用し

てハレム中心部の内殿に造られた生物

戦研究所の動向を探る。そして、科学

者たちの出入りがなくなる時間帯を見

はからい、唯一の入口に全員で集合。

内部に侵入し、培養のための感染媒体

をすり替える‥‥というわけだ。

ただ、そこにはひとつ大きな問題が

あった。
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マリリンは出所を明かさなかった

が、ある情報源からもたらされた情報

により、エル・スプレモに雇われた科

学者たちがどのようにして細菌の保管

されたエリアまで入るか――つまり、

彼らが、どうやって新鮮な精子を射出

するか――の詳細がわかった。

内殿への通路や重要ポイントのドア

のそばには、ハレムから選ばれた女が

一人ずつ鎖でつながれて配置されてい

る。女たちは、研究所内などで何が行

われているかわからないよう目隠しさ

れ、その手は縛られている。ミトンの

カバーがかぶせられたその手の中に

は、彼女たちに割り当てられたドアの

スイッチが握らされている。ドアは二

重構造で一人しか通れない。鎖でつな

がれた女たちは、男が彼女の口の中に

射精したときだけ、そのボタンを押す

ようしつけられている。それに背いた
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場合、死ぬほどの罰が与えられるとい

う「調教」を受け、そう条件付けられ

ているのだという。

問題は、もし、そのドア係のうちの

誰かが、何らかの理由で不審を抱きド

アを開けなかった場合だ。単にドアを

通るだけなら、その女から力ずくでス

イッチを奪うことはできるだろう。通

報させないためには、手早く女を拘束

し、どこかに隠せばいい。しかし、そ

れだけでは決定的な欠陥があった。こ

の作戦は、侵入の事実を敵に感づかせ

ずに完遂しなければならないのだ。ド

アの前から女がいなくなったのでは、

すぐにばれる。次にドア係が交代する

時間まで、チームのうちの誰か‥‥本

物のドア係と背格好の似通った誰か一

人がその場に残って、身代わりを務め

なければならないということだった。

それはつまり、チーム全員が、自分
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の口を精子の容器として差し出す覚悟

ができるまで、作戦に取りかかれない

ということを意味していた。

この論理的帰結は、当然ながら、チ

ームメンバーの嫌悪感を誘った。ジェ

イミを除いては‥‥。

と、そのジェイミが立ち上がった。

「ねえ、みんな、聞いて。その行為自

体は、けっしていやなことじゃないの

よ。あたし、何度もそういうことをし

たことがあるの。みんなのうち何人か

は、あたしがそうなんじゃないかって、

ずっと疑ってたでしょ。サンディは、

最初から知ってたわよね。じつはあた

し、男とも女とも、どちらともできる

の。で、そんなあたしが思うのは、誰

でもみんな、本当の性感帯は、耳と耳

の間(※訳注 頭の中)にしかないってこと。

もし、誰か本当に好きな人がいて、そ

の人を悦ばせたいと思ったなら、あな
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たが相手にしてほしいと感じる肉体的

行為は、あなた自身だってしてあげら

れるはずよ。そのことが、あなた自身

の悦びにもなると思うの。男の人のコ

ックをくわえることを悦びとして受け

入れたとたん、行為そのものの形なん

て、気にならなくなる。もちろん、あ

たしだって、縛られて、目隠しされて、

誰とも知らない男のものをしゃぶるな

んて、いやだわ。でも、それは、コッ

クをくわえることがいやなんじゃな

い。それが、強制されてることがいや

なだけ。もし作戦に必要なことなら、

行為そのものは克服できると思うの。

‥‥あたしたちならね」

いつものジェイミには似合わない長

いスピーチの後、ジェイミは座った。

聞いていたメンバーたちは、彼女の性

癖に関する噂が本当だったという事実

以上に、そのキャラクターとは反する
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言葉の熱さに驚いた。

そして、そのジェイミの言葉をきっ

かけに、彼女たち全員が――偶然の一

致というより、長い間に培われたチー

ムワークということだろう――まった

く同じ行動をとっていた。

次の瞬間、マリリンも含めた全員の

視線が、サンディに注がれたのだ。

今ジェイミが言ったことに対して、

彼女たちの中で最も恐れと嫌悪感を持

っているのは、まちがいなくサンディ

のはずだった。

彼女のオーラルセックス初体験は、

残忍なレイプによるものだったのだ。

あのことが、他のメンバーにさえトラ

ウマとなり、よけいに拒否感が募るの

だから、当の本人である彼女にはぜっ

たいに許容できないだろう。それでも

なおかつ、彼女が、今ジェイミの示し

たような、とらわれない気持ちを持と
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うというなら、他のメンバーができな

いとはとても言えない。

サンディの目の奥に、あの暴行の記

憶が浮かんでいるのが、彼女たちにも

見て取れた。その痛みの大きさは、彼

女が、誰の視線からも微妙に目をそら

せていることでよくわかった。しかし、

その視線は、堅く結束した仲間たち全

体からは、けっしてそらされることが

なかった。

やがて、その目が、マリリンの顔の

上で焦点を結んだ。

マリリンは、強制のいっさいない、

しんぼう強いまなざしで彼女を見守っ

ていた。それは、言外に、サンディが

決めたことなら、どんなことでも支持

するつもりだと語っていた。

サンディは次に、ジェイミに目を向

けた。

その深い目の両性愛者は、これまで
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一度だって、他のメンバーに押しつけ

がましい振る舞いをしたことがなかっ

た。たとえ自分がまわりから受け入れ

られなかったとしても、そんな自分自

身をつつましやかに受け入れて生きて

きたのだ。そして、そのつつましさで

――自分の選んだライフスタイルを無

理矢理認めさせようとするよりずっと

――、他のメンバーたちの信頼を勝ち

得ていた。

サンディは、ジェイミの目を見つめ、

この物静かなレディが持つ心優しい哲

学を拒否する理由など、どこにもない

と感じた。彼女はもう、ずっと前から

「かれら」などではなく、「あたした

ち」のひとりなのだ。

「‥‥わかったわ、ジェイミ。で、ど

うすればいいの？」

サンディは、静かにそう問いかけた。

ジェイミはそこで、マリリンを見た。
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サンディの言葉が、チーム全体の決定

なのだということを確認したのだ。

マリリンがそれに無言でうなずく

と、ジェイミは、みんなの方に向き直

り、言った。

「そうね、それは、何ができるように

なりたいかによるわね。機械的に、テ

クニックだけを身につけたいのか、そ

れとも、本当に恋人を悦ばせる方法を

学びたいのか。実際の女の人だって、

機械になってることはよくあるわ。で

も、あたしは、できればそれを、愛の

行為として学んでほしい。パートナー

と愛を分かち合う方法として学んだ方

が、お互い、拒否感を持たずにすむと

思うしね。とりあえず、好きな人同士、

ペアを作ってやってみない？ もし自

分が、これまでにいいフェラチオをし

てもらった経験があるなら、その立場

を変えれば、やり方はわかるでしょ。
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そんな経験がないって人は、あたしに

相談して」

その時、チーム内にちょっとした目

配せが行き交った。メンバーたちは気

づかなかったが、マリリンもコンスタ

ンスをちらりと見た。コンスタンスは

ちょっと困った顔をし、マリリンもす

ぐにそれにうなずいた。

「いいでしょう」

マリリンがブリーフィングを再開し

た。

「ジェイミの言うとおりにやってみま

しょう。あたしもパートナーを見つけ

なきゃいけないけど、それはまあ、後

の話として、みんな、今、彼女が言っ

たように賢明に取り組んでください。

それから、この件に関しては、最低限

のプライバシーを尊重したいと思いま

す。あたしは、あれこれ詮索するつも

りはありません。実際の行動について
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は、それぞれの判断に任せます。さて、

じゃあ、言語レッスンを始めましょう

か」

その言葉とともに、新しい訓練が始

まった。

マリリンがすでに、ターゲットとな

る国の言語をそれなりに話せるように

なっていたことには誰も驚かなかっ

た。これまでも彼女は、どんなことで

もメンバーに先駆けて自ら身につけて

きたからだ。

ただ、サンディまでもがそれを修得

していたことにはちょっと驚いたよう

だ。

しかし、そのおかげで、彼女たちは、

軍が派遣した正式の言語教師以外に、

2人の家庭教師を持つことになった。

それもあり、その後二三週間で、彼

女たちの言語能力は格段の進歩を遂げ



299/479

た。もちろん、まだ流暢に話すという

わけにはいかなかったが、たとえば、

小耳に挟んだ会話の中から重要な単語

を聞き分ける程度の能力は手に入れて

いた。

ある晩、ベッドの準備をしながら、

サンディは、心に決めていたことをそ

ろそろ実行に移さなければいけないと

感じた。

見るところ、キャロルとバナの間で

何かが進行していることは明らかだっ

た。そしてそれは、必然的にサンディ

とジェイミがペアになることを意味し

ていた。

もちろん、ジェイミに対してかつて

持っていたような抵抗感はなくなって

いたが、それとは別の抵抗感はやはり

強い。

レイプされた経験はサンディに重く
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のしかかり、その手の行為を悦びとし

て受け入れられそうになかったし、性

欲すらも感じなくなっていた。

でも、サンディは、ジェイミが男か

らキスされているのを見た時、自分の

中にわき起こった感情を忘れてはいな

かった。この１年間近く、女性のペル

ソナで暮らしてきたことが、外見以上

に、心の中にさまざまな影響を及ぼし

ているのが自分でもよくわかった。や

さしい抱擁の前に屈服することを、以

前ほどには気味悪く感じていないの

だ。ましてや、ジェイミの見かけは、

まったく若くて美しい女性だ。ふつう

の男に比べれば、格段に抵抗感は少な

い。もっとも逆に、そんな男でも女で

もないような関係は、従うべき規範も、

真似すべき手本もなく、それ自体が困

惑するものではあったが。

いずれにしても――ジェイミが無理
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強いしてくるようなことはけっしてな

いだろうから――、サンディの側から

その気を見せないかぎり、ことが始ま

らないのはたしかだった。

そこでサンディは、いつものように

クレンジングするかわりに、メイクを

より手の込んだものに直した。そのあ

と、艶のある黒髪をブラッシングし、

高いヒールのミュールを履き、さらに

エメラルドのネグリジェを身につけ

た。それは、今や彼女のトレードマー

クともなった、ぎりぎりの薄さと、ぎ

りぎりの透け感のある、見えそうで見

えないというデザインだった。

そんな身繕いがすむと、彼女は、ジ

ェイミの部屋へと向い、そのドアをノ

ックした。

「どうぞ」

声にノブを回し、中に入ると、ジェ

イミもまた、サンディと同じように、
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きれいなネグリジェとメイクで待って

いた。

「今夜、来るんじゃないかって、思っ

てたわ」

黒い瞳の少女が言った。

それに対し、サンディは、おずおず

とうなずき、ためらいがちに髪を揺す

った。

ジェイミは、サンディに近づくと、

手を差しのべた。サンディはごく自然

にその手をとっていた。そして、その

手に導かれてベッドに隣り合わせて腰

掛けた。

「あなた、バージンよね」

ジェイミが言った。

「もう‥‥、そうじゃないわ」

サンディは、つらそうに答えた。そ

のつらさには、なぜそんなことを思い

出させるのかという気持ちがにじんで

いた。
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「ううん、あたしが言いたいのは、そ

ういうことじゃないの。あなたには、

愛し合うっていう意味でのセックス経

験はないんでしょ？」

ジェイミの言葉に、サンディは目を

そらし、小さくうなづいた。

「だから今夜は、あたしが、愛するっ

てどういうことなのか、見せてあげよ

うと思うの。あなたは、何もしなくて

いいわ。ただ、リラックスして楽しん

で。今夜は、お返しとかも考えなくて

いい。もし、あなたが愛することの意

味を理解できたら、今度、またしてく

れればいいから」

「でも、そういうのを愛っていうの？」

サンディは、おずおずときいた。

「ええ、たしかに、一生を添いとげよ

うっていう種類の愛とはちがうわね。

だけど、パートナーの悦びを自分自身

の悦びより大事にしたいって感じるこ
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とは、立派な愛だと思うの。少なくと

もセックスの場では、それこそが愛だ

ってあたしは思ってるわ」

その言葉とともに、ジェイミはベッ

ドを滑り降り、サンディの足もとにひ

ざまずいた。

そして、エメラルドのネグリジェの

すそをたくし上げると、それとおそろ

いのパンティを露わにした。ジェイミ

の手の動きに合わせ、サンディが腰を

浮かすと、そのパンティが、なめらか

な脚の上を滑って下りた。

つづいて、ジェイミの手でガフがは

ずされ、サンディは思わず体をふるわ

せていた。なにより戸惑いがまさり、

まだ興奮してはいなかったが、ジェイ

ミのやさしい手で、睾丸が本来あるべ

き位置に下りてきたことで、さらに全

身がふるえた。

目の前のジェイミの姿を見ていれ
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ば、その中に隠された体の構造など忘

れ、女の子‥‥それも驚くような美少

女だと思うことは、むずかしいことで

はない。サンディは、自分の中にまだ

残る抵抗感を抑え込み、そんなイメー

ジに没入していった。そして、目を閉

じ、後ろ手をついてベッドに体をあず

けた。

やさしい指が、サンディのものを包

むように握った。それにまた体をふる

わせ、気を取られているうちに、その

先に、蝶がはばたくようなやさしいタ

ッチのキスがされた。

サンディは、次第に高まっていく感

覚に、気持ちが集中していくのを感じ

た。ジェイミがどんなふうにその感覚

を呼び起こしているのかを学ぶという

より、そのセンセーションに否応なく

巻き込まれていくのだ。

巧みな舌使いがさらに興奮を呼び、
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また、表面から液体が蒸発するちょっ

とした冷たさにジェイミの唾液を感

じ、サンディのものは、健康な若者な

ら誰でもそうなるだろう反応を示して

いた。

彼女…彼のものは、次第に激しくな

る心臓の鼓動とともに大きさと硬さを

増していき、今やはっきりとその存在

を誇示していた。ジェイミの紅い唇が

その先を包み込んだときには、さまざ

まな情動が入り乱れ、何とも名状しが

たい声で、彼女…彼はうめいた。

ジェイミの絶えることのない奉仕の

前に、かすかに残っていたサンディ…

ビーチのためらいは、激しい衝動に飲

み込まれていった。その衝動は、かつ

て彼女…彼が自分自身の手でやってみ

たどんな体験よりも強烈だった。その

あえぎ以上に、そして想像していた以

上の強烈さに、彼女…彼自身が翻弄さ
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れていた。

と、そんな…彼の全世界が、いった

ん、そのいきり立つ器官に急速に収縮

し、そして次の瞬間、まるで銀河系の

爆発ともいえる猛烈な勢いではじけ

た。その噴射の勢いは、彼の感覚をも

超えていた。

ビーチは、体の中の精子すべてが、

ジェイミの従順な口の中に吸い込まれ

るのを感じながら、正気と狂気の狭間

をさまよっていたが、しばらくして、

やっと、彼自身の世界観が戻ってきた。

と同時に、この数カ月間感じること

のなかった激しい羞恥に襲われた。自

分の見かけが今、美人の女性であるこ

とが、とてつもなく恥ずかしいことに

思えたのだ。

今、彼の胸は、きれいな形に突きだ

し揺れていた。彼の顔からは、メイク

の匂いが立ち上っていた。彼の唇から
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は、口紅の味がしていた。そのすべて

が、まちがっていると感じられた。

彼は、その美しいネグリジェをすぐ

にも脱ぎ捨てたいと思った。真っ赤な

爪をすぐさま剥ぎ取ってしまいたいと

思った。女を装うことなどやめ、すぐ

に男に戻りたいという気持ちに支配さ

れた。

そう感じながら、体を起こしたとこ

ろで、ジェイミと目が合った。

どうしようもないほどの自己嫌悪に

歪む、美しい…男の顔に、ジェイミも

気がついたようだ。

「サンディ、どうかしたの？」

ジェイミがきいてきた。

「こんなの、おかしいよ。まちがって

るだろ。あた‥‥僕は、こんなところ

にいるべきじゃないんだ。だって僕は、

女の子じゃないんだから。僕は男なん

だ。全部が全部、まちがってる」
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ビーチは、吐き捨てるように言った。

「ねえ、ちょっと落ち着いてよ」

ジェイミは、それを押しとどめるよ

うに言葉を挟んだ。

「たぶん、そんなふうに思うのは、ホ

ルモンの副作用のせいよ。あなたは今、

ホルモンがあなたの体をだめにしたと

感じて、おびえてる。そうでしょ。も

しかして、ここに来てから、あなたは、

マスターベーションもしてなかったん

じゃない？」

「えっ？ そんなこと、するわけない

だろ」

「どうして？」

ジェイミは、さらにそうききかえし

た。

「たとえどんな格好をしてたって、あ

なたは、ノーマルな性衝動をもったふ

つうの若者なのよ」

「ノーマル？ メイクして、ハイヒー
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ルを履いてることの、どこがノーマル

だって言うんだ！」

サンディは、さらに腹立たしげに言

った。

「なにを着てるかで、人間が変わるわ

けじゃないでしょ。‥‥『軍服を着て

いるから軍人なのではない。入隊証書

にサインした瞬間から、君自身が陸軍

なのだ』‥‥なんちゃって」

ジェイミは冗談めかして言った。

それが、思わぬ効果を生んだ。陸軍

が好んで使うそのスローガンのお馬鹿

な引用に、ビーチは、つい吹き出して

しまったのだ。

やはり、今のは、体の中に溢れた薬

のカクテルが発作的に作用したせいら

しかった。彼の中の自己嫌悪は急速に

収束し、次第に自尊心を取り戻しはじ

めていた。

まるで二次曲線のグラフでも描くよ
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うに、ビーチは、見る見るサンディへ

と戻った。

やっと、いつもの穏やかな笑顔を取

り戻したサンディは、手をさしのべて

ジェイミを立たせ、横に座るようにう

ながした。

「‥‥ありがとう」

サンディは言った。

「なんだか、気持ちが落ち着いたわ」

「うん、あれだけ出せばね」

ジェイミが笑い返した。

その言葉に、サンディは、ふたたび

おろおろと目を泳がせた。しかし、ジ

ェイミが唇についた最後のクリームを

舐めとるのを見て、照れ笑いするしか

なかった。

「‥‥もお、そういう意味じゃないわ

よ」

そう言い返した後、サンディは、ま

たちょっと何か思いまどう顔になり、
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その視線を、ジェイミの短いネグリジ

ェのすそにかいま見えるデルタ地帯へ

と落とした。

と、ジェイミもそれに気づいたらし

く、いたわるように言った。

「さっきも言ったでしょ。あなたがほ

んとにしたいと思った時でいいの。今

夜は、部屋に帰って眠って。だけど、

また来てね」

ジェイミの言葉に感謝しながらうな

ずき、サンディは足もとにからまって

いた下着をたくし上げた。最後まで上

げる前に、彼女は小さなため息ととも

にガフを装着し、さっきまでいきり立

っていたそれを押し込むと、その上を

エメラルドのパンティで隠した。

ヒールの高い室内履きに足を通し、

立ち上がったサンディは、ドアへと向

かった。きっと自分の欲望をがまんし

ているにちがいないジェイミは、そん
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なことはおくびにも出さず、サンディ

をエスコートしてくれた。

出口まで行ったところで、サンディ

は立ち止まり、その親友に顔を向けた。

今夜の出来事を今一度思い返し、なん

だか、このまま出ていくのはよくない

気がしたのだ。

考える前に体が動いていた。サンデ

ィは、両腕でジェイミの体を包み込む

と、口紅で彩られた唇を、仲間（もし

かして‥‥恋人？）の同じように色鮮

やかなそれに重ねていた。

たしかに、そのキスは、友情の範囲

を超えていたが、未だ恋愛感情とは呼

べない気もした。もしそういう感情だ

としても、それは、まだ芽生えたばか

りだった。ジェイミの方はすでに、友

達から恋人に変わる心構えができてい

るのだろう。そのキスにこめられた情

熱に、そんな思いが伝わってきた。サ
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ンディ自身も、その思いに応えたいと

感じたが、まだわずかに抵抗感が残っ

ていた。それで、唇を離すと、また来

ることへの約束を込め、もう一度チュ

ッと唇を触れ、おやすみを言った。

翌朝のサンディとジェイミの様子を

見て、マリリンは、すべての訓練生た

ちが、これまで以上に親密な人間関係

に踏み出したことを覚った。キャロル

とバナは、すでに、前よりずっと情熱

的で濃厚な関係で結ばれているようだ

った。

それに気づいたマリリンは、その親

密さが無理につくり出されたものでな

ければいいがと心配になった。そんな

関係は、逆に、チームの結束を壊しか

ねない。しかし一方で、テーベの神軍

の評伝を読んでいた彼女は、恋人でも

あり戦友でもあるという関係が、高潔
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で強力な軍隊をつくることがあるとい

う史実も知っていた。

そして、自分がどこかいらだってい

る原因は、自分自身にはまだ、そんな

相手も機会も見つかっていないからだ

と結論した。

ただ、サンディとジェイミの関係に

ついてのマリリンの観測には、じつは、

ちょっとした誤解があった。

今朝のジェイミは、明るく元気いっ

ぱいで、サンディが屈服感を持たない

ように気づかっているように見えた。

そのくせ、明らかに彼女に夢中になっ

ている感じだ。他方、サンディはとい

えば、どこか煮え切らず、未だ気持ち

の整理がついていないように見えた。

もし、サンディが昨夜、性的な満足を

得たのなら、こうはなっていないだろ

う。おそらく、ジェイミだけが一方的

に楽しんだにちがいないと、マリリン
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は思った。

つまり彼女は、性の悦びの提供者と

享受者を完全に取り違えていたわけ

だ。

とはいえ、このチームはどんな問題

をも乗り越えるにちがいないと考えた

マリリンは、それについては何も言わ

ずに一日をスタートさせた。

メンバーたちは、いつものようにワ

ークアウトをこなし、ドレスアップし

た後、実際の作戦を想定した模擬演習

に取り組んだ。

マリリンはすでに、目標の内殿とそ

の中に隠された生物戦研究所のそうと

う詳しい見取り図を、どこかから入手

していた。その見取り図をもとに、以

前チームから脱落しやることがなくな

った兵士たちが、基地の一角にそのレ

プリカを造ってくれていた。例の二重
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ドアや拘束装置までふくめ、かなり完

璧な再現らしい。

そこでリハーサルすることで、チー

ムメンバーは、すぐに研究所の構造を

理解し、侵入経路の詳細も頭に入れる

ことができた。

演習の中で、その役割分担も決まっ

た。サンディとキャロルは、ハレム内

で活動する際、また脱出する際、敵の

目を攪乱するための工作を主要任務と

することとなった。内殿に潜入する際

には、二人で攻撃に備え護衛の役割を

担当する。ジェイミは、もちろんキー

ピッキング。マリリンがそれをバック

アップする。そしてバナが、細菌の感

染媒体をにせ物とすり替える作業を担

う。コンスタンスは、そもそも精子を

差し出すことが無理なわけだから、内

殿に入ることはできない。当然、外で

の見張りとなる。
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ハレム内には、あちこちに、男性の

侵入者を殺害するための武器が配置さ

れていたから、逆に、彼女たち自身は

武器を用意する必要はなかった。

作戦のシミュレーションはできたも

のの、ひとつだけ、コントロールでき

ない要素もあった。彼女たちが都合よ

く拉致され、ハレムに連行されるかど

うかだ。ただ、それは、さほど困難な

ことではなさそうだ。

エル・スプレモは、以前から国際世

論に背を向け、かつ、国内の言論をも

完全に統制している。だからあまり知

られていないが、この国および周辺国

で、行方不明になった外国人美人女性

のグループは多い。そのうち何人かは

捜索要請も出されていたが、エル・ス

プレモはそれを無視しつづけている。

その結果として、また、そんな貧困な
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国への観光など、たいていの場合は家

族に反対され、それに逆らって出かけ

ているわけだから、拉致と思われる行

方不明が大きく問題化することもない

まま現在に至っているのだ。

そうした事実をかんがみ、マリリン

は、以前、街に出た時と同様に、キャ

ラクターごとに分けたふたつのグルー

プでこの国に近づいていけば、まちが

いなくハレムに連行されると判断し

た。どちらのグループにも、目をつけ

られるだけの要素はそろっていた。

模擬演習の後、言語実習をこなし、

その後ディナーをとり、この日の予定

もつつがなく進んだ。夕食を終えたと

ころで、彼女たちは解散し、それぞれ

の部屋へと戻った。

そこでサンディは、昨夜と同様、入

念なメイクをし、そのプロポーション
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を際立たせるネグリジェを身にまとっ

た。そして、昨夜同様ジェイミのドア

の前に立ち、ノックして部屋に入った。

「‥‥来ちゃった」

サンディがちょっと恥ずかしげに言

うと、ジェイミはうなずいた。

「もう、気持ちの整理はついた？」

ジェイミは、けっして無理強いした

くはないというやさしい口調で尋ねて

きた。

「ええ、たぶん」

サンディが答えると、ジェイミは、

さらにちょっと考えるようにしてから

言った。

「ねえ、こうしない？ いきなりって

いうのもなんだから、まず、お互い抱

き合ってちょっとお話しするの。で、

気分が乗ってきたら、何度かキスする。

そんなふうにムードをつくってからの

方が、いいでしょ」



321/479

その提案は、一面では、サンディを

狼狽させるものだった。それは、感情

を重視したやり方だ。ジェイミのこと

を、単なる練習台などとしてでなく、

リアルな恋の相手としてとらえるとい

うことだろう。

でも、一面では、その方がまっとう

にも思えた。ジェイミの基本的な考え

方は、セックスというのは、相手を悦

ばせることに悦びを感じることだとい

う。それは、けっして独り善がりでな

く、お互いが、よりよい恋人になると

いうことだ。

もちろん、サンディとジェイミの関

係は、ロマンス小説の中で語られるよ

うな恋人どうしにはなれないだろう。

でも、二人の間には、軍隊という組織

の中で培われてきた仲間意識があっ

た。その上、特殊な訓練プログラムの

中に隔離されたことによって生まれた
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強い連帯感があった。それにも増して、

お互い、魅力的であることをめざして

つくりあげてきたそれぞれの女らしさ

に、強く惹かれ合っていた。

もし、目の前にジェイミと同じくら

いきれいな女性がいたなら、サンディ

はためらいなくキスするだろう。そし

て、実際の話、ジェイミの本来の体の

構造がどうであろうと、サンディは彼

女を女性と見なすことがふつうになっ

ていた。

一瞬の間に頭を駆けめぐったそれら

の思いが表れる間もなく、サンディは

ジェイミに歩み寄り、その体に腕をま

わしていた。

「あなたは、誰よりも大切な人よ」

サンディは、ジェイミの耳もとにそ

うささやいていた。

「あなたもよ」

ジェイミが答えた。
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「あたしはね、好きになるのに、男と

か女とかは関係ないと思ってるわ。で

もね、だからって、誰でもいいってわ

けじゃないのよ。ううん、むしろ、恋

人を選ぶ基準は、ふつうの人より厳し

いと思ってる。あたしが愛することが

できるのは、やさしくて、思いやりが

あって、愛情深い人だけ。たとえば‥

‥、あなたみたいに」

言葉は、恋人たちが何世代にもわた

って紡ぎ上げてきた愛のメソッドだ。

そのことによって、人間の愛は、動物

を超え、生物学的衝動をも超えてきた

のだ。

サンディとジェイミの間でも、それ

は、歴史上の恋人たち同様、効果を発

揮した。

数分のうちに、その抱擁はより熱の

こもったものになり、唇と唇は、お互

いを求め合っていた。
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ジェイミの情熱的なキスに応えるこ

とに、今夜のサンディは、もうためら

わなかった。自分自身の思いの高まり

にまかせてキスを返し、ついには、ジ

ェイミをベッドの上に押し倒すように

して唇を押しつけていた。

そして、今夜は、サンディの側が、

ジェイミの足もとにひざまずく番だっ

た。

ジェイミがすでにガフを着けていな

いことに、サンディは先刻から気づい

ていた。実際、ベッドを降りてひざま

ずいたサンディの目の前で、ジェイミ

のあずき色のパンティは、彼女の生ま

れついての性を証明し、つっぱってい

た。いちおうパンティはそれを抑え込

んでいたが、でも、完全には覆いきれ

ず、その先がはみ出すほどになってい

た。

サンディはそこで、この状況をどう
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受けとめ、ことをどう進めたらいいの

か、イメージの方向を模索した。自分

の本来の性を否定し、自分を女だと思

い込んで進めることもできるだろう。

一方で、ジェイミのかわいさを基準に

して、彼女のことを、ちょっと変わっ

た器官を持つ特殊な女性としてとらえ

ることもできる気がした。

でも、結局のところ、それは、どち

らかに決められるようなことではなか

った。ジェイミはジェイミ、そして、

サンディはサンディ自身でしかあり得

ない。サンディは、素直な気持ちで、

ジェイミのかわいらしさとともに、そ

のコックを、愛おしい存在として受け

入れることにした。

自分が演じている役割の複雑さに思

い煩うことをやめると同時に、サンデ

ィは、自分自身の隠されたものが、む

くむくと活動しはじめるのを感じた。



326/479

そして、その行為を進めるにしたが

って、そんな煩悶は完全に消え失せ、

自分はけっしてまちがったことはして

いないという確信が涌いてきた。

その行為が、相手にどれほどの悦び

をもたらすものか、サンディはすでに

自分の経験からよくわかっていた。今

や彼女は、そんな悦びを与えることに、

夢中になっていた。

もちろん、まだそのテクニックは未

熟だった。でも、ジェイミは、むりや

り腰を突き出すようなことはせず、し

んぼう強くサンディの奉仕を受けつづ

けた。そして、そのことによって、無

言のうちにサンディにテクニックを伝

授した。

その時が来た。

サンディによってジェイミが興奮の

頂点に達し、ほどなく、ショートカッ

トの少女は、ロングヘアの少女の口の
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中に、エナジーとパッションを注ぎ込

んでいた。

皮肉なことではあったが、かつての

悲惨なレイプ体験が、サンディに、精

液の味と口当たりを堪能させ、彼女は、

さほどの抵抗もなくそれを飲み込むこ

とができた。

収縮しはじめたジェイミのものか

ら、最後のクリームをやさしく吸い取

った後、サンディは、そこから口を離

した。そして、気を失ったように呆け

たジェイミの顔を、満足げに見上げた。

その１秒か２秒の間、ジェイミは目を

白黒させていたが、やがて、微笑みを

浮かべ、見上げている友人の顔に目を

向けてきた。

「どうだった？ あたし、うまくやれ

てた？」

サンディは、大きな瞳で無邪気そう

にきいたあと、気持ちが抑えきれない
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ように、くすっと笑った。

「う～む、気に入らないわね」

そんな否定の言葉に、今度は、サン

ディの顔が瞬く間に曇った。と、ジェ

イミは笑い出し、つづけた。

「たしかに、驚くほどうまかったわよ。

でも、あたしの知ってるかぎりでは、

あなたは未経験の女の子のはずよ。少

なくとも、心からの行為は、これが初

めてなんでしょ。なのに、どうしてそ

んなに上手なわけ？」

その言葉に安心したように、サンデ

ィが答えた。

「そりゃ、あたしには、いい先生がい

るんだもん」

そして、立ち上がると、ジェイミの

隣に寄り添うように腰を下ろした。

と、そこで、ジェイミは、今のサン

ディの奉仕にお返しするというよう

に、サンディの体に当てた手を下へと
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滑らせた。しかし、サンディはその手

をつかみ、途中で止めた。

そして、こうささやいた。

「今夜は、あたしのための夜でしょ。

あたしが、あなたを悦ばすためのね。

部屋に戻るまでの間、もう少し、ふた

りでいちゃいちゃしてたいの」

ジェイミは、それにうなずくと、ふ

たりでゆったりと横になれるよう、体

をずらしながらベッドに倒れ込んだ。

実際の作戦決行がいつなのか、それ

を知っているのはマリリンだけで、他

のメンバーにはなにも知らされていな

かった。しかし彼女たちは、いつその

瞬間が訪れてもいいように、本番さな

がらの演習を繰り返していた。メンバ

ーたちは、どんな不測の事態が起きた

場合にも、それぞれの役割の代行がで

きるところまで、その演習を練り込ん
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でいった。

一方、夜の演習の方も同様につづけ

ていた。彼女たちは、最初の新鮮な感

覚が過ぎたあとも、満ち足りた感動を

共有できるところまで、それを深めて

いた。

ある晩、部屋のドアがノックされる

のを聞き、サンディはあわてて、もう

いちど鏡をのぞき込んだ。

その顔は、思わず微笑んでいた。慎

ましいジェイミは、これまで、自分の

方から部屋にやってくることはなかっ

た。今夜、どうやら初めて彼女の方か

ら訪ねてくれたらしいことがうれしか

ったのだ。

メイクが完璧なのを確かめた後、サ

ンディはいそいそとドアに向かった。

そして、いつもの「悲劇のヒロイン」

という表情よりずっと明るい輝くよう
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な笑顔でドアを開けた。しかし、そこ

で彼女は、小さな驚きの声とともに動

きを止めた。

そこに立っていたのは、マリリンだ

ったのだ。

「こんばんわ」

マリリンの口調には、これまでサン

ディが聞いたことのない、どこか躊躇

(ちゅうちょ)しているような響きが混

じっていた。

「誰だと思ったの？」

「え？ あ、いえ、その‥‥べつに」

サンディの方も、ちょっとうろたえ

ながら答えた。

おそらくマリリンは、サンディが誰

を待っていたのか知っているのだろ

う。でも、それ以上追求することなく、

こうきいてきた。

「入っても、いい？」

「え、ええ、もちろん」
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サンディはそう言うと、ブルネット

の髪を揺すりながら、道を空けた。入

ってきたマリリンは、いつもものごと

をはっきり言うチームリーダーには珍

しく、どこか不安げな様子でたたずん

でいた。

「あたしがどうしてここに来たか、な

んとなく、気がついてると思うけど‥

‥」

そのブロンドの女性は、そう切り出

した。

「あなたたちがすすめている『特殊訓

練』に、あたしも取り組みたいと思っ

てるの。それには、パートナーがいる

でしょ。よかったら、あなたがそれを

引き受けてくれないかと思って。ジェ

イミはたぶん、許してくれるでしょ」

あまりの驚きに、サンディは言うべ

き言葉を失った。

いや、嫌悪したわけではない。むし
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ろ、わくわくするような気持ちすら抱

いていた。

サンディの繊細な少女っぽさに比べ

れば、マリリンは完璧な女だ。たしか

にサンディも、クリスタルの訓練のお

かげで、チームの誰にも負けない女性

としての魅力を身につけている。でも、

彼女の中にはまだ、青臭く田舎臭い少

年が生きていた。そんな彼女の目に、

ブロンド美人の典型ともいえるマリリ

ンの姿は、この上なく気をそそられる

存在として映っているのだ。

とはいえ――その姿がいかに美しい

としても――、将校が二等兵の部屋ま

で来て、オーラルセックスを申し出る

などということは、思考の限界を超え

ていた。

もしサンディが、その外見ほどに洗

練された会話のセンスを持っていたの

なら――イエスであれノーであれ――
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しゃれた答えを返せたかもしれない。

しかし、それさえできず、彼女はしば

らくの間、取り乱したようにおろおろ

していた。

しかし、そんな逡巡も、サンディ自

身の中からわき上がってくるものによ

って、打ち負かされた。

この間、彼女が体験してきた夜の習

慣から、彼女の体はすでに――マリリ

ンが現れる以前から――ほてり、臨戦

態勢になっていた。その外見がどうあ

ろうと、いわば「さかり」のついた20

歳。目の前のフェラの誘いに打ち克て

という方が、どだい無理な話だ。

その結果、サンディは――まあ、あ

る意味キャラクターには似合った――

恥ずかしげな顔で、うなずいていた。

と、その年若い少女の手を取ったマ

リリンは、そのままベッドまで連れて

行った。サンディは、いわばされるま



335/479

まに、そこに座った。

そこでマリリンは、くすっと笑うと、

例の頭が空っぽな顔つきになり、言っ

た。

「うふ‥‥。じゃ、おけいこ、はじめ

るね。あたしぃ、思いっきり感じるセ

ックス・トイになりたいの。‥‥んふ、

そりゃあ、あたしだって、やりかたく

らい、わかってるわ。だけどぉ、あた

し、ほんもの見るの、初めてだから、

ドキドキしちゃう」

とたんに、サンディのネグリジェの

一部が、むくむくともりあがり脈打っ

た。すでにガフをはずしていることも

一目瞭然だった。

マリリンのちょっと体をくねらせる

ようなセクシーな仕草は、揺れるブロ

ンドとも相まって、素朴な少女の心を

エロティックに駆り立てた。サンディ

のあえぐような息づかいと動悸の高ま
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りを見て取ったマリリンは、さらに媚

びるような笑顔を浮かべ、こともなげ

に支配権を握ってしまった。

「さあ、横になって。うふ、あなたは、

なにもしなくていいのよ。全部あたし

にまかせて、お勉強させてね」

マリリンは、そのくすくす笑いの中

に、これが「お勉強」であることを強

調した。

そんな流れに押し流されるように身

を任せていると、すぐに、優しいけれ

ど独特なマリリンの奉仕がはじまり、

サンディのそこはむくむくともち上が

り、若い活力に満ちていきり立った。

そのブロンド美人のテクニックは、

ジェイミから受ける刺激とはあきらか

にちがっていた。もっとメカニカルと

いうか――こういう行為にそんな言い

方が許されるとするなら――もっと知

的な感じがするのだ。
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とはいえ、それが最高に感じるもの

であることはまちがいない。おそらく

マリリンは、本を読んで、どうやった

ら男のものを興奮させられるかという

知識を正確に得ているにちがいなかっ

た。

またたく間に、サンディは引きつっ

たような声を漏らし、絶頂へと昇り始

めていた。

上司から実験材料のように扱われて

いるという奇妙な興奮とも相まったそ

のうめき声に、マリリンは、ちょっと

首をもたげ、唇を引いた。まだ頂点に

達するのは早すぎると思ったのだろ

う。

しかし、彼女がその行為を再開した

時、サンディの興奮は、そのままつづ

けるより、さらに高みへと上昇するこ

とになった。そこでマリリンは、とっ

ておきのテクニックを試そうと考えた
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ようだ。怒張したサンディのものを包

んだ唇が、根本に向かって、これまで

以上に深く降りはじめた。

サンディも、その変化を感じていた。

それは、気が遠くなるほどの快感だっ

た。

自分の亀頭が、狭まったマリリンの

のどに突き刺さるのを感じ、サンディ

は、ジェイミとの交わりでは一度も経

験したことのない鮮烈な感覚が走るの

を覚えた。

ほぼ同時に、マリリンの唇が、シャ

フトの根本まで達し、無毛の下腹部の

肌をくすぐった。自分の目でそれを確

かめずにはいられなくなったサンディ

は、思わず首をもたげていた。

見ると、そこには、ゆさゆさ揺れる

ブロンドのカールに包まれたマリリン

の顔があり、その大きく開かれたルビ

ーの唇が、奉仕の対象物をすっかり呑
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み込んで覆い隠していた。そのせいで、

サンディ自身の下腹部は、まるで本物

の女性のようにさえ見えるのだ。

と、そこで、マリリンののどの奥で

なにかが震えるような感覚があり、そ

れと同時に、サンディは爆発していた。

その衝撃は、マリリンをもはじき飛

ばしてしまいそうなほど強烈だった。

その瞬間、ブルネットの娘の体は弓の

ようにしなり、ハイヒールは床を蹴っ

て宙に浮き、のけぞった頭が、ボディ

全体をはね上げた。

それでもマリリンは、まるでロディ

オのチャンピオンのように、サンディ

の体のすべての痙攣を乗りこなし、そ

こをくわえつづけた。

サンディに現実感が戻りはじめ、そ

れが萎えてきたところで、やっと、マ

リリンはそのナマのおしゃぶりから口

を離した。
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その顔に、これまで演習中に何度も

見た自信にあふれた笑みが広がった。

唇の端を持ち上げるその笑みは、恋人

を天国に導いたという――まあ、世間

の常識から見れば、地獄絵ともいえる

が――満足感の表れにちがいない。

ここまでにもう、ふつうではない性

役割を演じることの恥ずかしさや嫌悪

感を克服してきたサンディは、もちろ

んそれを、天国ととらえていた。この

間、能動的にも受動的にもセックスを

楽しむすべを知ったことで、ジェイミ

との初めての時のような混乱を見せる

こともなかった。

白黒させていた目の焦点が合ったと

き、サンディは、自分の中から自然に

湧き出した新たな称賛のほほ笑みとと

もに、そのリーダーであり恋人でもあ

る人物を見つめていた。

ところが、それに対するマリリンの
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反応は、くすくす笑いと例のペルソナ

とともに、その称賛のまなざしを、軽

くいなしてしまった。

「あ～ん、もぉ、最高」

ブロンドを揺らして体を起こしなが

ら、マリリンは言った。

「こんなにすてきなことだって、どう

して教えてくれなかったの？ そした

ら、あたし、もっと早くしてあげてた

のに。いじわるね」

そこでサンディは、その言葉を遮る

ように手をさしのべ、彼女の腕をとっ

て、ベッドの上に座らせた。

「‥‥えっ、そんな。あたしはべつに、

いいのよ」

マリリンは訓練によって習得した女

の甘え声を残しつつも、冷静な大人の

態度を取り戻して言った。

「ううん、お返しとか、そんなんじゃ

ないの。あたしが、したいの。あなた
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が‥‥ほしいの」

サンディは、そう言うと、ベッドを

滑り降り、そのブロンド美人の前にひ

ざまずいて、太腿にかかったネグリジ

ェの裾を引き上げた。

マリリンはまだ「武装」を解いてい

なかった。つまり、ガフを着けたまま

だった。そのせいで、隠れていたもの

を引っ張り出した後、それが勢いを取

り戻すまでに、多少の手間が必要だっ

た。でも、やさしい指でなで、つやの

ある唇でくわえ、いたずらな舌でなめ

ると、柔らかかったそれが見る見る堅

さを増し、ついには、立派な軍人にふ

さわしい力強さで屹立した。

いつもジェイミにしているのと同じ

ように愛情を注ぎ込むことで、マリリ

ンが感じてくれているのが、サンディ

にはうれしいことだと思えた。

一方でサンディは、はるか上の階級



343/479

の士官に対し、こんなふうに力を及ぼ

していることに、奇妙な興奮を抱いて

もいた。その興奮は、ブロンド美人の

もだえ声が次第に大きくなるととも

に、さらに高まっていった。

ふつうの女性ならそれだけで耐えら

れない、のどの奥への圧迫を、サンデ

ィが甘受できたのは、もしかすると、

例の残虐なレイプ事件の皮肉な結果だ

ったかもしれない。

以前、同様の攻撃の恐怖を味わって

いるぶん、逆に、その感覚を体が覚え

ていた。マリリンのコックが徐々に侵

入してくる衝撃は、少なくともあの時

に比べれば、ショッキングではなかっ

たし、どうしてもがまんできないこと

でもなかった。

いや、がまんどころか、関係をより

深く受け入れることは、むしろ喜びだ

とさえ思えた。
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もちろん、古代から生物が発展させ

てきた吐瀉反応に抗うことは、けっし

て楽ではないのだが、この世で最も尊

敬している人物と愛を分かち合うこと

は、この上ない悦びだと感じられた。

マリリンのシャフトを徐々に下りて

いた唇が、その根本の肌に口紅の跡を

つけたところで、サンディは、ちらり

と目を上げた。と、マリリンのブルー

の瞳が震えるように動いた。それを見

たことで、サンディのグリーンの瞳も

喜びにあふれ、彼女はあることを決意

した。さっき、マリリンが感じさせて

くれたのと同じ感覚を感じさせてあげ

たいと思ったのだ。

でも、具体的に、のどをどう使えば

いいのか？

ちょっと考えた末、サンディは、そ

の亀頭を丸ごとのどの奥に吸い込むよ

うにした。とたんに嘔吐感がこみ上げ
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たが、そのぜん動が、マリリンの亀頭

を絞りあげるように働いた。先刻と同

様のことが、立場を変えて起こってい

た。いや、その効果は先刻よりもすご

かったようだ。

マリリンの体は、強力なバネのよう

に張りつめて弾み、サンディはその荒

馬にはねとばされそうになった。さら

に、そのエレガントな口もとから訳の

わからない叫びを発しながら、マリリ

ンは、まるでブロンドのカールとハイ

ヒールの先がくっついてしまうほど弓

なりにのけぞった。しかし、実際にそ

うなる前に、マリリンのものから次々

になにかが発射された。音も聞こえず

目にも見えなかったが、それは直接サ

ンディの胃に向かって猛烈な勢いでほ

とばしった。

しばらくして、マリリンのものが出

て行ったとき、サンディは、自分がそ
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のクリームの味さえわからなかったこ

とに気づいた。発射位置が、舌の味蕾

よりずっと奥だったからだ。

「‥‥ふぅ、すごかった」

マリリンがため息をつくように言っ

たので、サンディは思わず笑ってしま

った。

「ふふ、すごいのは、そっちでしょ。

すごくいい女だったわよ」

「ふたりとも、すごくいい女で、すご

くいけない子ね」

マリリンも、笑い返した。

「これで、あたしも準備完了。いよい

よ作戦開始ね」

「えっ、ほんとに？」

サンディは驚いてきいた。

「ええ」

マリリンは、それに大きくうなずい

た。

「今夜はよくやすんで。ジェイミには、
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あたしから、今夜あなたは来られない

って言っとくから。明日中に準備して、

あさってには出動よ」
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chapter 7 Trance?
‥‥恍惚？

マリリンがサンディに告げたとお

り、二日後、チームは旅立った。

彼女たちは、例のふた組のトリオに

分かれ、別々の航空会社の別々の空路

をたどって、しかし、どちらの組も二

日うちには、エル・スプレモの国の隣

国に到着していた。

それぞれが降り立った街から、さら

にしばらくの間、観光を装った旅行を

つづけ、ふた組は、次第に、貧しいエ

ル・スプレモの国と接する国境地帯へ

と近づいていった。目指したのは、以

前から拉致と思われる行方不明事件が

頻発している町だ。

目的の町に入ってからは、そこに腰

を落ち着け、それぞれのトリオごとに、
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毎日ほぼ同じスケジュールで行動し

た。同じ時間帯に同じレストランで食

事し、同じ道を歩くわけだ。

残された問題は、いつ拉致の手が伸

びてくるかということだったが、それ

は結局、時間の問題でしかなかった。

ある暗い夕暮れ、ホテルへの帰り道

を歩いていると、マリリンが、キャロ

ルとサンディに警告するようにささや

いた。

「どうやら来たみたいよ。わかってる

わね。がんばっちゃだめ。多少の抵抗

はするにしても、すぐに捕まること」

うかがい見ると、たしかにふたつの

影が、いかにもという感じの忍び足で

近づいてきていた。その感覚に、サン

ディの脳裏には思い出したくない記憶

がよみがえり思わず黙り込んだが、他

の二人は、薄明かりの中に入ってきた
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人影に気づいていないそぶりで、おし

ゃべりをつづけていた。

そのはしゃぎっぷりは、ちょっとわ

ざとらしい感じがしないでもなかった

が、襲撃者たちは不審を抱いた様子も

なく次第に距離をつめてきた。

いちおう、この手の工作のスキルは

持っているのだろう。エル・スプレモ

の手下たちは、女三人の拉致なら、男

二人でじゅうぶんだと考えているよう

だ。

たしかに、その襲撃は手際よかった。

まず片方の男が腕をつかみ、驚いて

声を上げようと開けた口に、すかさず、

もう一人がボール型の猿ぐつわをかま

せる。最初に声を出せなくしておいて、

その後、さらなる拘束を加えるのだ。

一瞬後には、すべてが終わっていた。

サンディたちは全員、後ろ手に革手

錠をはめられ、その上、肘のあたりも
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幅広の革ベルトで固められていた。両

肘が触れるほど強く絞られたにもかか

わらず、肩の靱帯を痛めずにすんでい

るのは、つらい訓練によって得た柔軟

性のたまものだろう。

さらにもう一本の革ベルトが両脚に

かけられ、女らしく柔らかなふくらは

ぎに食い込んで、歩行の自由を奪った。

そして最後に、他のものほど痛みは

ないにしろ、彼女たちの自由を完全に

奪うものが着けられた。目隠しされた

のだ。

マリリンの忠告どおり、彼女たちは

たいした抵抗もしなかったのだが、拉

致犯たちは、そうは感じていないらし

い。すべてがかたづいたところで、男

の一人が、忌々しげになにか毒づいた。

やはり、エル・スプレモの国の言葉の

ようだ。

「おい、静かにしないか」
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もうひとつの声がそれをとがめた

が、男はまだ不平をつづけた。

「だってよ、この赤毛のスケ、俺の指

を噛みゃあがったんだぜ。その上、こ

のブーツで、ここを蹴りゃあがった」

それに対して、もう一人は笑いなが

らからかった。

「いつまでも口ん中に指を突っ込んで

るからだろうが、まぬけ。そんなまぬ

けだから、大事なとこを足蹴にされん

だよ」

「ちくしょう、もし、またあんなまね

しやがったら、今度はこいつの歯を全

部抜いて、俺の大事なものをぶち込ん

で‥‥」

そこまで言ったところで、男たちが

緊張したように口をつぐんだ。どうや

ら、もうひとり別の人物が近づいてき

たようだ。

と、すぐに、命令口調の声がした。
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「馬鹿者！ そんな冗談は、口が裂け

ても言うな！ 貴様らは新兵だから知

らんのだろうが、この前、総統閣下の

虜囚に手をつけたと疑われた連中がど

んな目にあったか、よく覚えておけ。

総統閣下はときどき、新参の女たちを

首実検なさる。それだけでなく、この

前は、何を思われたか、女たちの体ま

で検査することをお命じになった。膣

や、直腸や、胃の中をな。すると、そ

のうちの一人の体から精子の痕跡が見

つかったんだ。実際には、その女が、

拉致される直前に男とやっていたのか

もしれん。しかし、総統閣下は、そう

はお考えにならなかった。女を拉致し

てきたチーム全員を、即刻、去勢し、

目をつぶしてしまわれた。その上、両

手を切り落とさせたんだ。それだけじ

ゃないぞ。その男たちを、そのまま、

ハレムの中に解き放った。おそらくや
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つらは、ハレムの女たちにやさしくい

たぶられながら死んだんだろうよ。だ

からな、もし貴様が、この女たちに手

を出そうとでもしたら、その前に‥‥、

俺が貴様を殺す！」

なんとか理解できたその言葉を聞き

ながら、サンディは、どうやら、すぐ

危うい目にあうことはなさそうだと思

った。

ただ、当面の危険がないということ

は、苦痛がないということではない。

手首を固めた革手錠や、あごをしびれ

させ始めた猿ぐつわは、とても快適な

ものとは言えなかった。

次に耳に入ってきたのは、無線機の

ガーガーいう音だった。電波状態が良

くないらしく、無線機の向こう側の言

葉は――覚えたばかりの外国語でもあ

り――ほとんど理解不能だ。しかし、

こちら側でしゃべるリーダーの言葉
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は、声の調子からも、拉致の成功を報

告しているらしいことがわかった。

数分後、軍用トラックらしい車がや

ってきて、彼女たちは、それに乗せら

れた。そこでもまた、危険とは言わな

いまでも、けっして心地よくはない扱

いを受けた。無造作に荷台に放り込ま

れたのだ。

しかし、体が荷台の床にぶつかる痛

みは感じずにすんだ。

そこにはすでに何人かがいて、その

柔らかな体がクッション代わりになっ

たからだった。

折り重なった不快さを解消しよう

と、お互いがもぞもぞと体を動かした

が、手と脚を固定された状態では、な

かなか思うようにいかない。しかし、

その体の接触だけで、もう一組のトリ

オも首尾よく拉致されたことを知るに

はじゅうぶんだった。
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手枷足枷に猿ぐつわ、さらに目隠し

までされ、チーム全員が、エル・スプ

レモのもとへと護送されていた。いや、

先刻の彼らの会話から察するところ、

どうやら「総統」と呼ぶのが正しいよ

うだ。

五感のほとんどに制約を受けている

彼女たちにさえ、いつ国境を越えたの

かがわかった。ある時点から、道路状

態が極端に悪くなったからだ。

そしてまた、その総統とやらの宮殿

に近づいた時も、おおよそ見当がつい

た。今度は、ずっとつづいていた荷台

の揺れがおさまったのだ。おそらく、

宮殿の周辺にだけ、自動車に乗れる特

権階級が住んでいるということだろ

う。

そのドライブに要したのが何時間―

―あるいは何日――だったか、ずっと
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暗闇の中にいた彼女たちには判断がつ

かなかったが、ともかくも、やがて車

は止まり、彼女たち六人は、屈強な男

たちの肩に担がれて運ばれ、どこかよ

くわからない場所に立たされていた。

手足を縛られ、そびえるようなヒー

ルを履き、足の指を動かしてちょっと

位置を変えることさえままならない状

態で、彼女たちは危うくバランスをと

っていた。

と、そこへ、女の声が響いた。

アクセントもほぼ正しく、はっきり

と聞き取れる英語だったが、その語調

は、なにかの祈祷のように平板で抑揚

のないものだ。同じ単語が必要以上に

繰り返されるせいかもしれない。

「おめでとう。お前たちは、今日から、

偉大なる総統閣下のご奉仕組に加わる

ことになりました。お前たちは、その

美しさによって、偉大なる総統閣下に
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選ばれた者たちです。つねに人民の幸

せを願い、果てしない労苦を重ねてお

られる偉大なる総統閣下を、お前たち

の美しさでお癒しし、お慰めする。女

としてこれほど名誉なことはありませ

ん。その名誉ある役割を果たし、ここ

で暮らしていくために、お前たちが守

らなければいけないルールは、至って

簡単です。まず第一に、その美しさを

つねに保ちつづけること。もし、偉大

なる総統閣下が、奉仕組の中に魅力の

ない女を見つけられたときは、女官長

たる私の責任が問われます。ここには、

お前たちが美しさを追求するために必

要なもの‥‥化粧品も、服も、スタイ

ルを維持するための運動設備も、すべ

てが揃っています。それらを利用して、

つねに自分自身を磨き上げておきなさ

い。もちろん、見かけだけでなく、心

の美しさも大切です。悲しそうな顔や、
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ふてくされた顔、また、ここの暮らし

が楽しくないという顔をしている女

は、魅力のない女だと見なされます。

そんな女は、ここでは存在を許されま

せん」

そこで一区切りあり、女の声はつづ

いた。

「第二に、お前たちには、貞操を守る

義務があります。もちろん、偉大なる

総統閣下に対しては、そのかぎりでは

ありません。偉大なる総統閣下がお求

めになったときには、喜んでお前たち

のすべてを捧げなさい。偉大なる総統

閣下のお悦びは、お前たちの悦びとな

り、お前たちの体は、その悦びにうち

震えることでしょう。そんな時は、偉

大なる総統閣下のお疲れになった心を

お癒しするために、できることはなん

でもしなさい。偉大なる総統閣下のお

求めになることには、どんなことにも
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すすんで従うこと。そこに、いっさい

のためらいは許されません」

さらにその声は、同じ調子で陰惨な

内容を告げた。

「第三に、もしこの宮殿内で、偉大な

る総統閣下のお許しを得ていない男を

見かけたときは、即刻、お前たちの手

で抹殺しなさい。そのための武器が、

宮殿内のあちこちに用意されていま

す。何らかの事情で武器が使えない時

にも、歯や爪などを使い、お前たち自

身の体を投げ打ってでも、その義務を

果たすのです。たとえその男が、お前

たちの父親や兄弟であろうとも、躊躇

することは許されません」

そこで、語調がちょっと強まった。

「最後に、お前たちが知っておかなけ

ればならない規則がもうひとつありま

す。今言った内容を、もし守れなかっ

た場合、お前たち自身が、すぐさま罰
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を受けるということです。死刑ではな

いまでも、それに等しい罰だと心得て

おきなさい。もちろん、奉仕組として

の仕事を拒否したり、ここから脱走し

ようとした場合には、それ以上の罰が

課せられます。ここに来たからには、

これまでの人生はすべて忘れなさい。

偉大なる総統閣下のもと、今日から新

しい人間に生まれ変わるのです」

そこで、新参の女奴隷たちから目隠

しがはずされた。

彼女たちの目は、自然に、今の声の

主を探した。

そこにいたのは、話の内容ほどでは

ないにしても、えもいわれぬ不気味さ

を漂わせた女だった。彼女たちより年

上であることはまちがいないが、40代

なのか、あるいは、もしかすると90代

なのかさえ見当がつかない。思ったよ

り小柄ではあったが、それは、女とし
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ての柔らかさがすべてそぎ落とされた

結果として、ダイヤモンド並みに硬い

芯だけが残ったという感じだった。

その姿から漂う威圧感は、このハレ

ム全体を、神のような力で意のままに

支配していることをうかがわせた。真

っ黒な瞳孔の中にある異様なギラつき

は、その傲岸さが、目と同様に真っ黒

な邪心から発しているものであること

を如実に物語っていた。

ここへ連れてこられた若い女たち

は、おそらく彼女を見たとたん、その

姿に震え上がり、抵抗する気力も萎え

るのだろう。しかし、マリリンのチー

ムのメンバーは――面白いことに、全

員が同じイメージを心に抱きながら―

―冷静に観察していた。

この女が支配する世界がどんなもの

なのかはまだよくわからないが、この

女のことは、みんなよく知っていた。
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姿形はちがっても、その威圧感は、彼

女たちが「エル・スプレモ」と呼んで

いたインストラクターのそれにそっく

りだったのだ。今の言葉にしても、最

初の日にエル・スプレモが浴びせかけ

てきた脅しの言葉と同じ響きを持って

いた。

要するにそれは、新入りたちの自尊

心を打ち砕くことだけが目的の虚勢な

のだ。それを見抜き、メンバー全員が、

彼女のことを恐るるに足りないと感じ

ていた。

全員の目隠しがはずされたのを確認

したところで、女がつづけた。

「私の名は、スカダ。ここのルールが

守れるかどうか、お前たちひとりひと

りにききます。今言ったように、反抗

することは許されません。しかし、す

すんでそれに従うというなら、この宮

殿の中で自由に暮らすことが保証され
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ます」

そう言うと、彼女はまず、マリリン

に目を向けた。その完璧な女らしさは、

まだ十代かそこらにしか見えない他の

メンバーとはあきらかにちがう。スカ

ダという女もそう感じたらしく、マリ

リンを新入り奴隷たちの事実上のリー

ダーと見なしたようだ。

マリリンは、女の顔を見てうなずい

た。

と、一人のハレムの女が近づき、マ

リリンの肘とふくらはぎを縛っていた

革ベルトを解いた。

ハレムの女官長は、そのあと、年齢

が上だと判断したらしい順にメンバー

たちに顔を向け、それぞれがうなずく

のを確かめた。やはりいちばん若く見

えるらしく、サンディが最後になった。

それぞれの脚の縛りが解かれて歩け

るようにはなり、肘の絞めつけがなく
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なって腕や肩の痛みからも解放され

た。しかし、それですべてが自由にな

ったわけではなかった。

「もし今後、私に逆らったらどうなる

かを心に刻みつけるために、猿ぐつわ

と手錠は、明日の朝までそのままにし

ておくことにします。夜が明けたら、

他の女たちにはずしてもらいなさい。

以上です」

その言葉とともに、女官長と取り巻

きの女たちが部屋を出て行った。

残されたメンバーたちは、しばらく

そこに立って、痛むあごや、未だ自由

のきかない両手首がどうにかならない

かと、ごそごそ体を動かしていたが、

やがて、お互いの顔を見合わせ肩をす

くめた。

それにうなずいたマリリンは、向き

を変え、さっき女たちが消えた廊下へ

と歩き出した。
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時刻はすでに真夜中を過ぎているよ

うだ。夜明けまではほんの数時間だろ

う。

そう思い部屋を出た新入りの女奴隷

たちは、その夜明けまでの時間、それ

ぞれ、一見、出口を求めてさまようか

のようにハレムの中を歩きまわった。

あごと手首をこんなふうに拘束され

ていては、どうせゆっくりと休めない。

それなら、早いうちに、ハレム内部の

構造を頭に入れておきたいと考えたの

だ。

例によってヒールが６インチのブー

ツを履き、つらそうに歩くキャロルで

さえも、その目的をとげるため、ハレ

ムの中をくまなく見てまわったよう

だ。

まるで果てしない歴史の中をさまよ

うような時間の後、窓の外が白みはじ

め、やがて、太陽の光が差し込んでき
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た。

メンバーたちはそれぞれに、起き出

してきた女を見つけ、自由を奪ってい

たあとふたつの縛りを解いてもらっ

た。大きく伸びをしたあと、その女た

ちに礼を言うのもそこそこに、彼女た

ちは、差し迫った用を足すため、化粧

室をさがし飛び込んだ。

その個室でスカートの下から引っ張

り出したものはもちろんのこと、今後、

彼女たちは自分たちの正体を隠し通さ

なければならないわけだが、個室を出

て化粧直ししている間も、周囲の女た

ちから不審を持たれた様子はない。実

際、そこにあったさまざま化粧品を使

い、拉致によって乱れた顔を直し終え

た頃には、彼女たちは、美人揃いのハ

レムの女たちの中に完全に溶け込んで

いた。

衣装部屋にずらりと並んだ衣類の中
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から適当なネグリジェを選んで着替え

た彼女たちは、お互いの無事を確認し

たあと、手近なベッドルームに入り、

足りなかった睡眠をとることにした。

六人が起き出したのは夕方近くだっ

たが、例のハレムの女官長はとがめ立

てもしなかった。どうやら、彼女たち

の姿がハレムになじんでいることで、

昨夜の女たちだという見分けさえつか

なくなっているようだ。

いずれにせよ、ことを起こすまで目

立たない方がいいのはまちがいなかっ

た。

それで彼女たちは、他の女たち同様、

きれいなドレスを着、食事中などもお

となしくし、従順に状況を受け入れて

いるふうを装っていた。

一方で、新入りの女たちがいっしょ

にいることは何の不思議もなかったか
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ら、彼女たちは集まって、ひそひそと

女の子っぽくおしゃべりするようなこ

ともできた。そこで交わされていた会

話が、じつは「作戦会議」だったとし

ても、その様子を不審がる者はいなか

った。

お互いが得た情報を交換すること

で、数日中には、ハレム内のおおよそ

の様子は把握できた。あと足りないの

は、生物戦研究所の科学者たちの動向

だけだった。

言うまでもなく、侵入は、夜、研究

所の中が手薄になった時を狙わなけれ

ばならない。ところが、どうも、夜も

当直の科学者がいるらしく、なかなか

そのタイミングがつかめないのだ。

彼女たちは、数日間、内殿につなが

っていることがわかった通路の入口を

交替で見張りつづけ、彼らの出入りを

探った。
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そんなある日、マリリンがチーム全

員を招集し、こう告げた。

「いよいよ決行よ。今夜、研究所はカ

ラになるわ。遅くとも11時までには、

全員が出て行くそうよ。なんでも、明

日、国家的な催しがあって、重要人物

が研究所を視察するらしいの。だから

今夜は、すべてをきれいにかたづけて、

研究所から退去するように言われてる

らしい。いい？ 例の通路前に11時半

に集合。武器はそれぞれで用意してく

ること。ただし、音のするものは禁止。

‥‥他に、何か質問は？」

「そんなこと、どうやって、わかった

わけ？」

バナが不思議そうにきいた。

「悪いけど、それは言えないの」

そんなマリリンの答えに、バナの目

がちょっと陰った。そして、その陰り
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が他のメンバーにも広がった。

ここまでいっしょに闘ってきた仲間

に対し、秘密を持たれることは、心外

だと感じたのだ。

しかし一瞬後には、全員がうなずい

ていた。これまで、マリリンの判断に

間違いはなかった。それに今夜は、軍

隊としての精度、軍隊としての統制が

要求される時なのだ。もともと、彼ら

の関係は将校と兵卒。この一年間演じ

つづけてきた女友だちとしての関係の

方が、本来ありえないことだった。

メンバーたちの顔つきは、その瞬間、

陸軍軍人に戻っていた。

ここにそろえられている服が、派手

な色目で、かつ動きにくいものばかり

だというのは、ある意味しかたのない

ことだろう。靴はどれも華奢だし、ス

カートはみんなタイトで、戦闘には不
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向きだ。

メンバーたちは、できるかぎり短く

てスリットの深い服を探し、色はなる

べく地味なものを選んだ。そして、靴

を脱ぎ裸足になった。

予定どおりの時刻に例の通路で落ち

合った彼女たちは、すばやくその中に

進んだ。しばらく行くと、小部屋のよ

うな場所があり、ドアの前に、鎖につ

ながれた最初の女がいた。

うなだれて床に直に座った彼女は、

きつく目隠しされ、縛られた両手には

ミトンのカバーが被されていた。首輪

につながれ壁に固定された鎖は短く、

せいぜい寝ころぶか、ひざまずくかの

範囲でしか、行動の自由はないようだ。

思ったとおり、そのミトンカバーから

はケーブルが延び、それがドアへとつ

ながっていた。

メンバーたちはそこで、コンスタン
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スの顔を見て、うなずき合った。彼女

にはこれ以上進む手だてがないわけだ

から、当然、ここで別れることになる。

ここに残り、人が来るのを見張るのが

彼女の役割だ。

お互い、もう一度うなずき合ったと

ころで、マリリンが、胸を張るように

し、鎖につながれた女に近づいた。

その前に立つと、マリリンは、無言

のまま、目隠しされた女のあごをつか

み持ち上げた。もちろん、低い声が出

せないではないのだが、この間身につ

いてしまった言葉の抑揚から、不審を

抱かれるのを防ぐためだ。

そこでスカートをたくし上げ（女が

目隠ししていなければ、きっと驚いた

にちがいない）、その姿には似つかわ

しくないものを取りだしたマリリン

は、それを、とらわれの女の口へと運

んだ。
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すると女は、まるでオートマトン（自

動機械）のように、それをくわえ、激

しく首を前後に振り始めた。

ほぼ一瞬後、女の口は、その労働へ

の報奨として、マリリンの精子を受け

ていた。

反射的に、ミトンに包まれた彼女の

手がかすかに動き、それに連動して研

究所に向かうドアが開いた。

そのドアがどれくらいの時間開いて

いるのかわからなかったこともあり、

マリリンは、すかさず、そこを通り過

ぎた。と、ドアをすり抜けた足もとが

ちょっと沈む感じがあり、それととも

にドアが閉じた。どうやら通り過ぎた

ところで、床のスイッチが作動してド

アが閉じる仕組みらしい。これなら問

題はないだろう。

以前入手した情報どおり、ドアは二

重構造で、マリリンのすぐ目の前にも
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うひとつのドアがあったが、こちらの

方は、後ろのドアが閉まると同時に自

動的に開く。一度に一人しか通れない

ようにするとともに、内から外に向か

う場合は、それを判別して、二枚のド

アが自動で開くための仕組みだ。

そのふたつ目のドアの向こうには、

さらに内殿への通路がつづいていた。

内部では一団となって動く方がいいと

考えたマリリンは、そこで他のメンバ

ーを待った。

さほどの時間を要さず、メンバーた

ちも次々に、例の「通行料」を払い、

その二重ドアを通ってきた。

「オーケー」

最後にサンディが入ってきたところ

で、マリリンはうなずいた。

「急ごう。でも、音は立てるな」

司令官然とした言葉づかいになって

いるマリリンを先頭に、彼らは廊下を
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進んだ。

彼らは銃器を携帯していなかった。

ハレム内に備えてある銃にはサイレン

サーつきのものがなかったからだ。た

だ、それぞれがナイフの類は身につけ

ていた。

この分野で、サンディのメイクスキ

ルに負けないほどの才能を発揮するの

はバナだ。ことにナイフ投げは、百発

百中の腕前である。そんなこともあり、

バナは、他のメンバーより多くのナイ

フを持ってきていた。服のあちこちか

らナイフのつかが突き出るその姿は、

まるで美しく突然変異した新種のヤマ

アラシといったところだ。

しばらく行くと通路の脇にドアがあ

り、このドアにも鎖でつながれた女が

ひとりいた。ドアの脇の壁には「研究

者休憩室」のプレートがある。おそら

く科学者たちが着替えたり、仮眠をと
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ったりするエリアなのだろう。

見ると、女の口が傷つき、赤むけた

ようになっている。よほど乱暴に扱わ

れたようだ。マリリンが言っていたと

おり、今夜、科学者たちは、全員がそ

そくさと着替え、出ていったにちがい

ない。

近づくと、目隠ししているにもかか

わらず、女がすすり泣いているのがわ

かった。彼女を救ってやりたいという

思いはやまやまだったが、そんな気持

ちを抑え、メンバーたちは無言で前を

通り過ぎた。

その頃、外に残されたコンスタンス

は、他のメンバーたちが思ってもいな

い行動をとっていた。じつは、サンデ

ィの姿が最初のドアに消えるやいな

や、持ち場を離れ、ハレムのはずれへ

と向かったのだ。
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いくつもの部屋を通り抜け、いちば

ん奥まで行ったところに、メンバーた

ちがまだ一度も足を踏み入れたことの

ない厳めしいドアがある。このハレム

で「罪」を犯し、罰を下された結果、

生死の境をさまよっている女たちが

「収容」されている部屋である。

そのドアを開け、暗い室内に入った

コンスタンスは、横たわり、小さなう

めき声をあげているひとりの女に近寄

った。

「コニー」

コンスタンスは、ささやくように、

そう呼びかけた。

「コニー、目を覚まして」

その言葉に、女はぼんやりと目を開

けた。

どこからか漏れてくる薄明かりだけ

でも、その女が、美人揃いのハレムに

ふさわしい美貌の持ち主であることは
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よくわかる。体はそうとうに痛めつけ

られているようだったが、その顔にケ

ガはないようだ。もし彼女が生き延び

たなら、また、ハレムの中で最も残酷

な役割につかせようという思惑からに

ちがいない。

しかし、美人であるという以上に、

そこにはもっと驚くべき事実があっ

た。その顔は、今、彼女の上にかがみ

込み見つめている人物と生き写しなの

だ。そこには‥‥コンスタンスが二人

いた。

もし、この様子を誰かが見ていたな

ら、二人が双子であることにすぐ思い

至るだろう。ただ、しばらく見ていれ

ば、その容貌が微妙にちがうことにも

気づくはずだ。

横たわったコニーの方が、起こそう

としているコニーより、顔の輪郭がや

わらかい。エレガントな顔つきに変わ
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りはないものの、彼女の方が、よりや

さしい感じを抱かせるのだ。さらに、

その姿がか弱くに見えるのは、ケガを

しているからだけでなく、白鳥のよう

に細い首をしているからでもあった。

彼女の目が、目の前の人物の顔に焦

点を結ぶのに、１分近くかかった。そ

して、それと同時に、彼女は驚いて身

を引いた。

「‥‥だ、誰？」

しかし、その声は、叫ぶというより、

ささやくようなものになっていた。コ

ンスタンスの正体を反射的に悟ったせ

いかもしれない。

いや、コンスタンスと呼ぶのは、も

はや正しくないだろう。チームの中で

最もエレガントだと思われていたその

人物は、他のメンバーがこれまで聞い

たことのない声でこう答えていた。

「しっかりしないか、コニー。自分の
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兄貴の顔も忘れたのか？」

「‥‥えっ？ ダニエル？ どうして、

こんなとこに‥‥？ それに、その格

好は、なに‥‥？」

「だから、お前を助けるためじゃない

か。ここに来るには、こんな姿になる

しかないだろ。お前を救い出すために、

僕は、お前が情報を送っていた人たち

に近づいて、この作戦への協力を申し

出たんだ。さあ、行こう。動けるか

い？」

「ここから逃げ出すチャンスがあるな

ら、飛んでだってみせるわ」

本物のコニーはそう言ったが、体を

起こしただけでつらそうにうめいた。

ダニエルは、あわてて、その体に手

を添えながらきいた。

「いったい、どうしてこんな目にあっ

たんだ？」

「内殿のドア係をやるためには、あの
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スカダに反抗的な態度をとる必要があ

るの。私は、これまで何度もそうして

きたわ。今朝も、あの女を怒らせるた

めに、わざとヘアセットせずに髪を乱

れたままにしておいた。そしたら、い

くら言ってもきかない娘だって、お仕

置きされたの。たぶん、あばら骨が２

本は折れてると思う」

彼女は、そう説明しながら、女装し

た兄の助けを借り、なんとか立ち上が

った。

しかし、折れた肋骨のせいで、兄に

引っ張り上げられた時にも、そして、

兄がそのなで肩でかつぐように腕を支

えた時にも、痛そうな顔をした。けっ

きょく兄は、妹の体を両腕で抱くよう

にして歩かなければならなかった。

そのせいで、彼らの足取りはどうし

ても遅く、一刻も早く持ち場に帰らな

ければならないコンスタンス‥‥い
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や、ダニエルは、気が気ではなかった。

途中、かねてから見つけておいた安全

な隠し場所に本物のコンスタンスを寝

かせると、彼は、内殿の入口へと急い

だ。

一方、その内殿の中では、いくつか

のドアを通り抜けたメンバーたちが、

研究所の細菌貯蔵施設の前までたどり

着いていた。

そこには、もちろん、目隠しされ鎖

につながれたドア係の女がいた。

ただ、その少女っぽい女の様子は、

これまでの女たちとあきらかにちがっ

ていた。

その手にはミトンのカバーが被され

ておらず、ただ後ろ手に縛られている。

肘も、メンバーたちがここに連れてこ

られた時と同様の太い革ベルトで動か

ないように固定されていた。つまり、
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どこにもスイッチらしいものを持って

いないのだ。

少女の上半身は裸にむかれて乳房が

露出し、下半身にだけドレープのたく

さんついたスカートを履かされてい

た。そのスカートが広がる下に低いス

ツールがあり、どうやらそこに腰掛け

させられているようだ。

その姿を見て、メンバーたちは、無

言で顔を見合わせ、首をかしげた。

どこか不自然に上体を張りつめ直立

させたその少女が、男のものが張りつ

めて直立するのを、どうドアに伝える

のかが不可解だ。

しかし、とりあえず、ドアを反応さ

せる方法はそれしかないのだろう。

そう考えたらしいマリリンが、少女

の前に進み出た。

と、その気配を感じた少女が、すぐ

に口を開いた。それで、マリリンは、
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自分のものを取り出すと、その口に持

っていった。

とたん、少女は、まるでむしゃぶり

つくという感じでそれをくわえ、すぐ

に猛烈な勢いで首を前後しはじめた。

その姿は、色情に狂っているようにも

見えるが、一方で、早くそれをすまし

てしまいたいという感じにも見える。

そんな行為を受け、チーム司令官の

男らしさは、またたく間に証明された。

その噴射と同時に――少女がスイッ

チを押した様子がないにもかかわらず

――ドアが開き始めた。

ただ、その瞬間、緊張していた少女

の体から、ふっと力が抜けた感じがし

た。

次は、当然、バナの番だった。

彼女は、このハレムに来た時から、

アップに結った髪の中に小さなカプセ

ルを隠している。例のすり替え用感染
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媒体が入ったカプセルである。彼女が

中に入らなければことははじまらない

のだ。

マリリンが通ったドアが閉まった時

から、鎖につながれた少女の体はふた

たび緊張し、不自然に直立した姿勢に

戻っていた。そして、２番目の「男」

に対しも、すぐに狂ったようにその行

為を始めた。

バナもまたたく間に絶頂に到達した

が、恋人どうしの行為として訓練を積

んできた彼女たちにとって、この少女

の機械的な奉仕は、やはり味気ないも

のとしか感じられなかった。

どうなっているのかはよくわからな

かったが、ともかく、またドアが作動

し、バナもそこを通っていった。

問題が起きたのは、ジェイミの時だ

った。

ジェイミが自分のものを差し出す
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と、いったんそれをくわえた少女が、

拒否するようにむせた。そして、体を

反り返らせるようにして、ジェイミの

ものをはき出したのだ。

「あなた、誰？」

少女は、目隠しされた目で相手を探

るようにして、きいてきた。

とまどったジェイミが黙っている

と、少女は、ふたたび口を開いた。

「誰なの？ あなたは、総統閣下じゃ

ないでしょ。ここを同時に通れるのは、

総統閣下がいっしょにいないかぎり、

二人だけなのよ。もし、三人目が通ろ

うとしたら、大きな声で助けを呼べっ

て言われてるわ」

「‥‥くそっ」

キャロルが小声でつぶやいた。

サンディは、その少女をじっと見つ

めていた。

その緑の瞳は、今の少女の言葉に含



388/479

まれた意味を吟味していた。少女は、

不審者が来たら叫べと言われているよ

うだ。それにもかかわらず、今、彼女

は、叫ぶのでなく問いただしてきた。

もしかしたら、この娘を味方につけ

ることができるかもしれないと感じ

た。

しかし一方で、それ自体が、こちら

の秘密を探る罠である可能性もあっ

た。

今ここでとれる道はふたつしかな

い。彼女を説得し協力を求めるか、そ

れとも、気絶させて力ずくで通るか。

しかし、ドアが開く仕掛けがわから

ない状態で、気を失わせてしまうのは

得策ではないと思えた。

「‥‥いいかい？ よく聞いて」

サンディは、少女に向かい――男の

声で――ささやいていた。

「僕らは、この中に用があるんだ。君
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が力を貸してくれるなら、僕らは、必

ず君をここから救い出してあげるよ」

「そんなこと、できるわけないわ。そ

んなことすれば、あなたたちだけじゃ

なく、私まで殺される」

少女は、震えながらも、そう反論し

てきた。しかし、まだ、叫んだりはし

なかった。

「もし、君が協力してくれないという

なら」

サンディは、ちょっと脅すような調

子で言った。

「君からドアのスイッチを奪うまでさ。

少なくともあと一人は、ここを通る必

要があるんだ。さあ、スイッチはどこ

にあるんだ？」

「それは、無理よ。だって、私はスイ

ッチなんて持ってないもの。スイッチ

は‥‥私の中、‥‥その‥‥つまり、

私の‥‥あそこに突き刺さってるんだ
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もの。男の人のあれをくわえた時、私

のあそこが絞まる力でスイッチが入る

の。それ以外のことで、無理に絞めよ

うとすれば、私は殺される」

「いいじゃないか。ここには君と僕ら

しかいないんだ。通してくれよ。そし

たら、僕らは必ず君を逃がしてあげる

から」

「だめ！ そんな約束、信じられない。

それに‥‥、私、男のものをくわえた

時以外、力が入らないんだもの‥‥」

「わかったよ。じゃあ、そうするまで

さ」

混乱している少女を制するように、

サンディが言った。未だ叫び出さない

ところを見ると、彼女はあきらかにこ

こから逃げたがっていた。それをじゃ

ましているのは、見つかった時の恐怖

だけのようだ。

最初こそ「総統」の調教によって真
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性のマゾヒストにされているのかと思

ったが、どうやら、恐怖からそう振る

舞っていただけらしい。ここの女たち

の多くが、じつはそうなのかもしれな

い。

実際――と言うべきか「にもかかわ

らず」というべきか――、ジェイミが

歩み寄ると、少女は従順にそれをくわ

え、ドアを開ける作業を始めた。

中に入るとすぐに、ジェイミはマリ

リンに、外で起こっていたことを報告

した。それを聞き、マリリンはすぐに、

サンディとキャロルが中に入ってこな

いつもりらしいことを悟った。殺人細

菌のすり替えは、三人だけでやるしか

ないようだ。

計画とはちがったが、こうなった以

上、例のドア係の少女がへたな動きを

しないよう見張っていることが、サン
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ディとキャロルの優先任務だ。この部

屋に残されたさまざまな痕跡から、目

的の細菌のありかを探り出すために

は、サンディの洞察力に頼りたいとこ

ろではあったが、それはあきらめるし

かないのだろう。

そう思いながら部屋を探索しはじめ

たマリリンだったが、数分後には、彼

女自身が、細菌が保管されていると思

われるキャビネットを指さしていた。

すぐさまジェイミがその鍵を開ける

と、たしかにそこに目的のものがあり、

すかさずバナが、その中身をすり替え

る作業を開始した。

これほど的確な判断は、マリリン以

外にはなしえなかったにちがいない。

しかし、ジェイミもバナも、マリリン

の判断力の鋭さには慣れていたから、

それを当然のことと受けとめていた。

その作業はほんの数分で終わり、彼
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らはその場をあとにした。

「ボス、問題が生じました」

マリリンたちが出てくると、サンデ

ィは――聞いている例の少女に、でき

るだけ正体を悟られないよう――いつ

もとはちがう男っぽい声と言い方で言

った。

「ここの仕掛けの詳細を、彼女‥‥名

前はジェニファーというそうですが、

‥‥彼女から聴取しました。彼女の座

るスツールからは、油圧スイッチを仕

込んだ張り型が突き出ていて、それが

体に挿入されているのだそうです。ド

アが閉まった状態では、その張り型が

体内で巨大になって抜くことができな

い。つまり、それが彼女の体を固定す

る役割も果たしているというんです。

彼女の膣に大きな力がかかった時だ

け、それがしぼみ、ドアが開く。しか
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もそれは、彼女の意思ではどうするこ

ともできず、彼女が誰かのものをくわ

えた時だけ起こるらしいです」

ジェニファー自身を目の前にしてそ

んなことを言うのは忍びない気もした

が――まるで先刻のジェニファーの行

為のように――感情を込めない機械的

な口調で、サンディは報告をつづけた。

「ここまで苦労して成し遂げたことを、

やつらに感づかれ、台なしにするわけ

にはいきません。そのためには、まず

第一に、彼女をその仕掛けからはずし

て連れ去る必要があります。つまり、

もう一度彼女にあの行為をさせなけれ

ばなりません。そして第二に、われわ

れのうち一人が、彼女の身代わりとな

って、あのスツールの上に座って張り

型を体に入れ、固定される必要がある

ということです」

そこでサンディはちょっと口調を変
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え、けっして重々しく聞こえないよう

に言った。

「さあ、言ってください。その任務に

ふさわしいのは誰ですか？」

しかし、その目の奥には、恐怖の影

が潜んでいるのもたしかだ。

今の言葉に、チームメンバーたちは、

目隠しし鎖につながれた少女を見やっ

た。

彼女の髪は、サンディと同じ黒のス

トレートロング。目隠しさえすれば、

おそらくサンディは、彼女と見分けが

つかなくなるだろう。そして、サンデ

ィの以外のメンバーでは、それは無理

なことだった。

「そ、そんなことを、君に命ずるわけ

にはいかない」

マリリンは、珍しく動揺したように

言った。

「わかってます。ですから、これは‥
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‥志願です」

サンディは、ふたたび、重々しくな

らない口調で答えた。しかしそれは、

あきらかに自分の中の恐怖を隠すた

め、短い言葉を選んだという感じだっ

た。

もちろん、チームメンバーには、誰

ひとりとして膣はないのだから、その

張り型を体内に入れるとすれば、方法

は一つしかない。そして‥‥。

ジェニファーに取って代われるのは

サンディだけかもしれないが、そこへ

の、卑劣で残酷で暴力的な強姦を経験

しているのもまた、サンディだけなの

だ。

いや、そのトラウマがどうのという

以前に、現実に肉体上の問題もあった。

拷問のような経験でいったんは破壊さ

れた彼女の下半身の組織が、新たな拷

問に耐えられるとは思えない。しかも、
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今度の拷問は、おそらく人間のサイズ

をはるかに超えた、まぎれもない拷問

具によるものなのだ。

サンディはそこで、まるで平生と変

わらないとでもいうように顔の前に降

りてきた髪を振り払ったが、それがじ

つは、思わず出てしまった身震いを隠

すための行為だったことが、彼女をよ

く知るメンバーたちには痛いほどわか

った。

にもかかわらず、気合いを込めるよ

うに背筋を伸ばしたサンディは、全員

が見つめる中、ジェニファーの前につ

かつかと歩み出た。

「さあ、いい子だ。今度は僕のをくわ

えておくれ。イカせてくれたら、そこ

からはずしてあげるよ。そして僕が、

君の役を代わってあげよう」

その言葉に、ジェニファーは、意味

がわからずとまどったようだ。いや、
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とういより、これ以上規則違反を犯し

つづけることの結果を恐れたのかもし

れない。サンディのものを口に含みは

したが、その行為はおずおずとしたも

のとなった。そのせいで、サンディは

なかなか目的を達せられなかった。

しかし、やがて、ジェニファーは、

その若い軍人の鼓動に誘われるよう

に、首を振り始めた。もしかすると、

ここから逃げ出せるかも知れないとい

う思いが勝ったのかも知れない。

いずれにせよ、サンディは間もなく、

それを果たしていた。

細菌保管施設につながるドアがふた

たび開き、同時に、その見えない拘束

具から解かれたらしいジェニファー

が、ゆっくりと腰を浮かし立ち上がっ

た。

サンディーは思わず、彼女が立った

あとのスツールを見やっていた。その
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中央から突き出たものは、今のところ、

そんなに大きくはない。親指とさほど

変わらないくらいの太さだ。さらにそ

の表面は、ジェニファーが出したらし

いジュースで濡れていた。とりあえず

はこれが、潤滑剤の役目も果たしてく

れそうだ。

「これが、そんなに大きくなるのか？」

サンディは、思わず聞いていた。

「めいっぱい」

その責め具から解放されたジェニフ

ァーは、まるで他人ごとのように言っ

た。

「それは、イケるね」

サンディは、ため息をつきながらそ

う言うと、着ていたものをすべて脱ぎ、

ジェニファーの例のスカートを身につ

けた。そして、そのいまわしい装置に

向かって、ゆっくりと腰を落としてい

った。
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大きく広がったスカートを持ち上

げ、沈んでいくと、その出っ張りが尻

に当たった。すぼまった筋肉をゆるめ

る努力をしながら、彼女はそれを自分

の体に納めようとした。

しかし、それはそんなに簡単ではな

く、尻の肌がスツールにつくまでには、

ずいぶん時間がかかった。

「だいじょうぶか？」

マリリンが、まるで新婚初夜の夫の

ようにきいた。

「え、ええ‥‥平気。さあ、始めて」

サンディも弱々しい声でそう答えて

から、言い直した。

「つまり、その‥‥ドアを作動させて」

まだ細菌保管施設のドアは開いたま

まだから、侵入の痕跡を隠すためには、

そこを閉めなければならない。

サンディが覚悟を決め目を閉じる

と、誰かがいったんドアを通り、すぐ
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に出てきた。

ドアが閉まると、サンディの体の中

の機械のペニスが、ぐいっ、ぐいっと、

その大きさを増しはじめた。

目を閉じたサンディは、最初こそ平

静を装っていたが、やわらかい組織が

押し広げられ、弾力を失っている古傷

が張りつめた時点で、小さな声を漏ら

した。それがやがてうめき声に変わり、

さらに、あえぎながらの呪いの言葉へ

と変わった。

スカートの下で、最初の血の一滴が

吹き出したのがわかった。

「マ、マリリン‥‥」

サンディが、思いを振り絞るように

言った。

「約束してください。予定通り、早く

ここを脱出して。僕を待とうなんて思

わないで。僕は、かまわない。この作

戦の意味をじゅうぶんにわかっている
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から」

「ああ、この作戦は、必ず成功させる」

マリリンは、それに応えて約束した。

「われわれには、この作戦を完璧にや

り遂げる義務があるんだ」

痛みに耐えるためぎゅっと目を閉じ

ていたサンディには、その時、マリリ

ンが「われわれ」という言葉に込めた

決意の表情を見ることができなかっ

た。そして、そんなマリリンに対し、

他のメンバーたちが強くうなずいたの

もわからなかった。

サンディを置き去りにはしない。

チーム全体がそう思っていることを

確認したマリリンは、すぐに次の司令

をくだした。

「キャロル、ジェニファーは君に任せ

る。いつ気が変わるかもしれないから、

目隠しはそのままで。サンディの服を

着せて、なにかで縛って猿ぐつわもし



403/479

よう。ジェイミは、彼女から首輪や手

錠をはずして、サンディにつけてくれ。

‥‥サンディ、すまない」

その言葉に、サンディはうなずいた

が、体の内部から押し寄せる痛みに、

何を謝られたのかさえよくわからなか

った。今の彼女にできるのは、先刻ま

でのジェニファーのように、ひたすら

背筋を伸ばし、その痛みを少しでも和

らげようとすることだけだ。

ジェイミは、つらそうな顔で、しか

し手早く、ジェニファーからはずした

首輪や手錠や肘のベルトをサンディの

体に装着していった。

サンディは、まるでそれが自らの義

務だとでもいうように、上半身を直立

させ、されるままになった。

最後に、固く閉じた目の上にさらに

目隠しがされ、サンディは、地獄の責

め苦にさいなまれながら、暗黒の闇の
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淵へと下りていった。

サンディをそこに残し、拘束した少

女を連れたチームメンバーたちは、内

殿の出口へと急いだ。夜はすでにその

大半が過ぎ、研究所に人が戻ってくる

時刻が近づいていた。

人に気づかれることなく、なんとか

最後の二重ドアにたどり着いたメンバ

ーたちがそこを抜けると、コンスタン

ス――だと未だ彼女たちが思っている

人物――が待っていた。

メンバーたちは気づかなかったが、

マリリンだけは、出てきた瞬間にコン

スタンスに目をやり、彼女がかすかに

うなずくのを確かめた。

コンスタンスの側は、ドアから出て

きたメンバーが一人足らないことに驚

いたようだったが、その代わりに、縛

られ目隠しと猿ぐつわをされた少女が
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いるのを見て、中で何が起こったのか、

おおよその察しはついたようだ。メン

バーが戻ってきた以上―― 一部の手

違いはあったにせよ――その目的を果

たしたことも明白だった。

その場には最初のドア係の女がいた

から、マリリンの目配せで、彼女たち

は無言で通路を引き返しハレムに戻っ

た。手近な部屋に身を隠すと、そこで、

マリリンが新たな命令を下した。

「ジェニファーは連れて逃げることに

する。キャロル、まず、彼女を、脱出

まで見つからないところに隠してく

れ。そのあと、近衛兵の制服を一着調

達すること。他のメンバーは、サンデ

ィを奪還するための任務を遂行する。

とりあえず、もう一人、身代わりにな

りうる女を捜さなければならんが‥

‥」

「し、しかし、そんなことをしている
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時間はないでしょう」

ジェイミが、ためらいながらも異を

唱えた。

「あと十分もすれば夜が明けます。そ

うなれば、研究所の中にも人がやって

きます」

「ああ、わかってる。日中、もう一度

潜入するための何らかの手は考える。

それまで、サンディには耐えてもらう

しかない」

マリリンは、確固とした口調でそう

言い、同時に、今チームメイトの一人

が陥っている苦境を、あらためて全員

に思い起こさせた。

しかし、その間、サンディが味わっ

ていた苦しみを、本当にわかっていた

者は誰ひとりとしていなかった。誰も

実際にはその痛みを感じていないとい

うだけでなく、もし、誰かひとりがサ
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ンディの代わりになっていたとして

も、サンディほどの苦しみを味わうこ

とはなかっただろう。

なにしろ、サンディだけが、肉体的

にも精神的にも大きく傷跡を残したア

ナルレイプの経験者なのだ。肥大した

その責め具ではち切れそうな彼女の直

腸は、心臓の鼓動ごとに、鋭い痛みを

全身に走らせていた。そこから流れ出

した血は、すでに彼女の体を貧血状態

にし、抵抗する力を奪うだけでなく、

生存まで危うくしていた。

それでも、まだ彼女は耐えていた。

生きようとする思いを体の中に保って

いた。チームメイトすべてと同様、こ

ことはちがう価値観を持つ世界を希求

する心を失ってはいなかった。

また一方で、まさにかつての悲惨な

体験が、そんな気持ちを支える力とも

なっていた。前に一度、この烈火に焼
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かれ、そこから生き延び、ふたたび立

ち上がってきたという経験が、サンデ

ィの心の支えにもなっているのだ。

彼女は自分のことを、一人の人間と

いうより、苛烈な環境の中でも生き延

びてきたあらゆる生物の代表ででもあ

るかのように感じていた。二度に及ぶ

悲惨な体験を、地球誕生以来、何度も

生物たちを襲った烈火としてとらえ、

生と死のボーダーラインの上でバラン

スをとりながら、危ういダンスを踊っ

ていた。

しかし、さらに激しい痛みがつづく

うち、次第に頭が空白になり、そんな

考えすらも持てなくなってきた。

部屋の照明がこれまで以上に明るく

なった時も、目隠しされた彼女はそれ

に気づかず、意識は、その空白の中に

溶けそうになっていた。

しかし、近づいてくる足音に気づい
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たことで、サンディはなんとかその意

識をつなぎとめた。

その足音は、どすんどすんという男

っぽいもので、チームメイトたちのも

のでないのはすぐわかった。

サンディはそれに落胆したが、一方

で、緊張から分泌したアドレナリンが、

意識をはっきりさせてくれた。そのお

かげで、精神的混乱を取り繕うことも

できた。

近づいてきた何人かの足音が、彼女

の前で止まった。

「おお、総統閣下。この女は、これま

でにも増して上玉ではないですか。見

かけない顔だが、新人でしょうか？」

その声は、必要以上に弾んだ口調で

ありながら、その中に媚びと恐れが入

り交じったものだった。

「なに？ ふむ、わしも覚えのない顔

だ。今日は、黒髪でスタイルのいい者
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を置けと命じておいたから、そのとお

りではあるが‥‥。もし、これでは重

点エリアにふさわしくないと言うな

ら、明日は、巻き毛のブロンドでもっ

と胸の大きいのを手配させよう」

こちらの声は、くぐもったような低

音だったが、時折、オーバーヒートし

たベアリングのように神経に障る「音」

が混じる。

いずれにせよ、彼らが話しているの

は「総統」の国の言葉だ。つまり、女

を機械としか見ない国の言葉、美人か

どうかは語れても、彼女の内面につい

ては語れない言葉である。

「いえいえ、総統閣下のコレクション

の中に、人を失望させるようなものが

あろうはずもございません。中でもこ

れは、一級品中の一級品でしょう」

「ふむ、そんなに気に入ったのなら、

お前にやってもいいぞ。ただし、わし
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が味見したあとにな。お前が言ったよ

うに、たしかにこの顔に記憶はない。

なのに、なぜここにいるのか？ 見る

ところ西洋人、それも呪うべきアメリ

カ人のようだ。まあ、楽しむなら、ア

メリカ娘がいちばんだがな。なにしろ、

こいつらは、ぜいたくに育って耐える

ことを知らん。それだけ、いたぶり甲

斐もあるというものじゃて」

そこで言葉が英語に切り替わり、サ

ンディに問いかけてきた。

「お前、英語はわかるか？」

サンディが無言でうなずくと、いき

なり、平手打ちが飛んできた。そのせ

いで、サンディは、後ろに大きくのけ

ぞり、内部で固定された下半身がさら

にきりきりと痛んだ。

「わしがきいたことには、ちゃんと言

葉で返事をせんか」

頭上から、怒鳴り声が飛んだ。
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「‥‥は、はい、総統閣下。英語なら

話せます」

痛みにあえぎながら、サンディは答

えた。

「ふむ、で、お前は、わしに抱かれた

ことはあるのか？」

「いいえ、総統閣下」

「ならば、なぜ、お前がここにおる？

スカダは、わしが手をつけるまで、

新しい女にこの手の仕事はさせぬはず

じゃが」

「二日前、あたしは、お化粧をサボり

ました。それで、その罰として、どこ

かのドア係をしろと言われました。あ

たしが、それはできないと言うと、女

官長様はさらにお怒りになり、ここを

担当しろと」

サンディは、自分の運命を甘受した

とでもいうように、感情のない声で答

えた。
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「なぜできぬなどと言った？」

不機嫌そうな声がそう聞き返した。

「あたしはまだ、女官長様がおっしゃ

るようなことを一度もしたことがあり

ませんから」

「ん？ つまり、お前は、まったく男

を知らぬと？」

その声に、今度は下卑た響きが混じ

った。

「はい、総統閣下、これまで、あたし

は男の人と手をつないだことさえあり

ません」

サンディは、大きくうなずき、無垢

な娘としての演技をつづけた。

と、それを聞いた「総統」が、突然、

ひきつるように激怒した。

「なんだと！ スカダは、お前の処女

を、わしではなく、そんな機械に奪わ

せたというのか」

サンディは、それに答えなかったが、
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その必要もなかったようだ。

先刻から、いっしょに入ってきたも

う一人の男が、サンディのまわりを調

べている気配は感じていた。誰だかは

わからなかったが、どうやらその男は、

サンディの座り方がおかしいと気づい

たようだ。そして、ドレープのスカー

トをまくり上げ、スツールの上にたま

った血の海を見つけた。

「おお、総統、ご安心ください。有能

なる臣下、スカダはけっして忠誠を破

ってはおりません。ご覧ください。こ

やつは、こんなふうに総統のプレゼン

トを楽しんでおります」

男がサンディの後ろに回ってスカー

トを持ち上げたおかげで、サンディの

正体が完全にばれることがなかったこ

とだけは幸いだった。

「おお、さすがスカダじゃ」

総統は、嘲笑のこもった声で言った。
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「この装置をまさかこんなふうに使う

とはな。この女も、男を知る前に裏の

味を覚えられるとは、この仕事もさぞ

や楽しかろう」

まわりを取り囲んだ何人かの男たち

が、大声で笑った。それは、男っぽく

パワフルな笑いのつもりかもしれない

が、サンディの耳には、まるで、ガキ

大将たちが虫眼鏡でアリを焼き殺して

笑いあっているような幼稚な残酷さに

聞こえた。

それ以上の会話もなしで、男たちの

一人がサンディの前に立った。そして、

その唇に、なにかが押しつけられた。

サンディは、その最初の一人に対して、

ドアを開くためのサービスを始めた。

直腸の筋肉はすでに激しく痛み、う

まくいくかどうか自信はなかったが、

息がつまるような発射と同時に体が痙

攣し、サンディはなんとか、その装置
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を絞めあげることができた。

ドアが開き、体の中の張り型が小さ

くなった。しかし、腰を浮かせて逃げ

出せるほど収縮する前に、その男はド

アを通ってしまった。張り型はふたた

び巨大化し、彼女の体を内部から拘束

した。ほんのつかの間の神経の休息は、

ふたたびやってきた責め苦をかえって

大きなものに感じさせ、サンディを絶

望的な思いにさせた。

そんな一瞬の弛緩と新たな責め苦が

次々に繰り返され、一人、また一人と、

男たちがサンディの前に立ち、そして

ドアを通っていった。そのサイクルご

とに加えられるその部分の損傷に、サ

ンディは力ない悲鳴を上げ、さらに血

を流した。

研究所の外で身を隠した他のメンバ

ーたちは、次なる計画を練っていた。
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すでに研究所が動き出し人が増えてい

るこの時間、秘かにサンディを救い出

すためには、これまでとはちがう偽装

工作をとるより他に手はない。そこで

マリリンは、ついに決断した。

「しかたない。コニー、いよいよ君の

出番だ」

マリリンの目配せに、メンバーたち

は首をかしげたが、当のコンスタンス

だけは、うなずいて立ち上がった。

その姿を見上げた他のメンバーは、

次の瞬間、あ然とすることになった。

コンスタンスがその赤毛の髪に手をか

けると、それがすぽっとはずれたから

だ。さらに彼女は、着ていた服まで脱

いだ。そこに現れたのは、まぎれもな

く男らしい姿だった。その胸はなんの

手も加えられておらず、その髪は軍人

のクールカット。チームの中で唯一、

本物の女性だと思われてきた人物は、
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まわりを取り囲む女装者たちの誰にも

増して男そのものだった。

「隠していて申し訳ない。僕の本当の

名は、コンスタンスではなく、ダニエ

ル・マクリーンというんだ。じつはそ

もそも、この作戦をマリリンに提案し

たのは僕なんだ。それが成功できるこ

とを彼女に確信してもらうためにも、

僕はあえて体にも手を入れずにいた。

女装して女として振る舞うことにこれ

だけ習熟した君たちにだって見破れな

かったことが、その証明になったって

わけさ。それに、作戦が思わぬ局面を

招いた際、君たちにはできない役割を

担うためにも、僕は男のままでいたん

だ。たとえば、今みたいにね」

ダニエルはそう言うと、キャロルが

どこかから盗み出してきた近衛兵の制

服を身につけていった。さらに、頭か

らはずした「コニーのウィッグ」の一
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部を切り取り、くすねてきたらしい化

粧品をも利用し、太い眉や簡単には見

破られそうもない口ひげを巧みにつく

っていった。

ダニエルがその作業を進めている間

に、すでに、キャロルとジェイミは、

サンディの身代わりにすべき女を物色

しに出ていた。サンディにうり二つと

いうような女はそうそう見つからなか

ったが、ここにいる多くの女の中には、

長い黒髪でスタイルのいい者はいくら

でもいた。そんな中から、二人は身代

わりの女を選び出した。総統のため、

あるいは、もしかするとハレム女王ス

カダのためかも知れないが、ハレム内

のあちこちにＳＭ用の責め具がそろっ

ていた。その中から、目隠しや拘束具

や猿ぐつわをさがし、二人は手早く女

を縛り上げた。

その女を受け取ったダニエルは、横
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抱きに抱きかかえると、人のいないす

きを見計らい、例の内殿への入口へと

向かった。そして、例の「通行料」を

何度か払い、研究室へと急いだ。

ダニエルがサンディのいる場所まで

やって来た時、すでにサンディの裾か

らもれた血が床にまで広がり、その顔

は完全に蒼白になっていた。ただ拘束

されていたというだけでなく、何人か

の人間たちが、つまり、何本もの男根

が、彼女を責めさいなんだ末に通り過

ぎていったのは明らかだった。それで

もまだ、彼女の体内の冷酷な機械は、

彼女を責めつづけていた。

サンディの意識はすでに生と死の狭

間をただよっているようだが、失神し

そうになるたびに、か弱い金切り声を

上げ、体を起こした。体が傾くことで、

中の責め具が烈火の痛みを与えるから
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にちがいない。

ダニエルが近づいても、もはやサン

ディには、その足音を察知する力も残

っていないようだった。女官長が交代

の要員を連れてきたのかも知れないの

に、それにすら関心が示せないほど、

意識は遠のいている。

それを悟ったダニエルは、拷問具の

上のチームメイトに顔を寄せ、呼びか

けた。

「サンディ、意識をしっかり持って。

助けに来たよ。さあ、いっしょに帰ろ

う」

後に思い出そうとしても、サンディ

はこの時のことをほとんど覚えていな

いという。ただ、ある単語だけが、は

っきりと耳に残っていると。

「帰る」

その言葉だけが、彼女の意思をかろ
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うじてつなぎとめた。

目隠しをはずされたサンディは、そ

の意思の力で目を開き、前にひとりの

男が立っているのを見た。‥‥近衛

兵？

意識が戻り、体の中に突き刺さって

いるものの痛みがぶり返したこともあ

り、その男を見るサンディの目に、警

戒の色が浮かんだ。その警戒は、もち

ろん、サンディがまだ「ダニエル」を

知らないからなのだが、それでも、そ

の目にはどこか、サンディを安心させ

るものがあった。

ダニエルが同じ言葉をもう一度ささ

やいたことで、そして、そのささやき

にも安心をもたらす響きがあったこと

で、サンディの心は、痛みのせいで引

きずり込まれていた絶望の淵から、少

しずつ浮上をはじめた。

でもそれは、けっして容易なことで
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はなかった。だいいち、そこから逃れ

るためには、少なくとももう一度、そ

の痛みに立ち向かわなければならない

のだ。

「サンディ、すまない。でも、この局

面を打開するには、こうするしかない

んだ。なにも、僕を最後までイカそう

としなくてもいい。これをいくらかス

トロークして、それであのドアが開く

のならば‥‥」

ダニエルはそう言いながら、ズボン

の中から、そのものを引っ張り出した。

でも、ダニエルはわかっていなかっ

た。すでにひどく損傷しているサンデ

ィの括約筋は、そのメカニズムを始動

させるには、あまりにも力なかった。

結局、ドアを開けるだけの力を加え

るのに、数分を要した。

彼女の口に入ってきたものが大きな

圧力を加え、さらにそこから大量に発
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射されたものが彼女の体内に圧力を伝

えることで、その力を借りるようにし

て、なんとかスツールの突起物を絞り

上げることができたのだ。

ドアが開いたのを見るやいなや、ダ

ニエルは、サンディの体をその忌まわ

しい機械から持ち上げた。

代わりに連れてきた――本来まった

く罪のない――少女を、そこに据える

ことに、ダニエルは心が痛んだ。せめ

て、悪い病気にかかったりしないよう、

その機械をきれいにすべきだとも思っ

た。でも、その時間すらなかった。

彼は、心を鬼にして、新しい見張り

女を，そこに座らせた。

名前も知らないその少女は、そのと

たん体を震わせたが、目隠しされ、縛

り上げられていては、どうすることも

できないと思ったのだろう。その運命

を甘受するとでもいうように、卑劣な
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変態マシンの上で、大人しくしていた。

ただ、彼女のこの状態が、長く続く

わけではないだろう。ハレムの女官長、

スカダは、この少女を、昨日からここ

にいたジェニファーだと思っているの

だから、間もなく交代要員を送るはず

だ。

実際――これはダニエルの知らぬこ

とだが――、その頃スカダは、総統の

有無を言わせぬ命を受け、金髪カール

で乳房の大きな女を用意し、交代の準

備を整えていた。

ここの規則では、ドア係の任を解か

れた女は、ハレムへと戻される間、し

ばられ、猿ぐつわをされ、目隠しされ

ることになっている。そこで、ダニエ

ルは、サンディに対してもそうしたの

だが、サンディ自身は、それをまった

く覚えていないという。多量の出血で

貧血状態に陥っていたというだけでな
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く、長時間つづいた極度の疲労から、

自分の身に起こっていることを認識し

ようとする気力さえ萎え、ほとんど自

失状態だったからだ。それはこのあと、

最終的に彼女の身柄の安全が確保され

た時までつづく。

ともかく、ダニエルは、チームのメ

ンバーたちが待っていた内殿への通路

の入り口までサンディを連れ出すこと

に成功した。

そのあと彼は、ふたたび「彼女」の

服装に戻った。ただ、その髪型の一部

には、いつもきちんとしていたコニー

には似つかわしくない乱れがあった。

例のつけひげのため、一部がざんばら

に切られていたからだ。
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chapter 8 Trail's End?

‥‥作戦完了？

マリリンは、ハレムからの脱走を、

日没直前に決行すると決めた。

完全に日が落ちてから女たちが出入

り口のゲートに近づけば、そこに立つ

警備兵が警戒することはまちがいな

い。まだ空が明るいうちに至近距離ま

で近づいて警備兵を襲撃する。脱出に

成功すれば、あとは宵闇のシェルター

が追っ手から守ってくれるというわけ

だ。

チームのメンバーたちは、この怪物

のような体制を支える何びとであれ、

また何であれ、消し去ることにためら

いはなかった。むしろ、サディストの

自称「総統」につきしたがう者たちの

命を奪うチャンスを、歓迎さえしてい

た。
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先陣を切ったのは、身長のあるキャ

ロルだった。彼女は、例の六インチの

ヒールがつくり出すはすっぱな気取り

とともに、ゲートに近づいていった。

マリリンが、やはり男の目を引きつけ

ざるを得ない「ゼリーが弾む」歩き方

でそれにつづいた。

ハレムを牛耳る女官長スカダは、か

つて逃亡を謀った女たちがどんな悲惨

な死に方をしたかを示すことで恐怖に

よる支配をつくり出し、もう、脱走な

ど考える者はいないと慢心しているに

ちがいなかった。

これは、さほど驚くことではない。

すでに朝鮮戦争の頃には、半ダースの

警備兵で数百人の囚人をコントロール

する無慈悲な捕虜政策ができあがって

いた。決め手となったのは、警備兵の

銃に込められた弾丸の数だ。たとえば

暴動でも起こせば、集団脱走も可能だ
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ろう。でも、先頭に立った者たちは確

実にその自動小銃の餌食となる(そし

て、大半は死ぬ)。それを知りながら

危険を冒す者などいないのだ。

このハレムの女たちを管理する手法

も、まさにそんな脅しによるものだっ

た。囚人たちの心を恐怖で満たし、脱

走など考えも及ばなくしているのだ。

しかしその「脱走などあり得ない」と

いう思いは、警備兵の心にまで浸透し、

やはり慢心を招いていた。

マリリンとキャロルは、こちらを向

いた警備兵の気を引くように笑いかけ

ながら近づいていった。じつは、その

陰に隠れ、小柄なバナも秘かに忍び寄

っていた。

ある地点まで来たところで、キャロ

ルが、髪をかき上げるようにし、イヤ

リングを落とした。

それを拾い上げようと上体を折り曲
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げるキャロルの動きに誘導され、こと

に、そこに伸びたすらりと長い脚に吸

いつけられるように、警備兵の視線が

下に流れた。

その瞬間、キャロルの陰から飛んだ

バナのナイフが、のど仏に突き刺さっ

たのを、警備兵自身さえ、認識するい

とまはなかった。

次の瞬間、チーム全員が動いた。今、

必要なのは、なによりスピードだろう。

ただ、残念ながら、今のチームには、

そのスピードを望めない事情もあっ

た。

バナは、警備兵ののどからナイフを

抜くと、銃を奪い取った。

マリリンは、そこでいったん建物の

方に戻った。猿ぐつわと手錠をしたま

まのジェニファーを連れて来るため

だ。とはいえ、ジェニファーは脚の自

由はきいたから、動けないわけではな
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い。

問題は、サンディだった。極度の貧

血状態で半ば気を失っている彼女を連

れ出すのは容易ではない。彼女は、無

意識のうちにも歩を進めようとしてい

たが、実際には、ジェイミが抱えるよ

うにして運ばなければならなかった。

さらに‥‥。

最後に、ふたたび近衛兵の扮装に戻

って現れたコンスタンスの腕の中に

は、やはり瀕死状態に見える‥‥コン

スタンス？。

それを見て、マリリン以外のメンバ

ーはあ然とした。

「いい？ 聞いて」

マリリンが言った。

「彼女こそ、本物のコンスタンス・マ

クリーンです。先に潜入して、ここの

情報を伝えてくれていたのは彼女なん

です。もちろん、彼女も連れて帰りま
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す。拷問で肋骨を負傷しているような

ので、みんなの協力が必要です。もう

これ以上、あなたたちに隠しているこ

とはありません。あとは、追っ手をま

き、いくつかの警戒線を突破するだけ

です。さあ、行きましょう」

こうして、チームはハレムを抜け出

した。

それは思ったより簡単に見えるかも

しれない。しかし、全体主義の国家と

いうのは、概してこんなずさんさを持

っているものだ。恐怖による支配は、

いつしか恐怖にしか反応できない国民

性をつくり出し、人々を怠惰にしてし

まう。

弱っているメンバーたちをかばいな

がら、モータープールまでやってきた

ところで、ジェイミが一台のバンのキ

ーロックを解き、エンジンを始動させ

た。
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全員が乗り込んむと、ダニエルが運

転席に着いた。

しばらく走ったところにあった検問

所で、ダニエルは、新たにハレムに供

給する女たちを調達しに来ているのだ

と告げた。警備兵は、後部の車室にち

らりとのぞく猿ぐつわのジェニファー

を見ただけで、ゲートを開けた。なに

より、ダニエルが着ている近衛兵の制

服がパスポートになっていたのだろ

う。

もちろんこれはスポーツではないの

だから、フェアプレイが要求されるわ

けではない。ここでも、バナのナイフ

で警備兵の命を奪うこともできた。し

かし、彼女たちはその男を生かしてお

いた。彼はいずれ、この夜、ここを通

ったのは、男が運転する車だったと証

言する唯一の目撃者になるのだから。
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その頃、宮殿では、警備兵の死体が

発見され、さらに、女たちの何人かが

姿を消しているのも発覚した。うち６

人については、最近同時に移送されて

きた女たちで、そもそも誰かの脱走を

手助けするために共謀していたのでは

ないかという推測もされた。しかし、

いっしょに消えたあと２人の女たちと

の関係ははっきりしなかった。

ともかく、少なくとも１人の負傷者

を含む８人の女たちに対する捜索命令

が直ちに発せられた。

人々が同等に扱われる社会でなら、

その命令も効力を発揮しただろう。

しかし、総統が治める国は、そんな

洗練された社会ではなかった。

当の総統自身の身辺を警護するエリ

ートの制服は、それ以外の制服を着た

兵士たちに有無を言わせなかった。彼

らにとってその制服の権威は、逃走者
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などでなく、むしろ追跡者として映っ

た。彼らは、バンの後部をあらためる

こともなく、あわてて道路封鎖を解い

た。もちろん、捜索の対象は逃亡した

８人の女たちで、男は含まれていなか

ったことも大きい。

もし兵士の一人でも、ダニエルに疑

問を持ったのなら、彼は後に、総統か

ら勲章ももらえただろう。しかし、ダ

ニエルに対してまともに口をきける兵

士さえ、一人もいなかったのだ。

こうしてチームは捜査網をかいくぐ

り、国境までたどり着いた。

マリリンは、彼女らしい周到さで、

脱出地点にある隣国の町に医療チーム

を待機させていた。チームメンバーた

ちの「特異体質」をよく心得ている医

者や看護師たちだ。

その国は友好国だったから、そこか
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ら先は公然と、アメリカ大使館の公用

車で空港まで行くことができた。

総統の束縛下から逃れて14時間後、

チームはモンタナの基地に戻ってい

た。

ジェニファーに男姿と女姿の両方を

見られたのは、チームメンバー中、じ

つはダニエルだけだった。だから、ダ

ニエルについては、ジェニファーも、

ハレムに潜入するため女装していたの

だろうと考えていた。しかし、他のメ

ンバーについては、ちょっとした誤解

をしていた。例の研究室につながれて

いる時、彼女は目隠しされていたこと

で――その上、あんなことをしたわけ

で――、自分をそこから救い出したの

は、男性の部隊だと信じ込んでいたの

だ。そして、ハレムに戻ったところで

女性たちに引き渡され、彼女たちとい
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っしょに逃げたのだと。

さらに帰国後、彼女はこんな話を聞

かされた。「総統の国の工作員は合衆

国にも潜入しているから、もし君がハ

レムから脱走してきたことがわかれ

ば、必ず連れ戻され、ひどい目に遭う」

と。それは、「国家機密を守れ」など

というより、確実に効力を発揮した。

その結果、ジェニファーは、証人保護

プログラム(※)を受け入れ、新たなア

イデンティティとして生きることにな

った。

(※訳注 ‘the witness protection program’重大

事件の証人の身を守ることを目的に，実際にアメリカに

ある制度 いわゆる「お礼まいり」などを防ぐため、ま

ったく別名・別人格のパスポート、運転免許証、社会保

険番号などが交付され、新たな住居や生活費など、さま

ざまな保護・援助が受けられる)

本物のコニーもまた、チームの秘密
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の核心を知っているわけではなかっ

た。彼女も、ジェニファー同様、別人

として生きることになった。

さらには、ダニエルまでもが、それ

を選んだ。

以前なら、彼女？‥‥彼がチームを

去ることは、他のメンバーの悲しみと

なっただろう。訓練中、コンスタンス

が見せていた、どこか冷たく距離をと

った態度は、他のメンバー同様、女と

してのベルソナだと思っていたのだか

ら。しかしそれが、家族同然になった

メンバーに対し、ある秘密を持ってい

た結果だとわかった今、どうしてもそ

こに、見えない溝ができてしまった。

もちろん彼女たちは、今でもコンスタ

ンス‥‥ダニエルのことが好きだし、

尊敬もしていた。しかし、その溝が、

どうしても修復できないことがお互い

にわかり、別れることにしたのだ。
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訓練に集められ、途中で脱落してい

った兵士たちは、もとの部隊に戻され

た。復隊にあたり、彼らはもちろん、

機密を漏らさないよう厳重に勧告され

たが、今後、無期限とも言える長期に

わたり、監視を受けることになるはず

だ。

とはいえ、彼らの口から機密が漏れ

る危険は少ないだろう。もし、大量殺

人ウイルスが無害なものにすり替わっ

ているという情報を、かの総統が知れ

ば、ふたたび，その最終兵器をつくら

せるのは必至だ。そんなことになれば、

彼ら自身の生命さえ危ういのだ。その

事実は、身柄の拘束以上の拘束力を持

っていた。

そんなわけで、今や五人となったチ

ームのメンバーたちは、帰国して数日
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後の夕方、ラウンジに集まっていた。

サンディの体調はほぼ回復していた

が、その瞳は、さらに深い憂いをたた

えたものになっている。悲惨な体験で

心を引き裂かれた無垢な少女‥‥その

はかなげな印象は、人々から、守って

やりたいという衝動をさらに引き出す

だろう。それはもはや、ベルソナの域

を超え、「サンディの真実」にさえな

ろうとしていた。

いや、サンディだけではない。他の

メンバーたちも、このミッションを経

た今、女として育ててきたペルソナが、

もともとの人格だと思えるほどになっ

ていた。

「それにしても、ほんとに長い道のり

でした」

マリリンが、穏やかな微笑とともに

言った。

メンバーたちは、マリリンへの同意
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というより、それぞれのたどってきた

道を思い出すようにうなずき、先を促

した。

「そして今夜、私たちには、新たな選

択が求められています。今、『私たち』

と言ったのは、これが私の命令ではな

いからです。私自身もふくめ、それぞ

れが自発的に決めなければならないこ

とです。じつは、私たちのもとに、あ

る招待状が届いています。それに応え

るため、今のうちに決めておかなけれ

ばならないことが三つあります。その

招待は、大統領からなんです。大統領

とファーストレディが、私たちに会い

たいと言っています。もともと、この

ミッションの最高司令官は大統領だっ

たわけですから、招待自体は、拒否す

ることのできない命令と言っていいで

しょう。でも、そこからが問題です。

大統領と夫人は、できれば、女の姿で
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来てほしいと言っているんだそうで

す。そこで第一の選択は、それに応え

るかどうか。これについては、強制は

されていませんし、全員が同じ選択を

する必要もありません。なにを着てど

う振る舞うかは、各人に任されていま

す」

マリリンは、そう言って全員を見渡

すとつづけた。

「次に二番目の選択についてです。た

とえ大統領との会見に女として出席し

たとしても、そのことで、私たちがも

との性に戻る機会を奪われるわけでは

ありません。会見までには時間もあり

ませんから、その間に体をもとに戻す

手術をするのは無理でしょうが、その

あとなら、望む人には、それに必要な

手立てを講じるようにと言われていま

す。もちろん、今の状態をつづけたい

という人にも、それにふさわしい境遇
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を準備する権限が私には与えられてい

ます。その場合は当然、もとの部隊に

戻るわけにはいきませんから、ダニエ

ルがそうしたように、新しいアイデン

ティティとして生きることになりま

す」

マリリンはいったん言葉を切って、

ふたたび全員の顔を見た。

「ただ、そこに三つ目の選択が出てき

ました。じつは大統領が、私たちのチ

ームの存続を望んでいるようなので

す。今回のミッションの成功を見て、

大統領は、このユニークな能力を活か

せる事態が、ふたたび起こるかもしれ

ないと考えたようです。私たち自身が

それに応える決断をすれば、陸軍の特

殊部隊として、このまま残留できるこ

とになりました。もちろんこれは、以

前の志願の際に要求した範囲を超える

話です。あなたたちは、もうじゅうぶ
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んに任を果たしました。私も、以前の

ように、義務とか、名誉とか、国家と

かを持ち出すつもりはありません。あ

なたたちはすでに、それを体現してい

ます。その上に立って、私たちのチー

ムが持つ能力が、国にとって有効か、

いえ、必要かどうか、それぞれの自由

意思で判断してください」

そこで、全員が考え込むような時間

があったあと、マリリンがふたたび口

を開いた。

「大統領との会見の予定は、一週間後

です。そこで私たちは、どう振る舞い、

大統領になにを話すのか‥‥？」

その言葉に――以前もこんなシーン

があったが――全員の視線がサンディ

に集中した。コンスタンス／ダニエル

がいなくなった今、彼女が事実上の副

司令官になったという以上に、彼女が

チームの中で最も多くのことを体験
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し、なかんずく、新しいライフスタイ

ルに伴う苦難を、一身に受けているか

らだ。

その姿は、思いに沈んでいるように

見えた。一瞬、そのグリーの瞳の中に、

鋭い痛みが走ったのもわかった。

しかし、一瞬後には、その痛みがこ

れまで見せたことのないような喜びの

表情に取って代わった。見かけは15歳

の少女だが、その無垢な心を引き裂か

れ、25歳にも見えていた姿が、初めて

のダンスパーティに向かう18歳の娘の

顔になった。そして、明るい笑い声と

ともに言った。

「うふ、他の人のことはよくわからな

いけど、あたし、この前、通販カタロ

グで、すごくかわいいイブニングドレ

スを見つけたの。あなたたちに取られ

る前に注文しちゃった。ごめんね」

そして、少し真面目な顔になり、つ
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づけた。

「マリリン、あたしたち、あなたとは

じめて会った時とはずいぶん変わった

わ。ううん、見かけだけの話じゃない

の。あなたは前に、この任務にとって

大事なのは見せかけじゃなく内面だっ

て言ったでしょ。それは、今もずっと

正しいんだと思うわ。今、あたしは、

自分のことを男だとは感じてないし、

男に戻りたいとも思わない。でも、同

じくらい、女になりきりたいと思って

るわけでもないの。あたしも、このチ

ームも、男とか女とかにとらわれない

ユニークな存在だと思うし、それでい

いんじゃないかな。今のあたしに言え

るのは、みんなが大好きだってこと。

照れずに言えるわ。あたしはみんなの

ことを愛しています。だから、もしみ

んなが許してくれるなら、このチーム

からは離れたくない」
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その言葉とともに立ち上がったサン

ディは、マリリンのところまで歩み寄

り、か細い指をその肩に這わせるよう

にして、彼女をも立たせた。そして二

人は、男同士には絶対できない親密な

ハグをかわした。エメラルドの瞳が、

輝くサファイヤの瞳に笑いかけると、

他のメンバーたちも寄ってきて、その

ハグに加わった。

このチームの関係性は、たしかに、

軍隊の命令と規律によって培われたも

のだ。でも、ひとつちがうのは、この

チームが死を賭して戦うことがあると

すれば、それは、チームメイトへの愛

のためなのだ。これほど強いことが、

他にあるだろうか。

大統領との会見ほど、話のクライマ

ックスにふさわしいものはないだろ

う。でも、それは、チーム存続の決断
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に比べれば、さほどの劇的さもない。

なにしろ、このアメリカの王宮で開か

れるボール(※訳注 舞踏会)にやってきた

シンデレラたちは、美しいドレスの下

に、ボールを隠し持っているのだ。

チームがホワイトハウスに到着し、

最初の一人が公用リムジンから降り立

った時、入り口階段で護衛に立つ海軍

兵たちの目玉が飛び出す音が、たしか

に聞こえた。さらにそれは、次から次

へとつづいた。

彼女たちは、それぞれが培ってきた

女としてのベルソナに、さらに磨きを

掛け、この場に臨んでいた。

キャロルは、海軍兵たちに誘惑の目

線を送り、目が合ったひとりの顔を彼

女の髪ほども真っ赤にさせ、それ以外

の兵たちに不満のうなり声を漏らさせ

た。

サンディは、繊細なレースのハンカ
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チを取り落とし、拾ってくれようとす

る男たちによる暴動のようなレースを

引き起こした。それは、壮麗な玄関ポ

ーチで起こったのだが、いくらサンデ

ィの気を引くためとはいえ、口もとに

浮かぶにやついた笑いは、彼らがヨー

ロッパの貴族とはちがうことを示して

いた。

マリリンが見せたのは、言うまでも

なく「タテゆれ」だ。その威厳がある

とも言えるボリューム感は、キャロル

のはすっぱな歩きとはまたちがう感銘

を、男たちに与えた。

ジェイミの一見臆病でおとなしげな

印象も、さらにちがう意味で、男たち

の感銘を引き出したようだ。

バナは、全身を覆うロングドレスだ

からこそ、深いスリットからちらりと

のぞくレースとともに、その男たちの

感銘がどこから来るのかをはっきりさ
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せていた。

とはいえ、チームのうち、この場に

最もふさわしい気品をただよわせてい

るのはサンディだった。その姿は、こ

の国の王の招きで表敬訪問した、由緒

ある国のプリンセスという印象を醸し

出していた。

彼女のトレードマークともなってい

る見えそうで見えない生地とデザイン

でつくられたドレスは、彼女がまとう

ことで、「一般庶民」には手の届かな

い超高級品にさえ見えた。

しかし、そのことが、思わぬ事態を

招いた。

ファーストレディの怒りを買ってし

まったのだ。

国家のために多大な犠牲を払い、自

らの身を捧げた兵隊たちがやってくる

と聞かされていたファーストレディ
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は、その服装や装飾品がどんなにみじ

めだったりけばけばしかったりして

も、寛大な心とリベラルな精神でホワ

イトハウスに迎え入れようと決めてい

た。それは、貧しい人々や社会の標準

を外れた人々に対しても、彼女がけっ

して偏見を持っていないことを示すだ

ろう。

ところが、やってきたのは、輝くほ

ど美人の女(の兵隊？)たちだった。彼

女はキツネにつままれたような気持ち

になった。そして、こう考えた。

「これは、よく知られた私の寛容さを

利用して、私を陥れるための陰謀にち

がいないわ。この人たちは、どう見て

も女。それも、並外れた美人ぞろいじ

ゃないの。きっと、誰かが陰で暗躍し

ているんだわ。もちろん、この女たち

も、私に恥をかかせるために選ばれた、

政敵たちの手先にちがいない」
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なにより、ファーストレディはよく

知っていた。

「とび抜けた美人というのはいつだっ

て、男社会でまともに戦おうともせず、

男の偏見に耐える心の余裕さえ持た

ず、男に媚び、外見だけで勝負しよう

とするものよ。私は、人並み程度の美

人でよかったわ」

少なくとも、彼女自身はそう思って

いた。(※)

(※訳注 この小説が発表された1997年は、ビル・クリ

ントン政権２期目の初め このファーストレディ像は、

ヒラリーを意識したものと思われる)

いずれにせよ、彼女の頭の中では、

哀れな女装者が、ホワイトハウスの鉄

壁のセキュリティを――ミッションの

成功によって――突破し、闊歩するな

どという図は、そもそも想像できてい

なかったのだ。

彼女は、夫である大統領の耳もとに
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口を寄せ、そんな自分の憤りを伝えた。

と、大統領は、なぜかほっとするよう

なため息とともに、うなずいた。

大統領が無類の女好き(※)であると

いう噂は、つねに敵対的なマスコミの

ネタにされてきた。

(※訳注 くどいし蛇足だが、この小説の発表は1997年

モニカ・ルインスキー事件発覚の前年である)

そんな彼は、先刻から、今日の主賓

たちへのリアクションに戸惑ってい

た。男だと聞かされている彼らに対し、

なぜ自分の体はリアクションするのか

ということに。

だから、妻が「彼女たちは女だ」と

断言したことに、多少なりとも安堵し

たのだ。

そして、これはまたひとつ、幸運が

訪れたとも感じた。‥‥いや、五つか？

しかし、大統領夫妻は二人とも、高

度な政治家だった。そんな自分の悶々
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などおくびにも出さず、他の列席者同

様、正式な晩餐会のルールにのっとり、

微笑みをたたえながら‥‥待った。少

なくとも大統領は――それに多くの取

り巻きも――、政治の表舞台、なかん

ずく晩餐会などというものは、マスカ

レードに他ならないと心得ているの

だ。

それにしても、主賓たちは、この晩

餐会のホストが誰であるかも忘れたよ

うに、なかなかやってこない。ずらり

と並んで出迎える他の招待客たちにい

ちいち長々と挨拶している。それは軍

人仲間にとどまらず、さまざまな分野

からの客に及んだ。というか、他の客

たちが、いちいち呼び止め、彼女たち

がこちらに近づくのをじゃましている

ようにしか見えない。どうやら晩餐会

が始まる前から、彼女たちは社交界の

花になったらしい。
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チームメンバーたちがやっと主催者

が並ぶ場所にたどり着いたところで、

大統領は、チームリーダーとおぼしき、

金髪の女性に声を掛けた。

「君がマリリンだね。失礼を承知で言

えわせてもらえば、君は、私が想像し

ていたのと、ずいぶんちがうよ」

「あら、大統領、いったいどんな姿を

想像なさってたのかしら？」

マリリンは、エレガントな額を持ち

上げるようにして、大統領を見上げた。

「いや、まあ、その‥‥」

それだけで、大統領はしどろもどろ

になった。

その時、隣に並ぶファーストレディ

の瞳の中に、怒りの感情があるのを読

み取ったマリリンは、いつもの聡明さ

で、大統領はもちろん、ファーストレ

ディ自身さえ気づいていない、その怒

りの本質を理解した。
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そして、伸び上がるように大統領の

耳に口を寄せ、男の声でささやいた。

「大統領閣下、どうか奥様に、私たち

がやきもちを焼く対象ではないことを

伝えてあげてください。ご存じのとお

り、私たちは特殊な訓練を積んだ軍人

です。これはすべて、その訓練の成果

なのです」

その野太い声に一瞬凍りついた大統

領の顔は、やがて、悪い冗談かなにか

聞かされた時のような、複雑な笑いに

変わった。

そんな二人の様子を見た彼の妻は、

どうやら、さらに怒りを募らせたよう

だ。マリリンに、そして、そのチーム

メンバーに、冷たい視線を投げかけた。

「あなた方が、ご自身の言うような存

在だと信じることは、私にはとてもで

きそうにありませんわ」

ファーストレディは、慇懃な言葉の
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中に冷淡さを込めた声音で言った。

「ええ、それこそが、あたしたちにと

っても、大きな問題でした、奥様。あ

たしたち自身、自分の中にこんなキャ

ラクターが存在するなんて、信じられ

なかったんですから」

マリリンの次に大統領の前まで来た

サンディが、微笑みながら答えた。そ

して、例の手の甲を上にするやり方で、

大統領に握手を求めた。大統領は、そ

れにつられたように体を折り曲げ、エ

レガントなその甲にキスしていた。い

や、じつは、妻の視線から隠れてサン

ディの胸元に注目するには、その方法

しかなかったからかもしれない。呼吸

に合わせ、そのもり上がりが透けて見

えるのを期待したのだろう。その間、

彼の目はドレスのその部分に釘付けに

なっていた。実際、大統領にキスされ

たサンディは、そこで大きなため息を
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つき、彼の期待に応えた。

サンディの次に並んだ燃え上がるよ

うな赤毛の娘は、ファーストレディー

になにかささやいた。キャロルの言葉

は、語調も内容も衝撃的だったのだろ

う。ファーストレデイは驚いたように

目を見開いたあと、あらためてサンデ

ィの顔を見やった。その視線には、怒

りよりも畏怖のようなものが込められ

ていた。いや、恐怖と言った方がいい

か。

ホワイトハウスの儀典長は、チーム

メンバーたちが晩餐会を快適に楽しめ

るよう配慮した席割りをしていた。少

なくとも、各席の客たちが、快適に彼

女たちを楽しめるような席割りを。

その結果、彼女たちはそれぞれ一人

で、さまざまな政府機関のお偉方たち

に取り囲まれることになり、しとやか
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に振る舞わざるを得なくなった。あの

キャロルでさえもだ。

もっとはっきり言えば、脂ぎった好

色じじいたちがそれとなく繰り出す、

あの手この手の攻撃から身をかわしな

がら、そのイブニングパーティを過ご

したわけだ。

だから、若い海軍将校が、大統領が

執務室で待っていると告げに来た時に

は、喜び勇んでそのエスコートに従っ

た。いや、そこには、この間の女装生

活の中で、彼女たちがはからずも育て

てしまったなにかが、その若いイケメ

ンに反応したという面も、少なからず

あった。

オーバル・ルーム(※訳注 大統領執務室)

に入ったところで、彼女たちは、アメ

リカ市民に向かってふるわれる権力の

おおもとである部屋の中を、見まわさ
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ざるにいられなかった。そこに配置さ

れた絵や写真、インテリアをひととお

り見終わったところで、やっと、目の

前にいる三人の人物に目をとめた。

うち二人は、すでに出会った人物、

大統領とファーストレディだ。

三人目は、マリリンとは面識がある

らしいことが、二人の間でかわされた

目配せで見て取れたが、チームメンバ

ーにとっては見たことのない人物だっ

た。いや、もう何千回も見た人物だと

いう気もした。中肉中背で際だった特

徴もなく、どこにでもいるようなタイ

プの男。ただ、よく見ると、その無表

情な目は、冷酷非情さをも感じさせる。

彼は、標準的な晩餐会用のタキシー

ド姿だったが、そのぴっちりと仕立て

られた礼服を通し、よく鍛えられた体

つきがわかる。給仕のようなその服よ

り、軍服の方が確実に似合いそうだ。
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立ち姿も、「気をつけ」の姿勢ではな

いものの、背筋が伸び、まるで設計さ

れた機械のように正確なバランスを保

っている。しかも、ただ無言で立って

いる。彼のまわりだけ、時間が止まっ

ているかのようだった。

と、ファーストレディが、まくし立

てるように言った。

「さあ、はっきりさせましょ。あなた

たちの黒幕は誰なの？ あなたたち

は、どう見ても本物の女にしか見えな

いわ。特に、その髪の長い彼女。あな

たはどう見たって、軍隊に入れる歳じ

ゃないでしょ。それに、さっき、そっ

ちの赤毛の彼女が、汚らわしい言葉で

言ったような被害にあった女の子が、

そんなに無垢なままでいられるはずが

ないわ。これは、私を混乱させて陥れ

ようとしているなにかの陰謀よ。大統

領もろともにね」
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「マイ・ディア、君がそんなふうに心

配してくれるのはうれしいよ。でも、

結局すべてを決めるのは有権者だか

ら」

本来は多大な力を持っているはずな

のに、なぜか力ない声が彼女を制した。

誰かに力を吸い取られたのか、力を出

せない弱みを握られているのか、ある

いはもっと大きな力でねじ伏せられて

いるのか、それはわからないが、その

声は、臆病そうに響いた。

「サム」

そして大統領は、ファーストレディ

が反論してくる前に，第三の人物に話

を振った。

「どういうことなのか、説明してくれ

ないか」

と、その男は、注意深く言葉を選ぶ

ようにして答えた。

「はい、大統領閣下。キャロルが奥様
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になにを申し上げたかは存じません

が、おおよその推測ならつきます。ま

ずその前に、奥様に説明させてくださ

い。この部隊全員が、男性の生殖器を

持つ、遺伝子的にも完全な男性である

ことは、私が保証いたします。彼らの

女性としての外見も、また女性らしい

振る舞いも、彼女たちの驚くべき努力

のたまものなのです。彼らが本質的に

は男性であることは、曲げようのない

事実です。おそらくキャロルはあなた

に、ミッションの過程でサンディが見

舞われたいくつかの苦難について，率

直な言葉で語ったのでしょう。しかし、

もしそれをお疑いなら、医者によって

書かれたカルテを証拠として示すこと

もできます。そんな経験をしたにもか

かわらず、サンディが未だ無垢な少女

のように見えるとおっしゃるなら、そ

れはむしろ、彼女の強靱な精神への賛



464/479

辞に他なりません。男であれ女であれ、

それは希なことだと思います。シーホ

ース作戦(※)の成功のカギは、なによ

りチームワークでしたが、その中でも、

サンディが果たした貢献は顕著なもの

でした。サンディ、いや、彼女のもう

ひとつのベルソナ、サンフォード・ビ

ーチ二等兵は、まちがいなく、20歳の

陸軍軍人です」

(※訳注 ‘Operation Seahorse’「シーホース」はタツ

ノオトシゴの英名 タツノオトシゴは、他の動物には見

られないユニークな生殖形態をもつ メスの体の方に突

起があり、メスはそれをオスの腹部にある育児嚢に差し

込んで産卵、卵はその中で受精・生育・孵化する お腹

の大きいオスが稚魚を放出する様は、さながら「妊娠・

出産」のよう この作戦名も「オスが《造精能力を持ち

ながら》メスの役割を果たす」といったところからつけ

られたのだろう)

自分たちが従事した作戦に、そんな

名前があったことを初めて知り、チー
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ムメンバーの間にちょっとしたざわめ

きが起こった。そして、その瞬間、完

璧な無表情だと思っていた「サム」が

ちらりとこちらを向いた。そのドヤ顔

もまた、驚きだった。

しかし、サムはそれ以上なにか言う

わけでもなく、大統領に向き直り、次

の命令を待った。

でも、大統領が「命令」を出したの

は、サムにではなく妻にだった。

「ディア、そろそろパーティに戻って、

客たちのご機嫌をとっておいてくれな

いか。私は急な執務で、あと数分席を

外すと遺憾の意を伝えてくれるとあり

がたいんだが」

ファーストレディは、彼女自身も初

めて会った執事だか木っ端役人だかわ

からない人物によってその主張を穏や

かに否定されたことに、さらにいらつ

いているようではあったが、少なくと
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も人前では、大統領からのリクエスト

に応えないわけにはいかないと思った

のだろう。しぶしぶ部屋を出て行った。

と、大統領はやっと、あのよく知ら

れた笑顔を取り戻し、執務机の方に歩

いた。そして、そこから椅子を引き出

すと、彼女たちの前まで転がし、例の

カジュアルな感じの座り方で腰掛け

た。

「んー、その‥‥お嬢さん方、どうか、

君たちも掛けてください。もし、ここ

までの私の接し方に、失礼があったの

なら、謝ります。なにしろこれまで、

あなた方のような存在に接したことが

なかったものだから‥‥その‥‥つま

り、女装者？」

「いえ、大統領」

サムがそれに答えた。そして、つづ

けた言葉で、チームメンバーたちは初

めて、自分たちが何者であるかを知る
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こととなった。

「標準的な用語としては、彼女たちの

ようなあり方を、シーメイルと呼ぶの

が正しいかと。女装者のように単に女

性の衣服を身につけるというだけでな

く、体をも女性的に改造している。か

といって、性同一性障害のように、本

来女性である自分が男性の体にとらわ

れていると感じ完全な性転換手術を望

んでいるわけでもない。そういうこと

だよね、君たち」

サムは、確認するようにチームを見

たが、マリリンをのぞくメンバーたち

は、肯定も否定もできず、ただ肩をす

くめた。だいいち、彼女たちは、その

「シーメイル」という言葉すら聞いた

ことがなかったのだ。それに、サムの

言ったことが正しいかどうかを判断す

る以前の問題として、彼がいったい何

者であるかも判断できずにいた。
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それが、サムにも伝わったようだ。

また、ちょっとにんまりとして、大統

領の方に向き直った。

「大統領、どうやらマリリン以外は、

シーホース作戦について、今日、初め

て聞かされたようです。それに、私の

ことも、誰なのかわかっていないのか

と」

その言葉に、マリリンもにんまりし

た。そして、大統領は、チームメンバ

ーの表情を映したように怪訝な顔をし

た。

「サム、そのとおりよ。彼女たちは、

作戦についてほとんどなにも知らず

に、でも、それをやり通したの」

ブロンドのリーダーは、そんなチー

ムを誇るように言った。

「ん、どういうことかな？」

大統領は、さらに首をかしげた。

「チームの中で、外部と連絡を取って
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いたのは、私だけだったんです。です

から、彼、サム・ゲイツが、本当の指

揮者だったということも、彼女たちは

知りませんでした」

サムが、その言葉を引き取って、つ

づけた。

「この特殊な作戦を成功させるには、

自ら身を挺してそれに取り組むマリリ

ンに、メンバーたちの尊敬と信頼を集

中させる必要があった。そのためには、

そんな形がいいと考えたんです。マリ

リンは、その指令を忠実に守ってくれ

たようです。マリリンを心から尊敬し

信頼した彼女たちは、背景に何がある

かなど、知る必要も感じなかった。以

上です」

「うむ、なるほど」

大統領は、それにうなずいてから、

メンバーたちに向かってつづけた。

「じつは、君たちのチームの存続を提
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言してきたのは、サムなんだ。そして、

君たちも同意したと聞いた。私はそれ

に反対するつもりはないが、しかしま

だ、確信が持てずにいる。君たちが他

にはないユニークな能力を持つチーム

であることは明らかだろう。しかし今

後、その能力を必要とする事態が起こ

るのか、そしてそこで、その能力をど

う活かせばいいのか、私には見当もつ

かない。今回のようなミッションが必

要なことがまたあるとは思えないん

だ。もちろん、あってほしくもないし

ね」

「ええ、私たちも、あんなミッション

は、二度とごめんです、大統領」

マリリンが言うと、それに、四つの

うなずきがつづいた。

そして、大統領を含む全員の視線が、

サム・ゲイツに寄せられた。

「大統領、個人の態度や性格が、どの
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くらい環境によってつくられるものな

のか、また、どのくらい遺伝的に決ま

るものなのかは、専門家の中でも意見

が分かれるところです。しかし、少な

くとも軍隊という文化においては、女

性兵士より男性兵士の方が、非情さや

勇敢さが求められる作戦に耐えうると

いう事実は厳然としてあります。女性

たちが身を挺してわが子を守ろうとす

るのと同じように、男たちは、自らの

国のために犠牲的精神を発揮する。こ

のチームのメンバーたちの肉体は、す

でに男らしさからほど遠いものになっ

ていますが、重要なのはそんなことで

はなく、彼女たちの内にある、男とし

ての衝動です。このチームは、美人ぞ

ろいの女性部隊、でも、軍人としての

男性的精神を代表する部隊でもあるの

です。そこに、女性兵士では果たせな

い存在意義がある。彼女たちのユニー
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クな能力が役立つ事態が、今後起こる

かどうかわからないという点にこそ、

備えとして、このチームを存続させる

意味もあるのではないでしょうか」

「わかった。いいだろう。君の方針を

支持するよ」

大統領は、そう言った後、こうつづ

けた。

「ところで、われわれはこのささやか

な秘密をどう呼べばいいんだ」

「それについては、私にちょっとした

考えがあります。シーメール独立戦略

遠征隊“She-Male Independent Tacti

cal Expedition”。略してSMITE、スマ

イトというのはいかがでしょう。あな

たの命令一下、彼女たちは、わが国の

敵をスマイトする(打ちのめす)(※)」

(※訳注 動詞‘smite’は「打つ」「打撃する」の意)

ゲイツはそこでまた、例のドヤ顔を

した。
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「サム、あなたにそんなユーモアのセ

ンスがあるなんて、初めて知ったわ」

マリリンが、声を立てて笑った。

そこで、大統領は椅子を立ち、執務

机の上に積み重ねられたなにかの書類

に手を掛けた。

「気をつけッ！」

ゲイツが突然、大声を張り上げた。

ここしばらく絶えて久しかった条件

反射が呼び起こされ、「チーム・スマ

イト」の全員がすかさず起立した。先

刻ゲイツが強調した男性兵士としての

鋭敏さは、ひらひらのドレスと曲線的

な体に、多少じゃまされはしたが。

大統領は、最初の書類を取り上げる

と、公式な口調で言った。

「マリリン大将、貴君の部隊の勇敢な

る武功により、今時の作戦の多大なる
こん じ

成功を見ることができた。よって、貴

君および、キャロル・スティーブンソ
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ン、ジェイミ・フォックス、バナ・ホ

ワイトの三名に、シルバースター勲章

を授与する。‥‥もちろん、この勲章

は、正式には君たちの本名で与えられ

るべきものだ。ただ、君たちは、誰に

も、どんな場合にも、それがどんな武

勲だったかを話すことはできない。そ

の記録は、サムのもとに置かれ、厳重

に管理されるからだ。君たちが実質的

な名誉を得られないことを、申し訳な

く思っている。でも、その理由は、君

たちがいちばんよく知っているだろ

う」

大統領は次に、サンディの方を向い

た。さらに、その前まで歩み寄り、笑

いかけた。

美しいドレスと装飾品で着飾った若

くて可愛らしいレディが、実際には男

だということに、彼の意識は未だ混乱

していたが、無意識の部分が反応して
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いた。こんなにきれいで無垢な少女を

前にして、微笑みを我慢できる男はい

ないだろう。

「サンディ・ビーチ」

大統領は威厳を取り戻そうとしてい

たが、結局、それは無理なようだった。

「貴君の武功は、もしそれが可能だと

しても、どんな顕彰、どんな報酬をも

ってしても、報いきれるものではない。

‥‥いや、もっと普通の言葉で話そう。

遠い異国の地で君が発揮した犠牲的精

神は、そのことをまったく知らない多

くの人たちの命を救った。それは、軍

人の義務などということを遥かに超え

る行為です。たとえ、実際の行為の詳

細を伝えなかったとしても、そこで君

が苦しみに耐えたことを知れば、人々

は君を称えるはずです。それさえでき

ないのが残念ですが、私は、君に名誉

勲章を授与できることを、私自身の名
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誉だと感じています。現実的な話をす

れば、君への意味不明な叙勲は、議会

でやり玉に挙げられる恐れもありま

す。それでも私は、あえてそうしたい

んです。君は、私の想像力が足りない

ことを教えてくれました。君が、軍人

として、そのか細い肉体への邪悪な侵

略と戦ったという事実は、私が信じる

わが軍の規範『義務、名誉、国家』の

概念を大きく変えてくれました。私に

は、たとえ国民の命を守るためとはい

え、君のような戦い方はできないでし

ょう。そんな君を尊敬しています。本

当に、ありがとう」

大統領の言葉に恥じらうサンディの

顔は、どこからどう見ても若い娘だっ

た。マリリンでさえ、彼が本当は20歳

の男性陸軍兵士であることが信じられ

ない思いだった。

大統領が握手しようと手をさしのべ
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た時、それに応えようとした彼女の手

は、結局、大統領の腰を折り曲げさせ、

そこにキスさせることになった。

体を起こした大統領は、そこで、先

刻、同じように彼女を出迎えた時のこ

とを思い出し、にんまりした。

その微笑みを、メンバーたちは、会

見の終わりととらえた。

大統領は、晩餐会の席へ戻ることを

すすめたが、彼女たちは「あんな輝か

しい席で、女らしく振る舞いつづける

のはつらい」と、それを辞退した。ま

さか、「好色な官僚たちの相手はもう

ごめんだ」とは言えないだろう。

そこで、マリリンはサム・ゲイツに

呼び止められ、なにか話し込んでいた

が、他のメンバーは、さっさと送迎用

のリムジンへと向かった。

しばらくしたところで、マリリンも

その車に乗り込み、彼女たちは、ワシ
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ントンでの宿泊先であるホテルへと帰

った。

「10分後に、チーム・ミーティングよ」

ホテルに着いたところで、マリリン

が言った。

「着替えたら、あたしの部屋に集合」

その命令に従い、メンバーたちが集

まった。

と、マリリンは輝くような、という

か、活き活きした笑顔でこう告げた。

「次の作戦命令が出たわ。今夜だけは

ゆっくり休んで。朝になったら、また、

悪者をやっつけに(※)行くわよ」

(※訳注 原文は‘we SMITE the wicked’)
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